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クロチアニジン 

Ⅰ．評価対象農薬の概要 

1. 有効成分の概要 

1.1 申請者 住友化学株式会社 

 
1.2 登録名 クロチアニジン 

(E)-1-(2-ｸﾛﾛ-1,3-ﾁｱｿﾞｰﾙ-5-ｲﾙﾒﾁﾙ)-3-ﾒﾁﾙ-2-ﾆﾄﾛｸﾞｱﾆｼﾞﾝ 

 
1.3 一般名 clothianidin（ISO） 

 
1.4 化学名 

IUPAC 名： 

 
 
CAS 名 ： 

 
(E)-1-(2-chloro-1,3-thiazol-5-ylmethyl)-3-methyl-2-
nitroguanidine 
 
[C(E)]-N-[(2-chloro-5-thiazolyl)methyl]-N’-methyl-N’’- 
nitroguanidine 
(CAS No. 210880-92-5) 
 

 

1.5 分子式、構造式、分子量 
 分子式 C6H8ClN5O2S 

 

 構造式 

N

S
Cl

NH
N
NO2

H3CHN

 

 
分子量 249.68 
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2．有効成分の物理的・化学的性状 

試験項目 
純度 
(%) 

試験方法 試験結果 

蒸気圧 99.7 OECD 104 1.3 × 10-10 Pa (25 ℃) 

融点 99.7 OECD 102 176.8 ℃ 

沸点 99.7 オイルバス加熱法 
測定不能 

(200 ℃までに熱分解) 

熱安定性 99.7 OECD 113 約150 ℃までは安定 

溶 
 

解 
 

度 

水 99.7 

OECD 105 

0.327 g/L (20 ℃) 

有 
機 
溶 
媒 

ヘプタン 

99.7 

<0.00104 g/L (25 ℃) 

キシレン 0.0128 g/L (25 ℃) 

アセトン 15.2 g/L (25 ℃) 

メタノール 6.26 g/L (25 ℃) 

1-オクタノール 0.938 g/L (25 ℃) 

ジクロロメタン 1.32 g/L (25 ℃) 

酢酸エチル 2.03 g/L (25 ℃) 

解離定数 
(pKa) 

99.7 OECD 112 11.09 (20 ℃) 

1-オクタノール／水分配係数 
(log Pow) 

99.7 OECD 117 0.7 (25 ℃) 

加水分解性 ≧96.7 OECD 111 
安定 (50 ℃､pH 4 及び pH 7､12 週間) 

半減期 14 日 (50 ℃､pH 9)  
半減期 1.5 年 (25 ℃､pH 9) 

水中光分解性 ≧99.5 9農産第5089号 
半減期40～42分  

(蒸留水､25 ℃､18W/m2､360～480 nm) 

紫外可視吸収 
(UV/VIS) 
スペクトル 

99.7 

 

極大吸収波長 
(nm) 

吸光度 
モル吸光係数 
(L mol-1 cm-1) 

中性 

265.5 
214.5 

0.6838 
0.3115 

17100 
7770 

酸性 

265.5 
214.5 

0.6923 
0.2949 

17200 
7330 

アルカリ性 

246.0 
224.0 
209.0 

1.0781 
0.9874 
0.3088 

13400 
12300 
3840 
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3．申請に係る情報 
令和 3 年（2021 年）12 月 2 日～12 月 24 日に、再評価を受けるべき者から農

薬取締法（昭和 23 年法律第 82 号）第 8 条第 3 項に基づく試験成績等を受理し

た。 

クロチアニジンは、令和 8 年（2026 年）7 月現在、米国、韓国等の国々で登

録されている。 
 

4．作用機作 
クロチアニジンはネオニコチノイド系殺虫剤であり、昆虫神経のシナプス後

膜のニコチン性アセチルコリン受容体に作用し、シナプス伝達の遮断を起こし、

殺虫作用を示す。 
（IRAC 分類：4A※） 

※参照：https://irac-online.org 

 

5．適用病害虫雑草等の範囲及び使用方法 
評価対象となるクロチアニジンを含有する農薬 69 製剤について、適用病害虫

雑草等の範囲及び使用方法を別添 1 に示す。 
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Ⅱ．安全性に係る試験の概要 
クロチアニジンは、令和 8 年（2026 年）6 月 10 日、内閣府食品安全委員会に

おいて、食品健康影響評価（資料 1）がなされている。食品安全委員会では、評

価に用いた試験成績において、過去のテストガイドラインに基づき実施されて

いる試験も確認されたが、クロチアニジンの代謝・毒性プロファイルを適切に把

握できることから、評価は可能と判断されている。 

 
1．経口吸収率 
クロチアニジンのニトログアニジン部分の炭素を 14C で標識したもの（以下

「[nit-14C]クロチアニジン」という。）及びチアゾール環の 2 位の炭素を 14C で

標識したもの（以下「[thi-14C]クロチアニジン」という。）（表 1）を用いた動物

代謝試験による動物体内への吸収率（経口吸収率）の概要をまとめた。 

 
表 1 標識化合物 

略称 [nit-14C]クロチアニジン [thi-14C]クロチアニジン 

構造式 

  

標識位置 ニトログアニジン部分の炭素を標識 チアゾール環の2位の炭素を標識 

 

① 血中濃度推移（ラット）（資料 2、非 GLP） 
Wistar ラット（一群雌雄各 3 匹）に[nit-14C]クロチアニジン又は[thi-14C]ク

ロチアニジンを 5 mg/kg 体重（以下①及び②において「低用量」という。）で

単回経口投与又は単回静脈内投与して、血中濃度推移試験が実施された。 
血液中薬物動態学的パラメータは表 2 に示されている。 
[nit-14C]クロチアニジン又は[thi-14C]クロチアニジンの単回投与時の Cmax

は、低用量経口投与群では、投与 2 時間後に 1.86～2.36 µg/mL となり、低用

量静脈内投与群では投与直後に 4.90～5.62 µg/mL（0.25 及び 0.5 時間の結果

を直線回帰して算出した値）となった。T1/2は、低用量経口投与群で 2.9～4.0
時間、低用量静脈内投与群で 1.8～2.4 時間であり、標識部位間に大きな違い

はみられなかった。 
両標識体を雌雄ラットに単回経口及び静脈内投与した時の投与後 48 時間ま

での血液中 AUC 比[＝AUC(p.o.)/AUC(i.v.)]は 0.940～0.997 であったことか

ら、経口投与された放射能の吸収率は 94.0%～99.7%であると考えられた。 
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表 2 血液中薬物動態学的パラメータ 

パラメータ 

[nit-14C]クロチアニジン [thi-14C]クロチアニジン 
5 mg/kg 体重 5 mg/kg 体重 

雄 雌 雄 雌 
経口 静脈内 経口 静脈内 経口 静脈内 経口 静脈内 

Tmax(hr) 2.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 2.0 0.0 
Cmax(µg/mL) 1.86 5.62a 2.36 5.19a 2.15 4.90a 2.08 5.26a 

T1/2(hr) 3.8 2.4 2.9 1.8 4.0 2.2 3.8 1.9 

AUC0-48 

(hr･µg/mL) 
20.8 21.5 16.4 17.4 19.2 19.5 17.1 17.1 

AUC 比 b 0.967 0.940 0.986 0.997 
経口吸収率 c 

(%) 
96.7 94.0 98.6 99.7 

表の値は 3 匹の平均値 
a：投与 0.25 及び 0.5 時間後の血液中濃度から直線回帰により算出された。 
b：血液中 AUC 比[＝AUC(p.o.)/AUC(i.v.)] 
c：AUC 比×100 

 
② 尿、糞及び呼気中排泄（ラット）（資料 2、非 GLP） 

Wistar ラット（一群雌雄各 5 匹）に[nit-14C]クロチアニジン又は[thi-14C]ク
ロチアニジンを低用量又は 250 mg/kg 体重（以下②において「高用量」とい

う。）で単回経口投与して、尿、糞及び呼気中排泄試験が実施された。 
投与後 7 日の尿、糞及び呼気中排泄率は表 3 に示されている。 
投与後 7 日に、低用量投与群において、尿中に 92.0%TAR～95.8%TAR、糞

中に 4.4%TAR～6.0%TAR、高用量投与群において、尿中に 90.6%TAR～

93.4%TAR、糞中に 4.6%TAR～8.2%TAR が排泄された。投与放射能は主に尿

中に排泄された。 
本試験より得られた尿及び呼気の合計より、単回投与後 7 日の吸収率は、低

用量群で 92.0～95.8%、高用量群で 90.7～93.6%であると算出された。 

 
表 3 投与後 7 日の尿及び糞中排泄率（%TAR） 
標識体 [nit-14C]クロチアニジン [thi-14C]クロチアニジン 
投与量 5 mg/kg 体重 250 mg/kg 体重 5 mg/kg 体重 250 mg/kg 体重 
性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 
尿 92.3 95.0 90.6 92.5 92.0 95.8 93.4 92.7 
糞 5.7 4.4 6.9 4.6 6.0 4.7 8.2 5.7 

呼気 a <0.1 <0.1 0.1 0.1 <0.1 <0.1 0.2 0.3 
経口吸収率 b 92.3 95.0 90.7 92.6 92.0 95.8 93.6 93.0 
総回収率 98.0 99.4 97.6 97.2 98.0 101 102 98.7 
表の値は 5 匹の平均値 
a：低用量投与群では投与後 2 日、高用量投与群では投与後 3 日の測定値 
b：尿及び呼気の合計 
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③ 尿及び糞中排泄（ラット）（資料 3、GLP） 
SD ラット（一群雌雄各 4 匹又は雄 4 匹）に[nit-14C]クロチアニジン又は[thi-

14C]クロチアニジンを 2.5 mg/kg 体重（以下③において「低用量」という。）

又は 250 mg/kg 体重（以下③において「高用量」という。）の用量で単回経口

投与して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 
投与後 72 時間の尿及び糞中排泄率は表 4 に示されている。 
低用量群では最終投与 24 時間以内に、高用量群では 48 時間以内に投与し

た放射能の大部分が排泄され、最終投与 72 時間後までに 95.4%TAR～

99.1%TAR が排泄された。投与放射能は主に尿中に排泄された。体内残留放射

能は僅かであった。尿中排泄には、標識位置及び投与方法による相違は認めら

れなかったが、雄に比べ雌で若干尿中排泄率が高い傾向が認められた。 
本試験より得られた尿及びカーカスの合計より、単回投与後 72 時間の吸収

率は、低用量群で 95.5～98.0%、高用量群で 99.3%であると算出された。 

 
表 4 投与後 72 時間の尿及び糞中排泄率（%TAR） 

標識体 [nit-14C]クロチアニジン [thi-14C]クロチアニジン 

投与量 2.5 mg/kg 体重 250 mg/kg 体重 2.5 mg/kg 体重 

性別 雄 雌 雄 雄 

尿 89.1 94.6 90.5 89.3 

糞 6.27 3.29 8.58 7.79 

カーカス 0.116 0.093 0.172 0.327 

経口吸収率* 89.2 94.7 90.7 89.6 

総回収率 95.5 98.0 99.2 97.4 

*：尿及びカーカスの合計 
表の値は 4 匹の平均値 

 
④ 尿及び糞中排泄（マウス）（資料 4、非 GLP） 

ICR マウス（一群雌雄各 5 匹）に[nit-14C]クロチアニジンを 5 mg/kg 体重

の用量で単回経口投与して、尿及び糞中排泄試験が実施された。 
尿及び糞中排泄率は表 5 に示されている。 
雌雄とも排泄は速やかであり、投与後 1 日以内に 94.5%TAR～95.3%TAR、

投与後 7 日に 98.7%TAR～99.2%TAR が体外に排泄された。投与放射能は主

に尿中に排泄され、投与後 7 日に尿中に 92.4%TAR～93.7%TAR、糞中に

5.0%TAR～6.8%TAR が排泄された。 
本試験より得られた尿の排泄率より、単回投与後 7 日の吸収率は、5 mg/kg

体重投与群で 92.4～93.7%であると算出された。 
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表 5 尿及び糞中排泄率（%TAR） 
投与群 5 mg/kg 体重 

性別 雄 雌 

尿 92.4 93.7 

糞 6.8 5.0 

経口吸収率* 92.4 93.7 

総回収率 99.2 98.7 

*：尿の排泄率 
表の値は 5 匹の平均値 
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2．毒性試験の結果概要 
各種毒性試験（資料 5～64）の結果は、資料 1（食品安全委員会農薬・動物用

医薬品評価書）の II.安全性に係る試験の概要を参照した。 
クロチアニジンの急性経口毒性試験の LD50 はラットで>2,000 mg/kg 体重、

マウスで 389 mg/kg 体重であった。経皮、吸入のいずれの投与経路においても

急性毒性は弱く（LD50（経皮）：>2,000 mg/kg 体重、LC50（吸入）：>2.25 mg/L）、
眼に対してごく軽度～軽度の刺激性が認められたが、皮膚に対する刺激性及び

皮膚感作性は認められなかった。 
クロチアニジン投与による影響は主に体重（増加抑制）に認められた。発がん

性、発達神経毒性、繁殖能に対する影響、催奇形性、生体において問題となる遺

伝毒性及び免疫毒性は認められなかった。 
マウスを用いた一般薬理試験（一般状態）において、自発運動低下、振戦等、

ラットを用いた急性神経毒性試験①において、振戦、自発運動量減少等が認めら

れたが、ラットを用いた急性神経毒性試験②及び 90 日間反復経口投与神経毒性

試験においては、神経毒性は認められなかった。 
疫学研究について、クロチアニジンの食品を通じた摂取に係る健康影響への

懸念を示す知見はなかった。 
食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量のうち最小値は、ラットを用い

た 2 年間反復経口投与毒性/発がん性併合試験の 9.7 mg/kg 体重/日であったこと

から、これを根拠として、安全係数 100 で除した 0.097 mg/kg 体重/日を許容一

日摂取量（ADI）と設定した。 
また、クロチアニジンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響

に対する無毒性量及び最小毒性量のうち最小値は、マウスを用いた一般薬理試

験（一般状態）の無毒性量 25 mg/kg 体重であったことから、これを根拠として、

安全係数 100 で除した 0.25 mg/kg 体重を急性参照用量（ARfD）と設定した。 
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3．公表文献における研究結果（資料 65、66、67） 
表 6 に示すデータベース［Web of Science（Core Collection）及び J-STAGE］

を用いて、それぞれ 2006 年 4 月 1 日～2021 年 3 月 31 日、2006 年 4 月 1 日～

2021 年 3 月 31 日を検索対象期間として、有効成分名及びクロチアニジンを含

む製剤名をキーワードとして公表文献を検索し、評価対象となる影響、評価対象

の生物種等についてガイドライン1で定めるキーワードで絞り込みが行われた。 
その結果、全文に基づく適合性評価の対象となったヒトに対する毒性の分野

（動物を用いた研究、疫学研究等）に該当するとして収集された公表文献 258 報

（データベース間等での重複を含む。）のうち、評価の目的と適合するものとし

て 38 報の公表文献が提出された。 
海外評価機関が作成した評価書中に引用されている公表文献のうち、ヒトに

対する毒性の分野に該当する公表文献は 0 報であった。 
公表文献に関する情報募集及び食品安全委員会専門委員等からの情報提供に

より、公表文献 36 報（公表文献検索による収集との重複を含む。）が追加され、

疫学以外については 48 報、疫学については 16 報の公表文献が選択された。 
評価目的との適合性等の観点から、さらに本部会で検討2した結果、疫学以外

については公表文献 25 報（II. 3.1）を、疫学については公表文献 10 報（II. 3.2）
を評価に使用する公表文献と判断した。 

 
 

 
1 公表文献の収集、選択等のためのガイドライン（令和 3 年 9 月 22 日 農業資材審議会農薬分科会決定、

令和 5 年 7 月 27 日一部改正） 
2 「農業資材審議会農薬分科会農薬使用者安全評価部会での公表文献の取扱いについて（令和４年９月２

日 農業資材審議会農薬分科会農薬使用者安全評価部会決定）」に基づく検討。 
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表 6 クロチアニジンに関する公表文献の検索結果 

データベース名 Web of Science(Core Collection) a 

検索対象期間 2006/4/1～2021/3/31 

データベース名 J-STAGE 

検索対象期間 2006/4/1～2021/3/31 

検索結果（全データベースの検索結果を統合したもの） 

対象とする農薬名で検索抽出した総論文数 2599b 

ヒトに対する毒性の分野の論文数 258bc 

全文に基づく適合性評価の対象となったヒ

トに対する毒性の分野の論文数 

68 

全文に基づく適合性評価の結果、評価の目的

と適合するとした文献数 

38 

調査対象とした海外評価書 EFSA等評価書d 

評価書に引用されたヒトに対する毒性の分

野の文献数 

0 

a：令和5年7月に文献ガイドラインが一部改正されたため、改正後の文献ガイドラインに照らし、追
加でWeb of Science（Core Collection）を用いた収集を実施。 

b：データベース間等での重複あり 
c：他の評価分野との重複あり 
d：調査対象とした評価書は下記 
 ・ECHA (2021a): Annex 1 Background document to the Opinion proposing harmonized 

classification and labelling at EU level of clothianidin (ISO); (E)-1-(2-chloro-1,3-thiazol-5-
ylmethyl)-3-methyl-2-nitroguanidine, report no. CLH-O-0000007020-91-01/F, September 
2021 

・ECHA (2021b): Annex 2 Response to comments document (RCOM) to the Opinion proposing 
harmonised classification and labelling at EU level of clothianidin (ISO); (E)-1-(2-chloro-1,3-
thiazol-5-ylmethyl)-3-methyl-2-nitroguanidine, report no. CLH-O-0000007020-91-01/F, 
September 2021 

・EC (2016): Addendum to Draft Assessment Report prepared in the context of the assessment 
of the confirmatory information requested by Reg. (EU) No 485/2013, in view of maintenance 
of approval of clothianidin according to Regulation (EC) N° 1107/2009, dated July 2016 

・FAO/WHO (2010): Summary report from the 2010 Joint FAO/WHO meeting on pesticide 
toxicology and residues for clothianidin (238) 

・FAO/WHO (2011): Summary report from the 2011 Joint FAO/WHO meeting on pesticide 
residues and analytical aspects for clothianidin (238) 

・FAO/WHO (2012): Summary report from the 2012 Joint FAO/WHO meeting on pesticide 
residues and analytical aspects for thiamethoxam (245) and clothianidin (238) 

・FAO/WHO (2014): Summary report from the 2014 Joint FAO/WHO meeting on pesticide 
toxicology, residues and analytical aspects for clothianidin (238) 

・EPA (2012b): White paper in support of the proposed risk assessment process for Bees. Office 
of Chemical Safety and Pollution Prevention. Docket number PA-HQ-OPP-2012-0543-0004, 
date September 2012 

・EPA (2016a): Open Literature Review Summary of Sandrock et al. (2014) on the impact of 
chronic neonicotinoid exposure on honeybee colony performance and queen. Docket number 
EPA-HQ-OPP-2011-0865-1221, dated September 2017 

・EPA (2016b): Open Literature Review Summary of Williams et al. (2015). Neonicotinoid 
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pesticides severely affect honey bee queens. Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0865-1221, 
dated December 2016 

・EPA (2017a): Clothianidin. Draft human health risk assessment in support of registration. 
Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0865-0243, dated September 2017 

・EPA (2017b): Open literature review summary of Cavallaro et al. (2016) comparative chronic 
toxicity of imidacloprid, clothianidin, and thiamethoxam to Chironomus dilutes. Docket 
number EPA-HQ-OPP-2011-0865-1220, dated February 2017 

・EPA (2017c): Clothianidin – Drinking Water Exposure Assessment for Registration Review 
of All Registered Uses. Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0865-0248, dated July 2017 

・EPA (2017d): Preliminary bee risk assessment to support the registration review of clothianidin 
and thiamethoxam. Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0581, dated January 2017 

・EPA (2017e): Clothianidin – Transmittal of the preliminary aquatic and non-pollinator 
terrestrial risk assessment to support registration review. Docket number EPA-HQ-OPP-2011-
0581, dated November 2017 

・EPA (2019a): Open literature review summary of Raby et al. (2018) [chronic] toxicity data. 
Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0865-1168, dated July 2019 

・EPA (2019b): Open literature review summary of Raby et al. (2018) [acute] toxicity data. Docket 
number EPA-HQ-OPP-2011-0581-0372, dated July 2019 

・EPA (2020a): Clothianidin and thiamethoxam. Proposed interim registration review decision 
case numbers 7620 and 7614. Docket numbers EPA-HQ-OPP-2011-0865 and EPA-HQ-OPP-
2011-0581, dated January 2020 

・EPA (2020b): Comparative analysis of aquatic invertebrate risk quotients generated for 
neonicotinoids using Raby et al. (2018) toxicity data. Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0581, 
dated January 2020 

・EPA (2020c): Attachment 1 to the neonicotinoid final bee risk assessments. Tier II method for 
assessing combined nectar and pollen exposure to honey bee colonies. Docket number EPA-HQ-
OPP-2011-0581, dated January 2020 

・EPA (2020d): Appendices to the final bee risk assessment for clothianidin (PC code 044309) and 
thiamethoxam (PC code 060109). Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0581, dated January 
2020 

・EPA (2020e): Attachment 4 to the neonicotinoid final bee risk assessments. Residue bridging 
analysis of foliar and soil agricultural uses of neonicotinoids. Docket number EPAHQ-OPP-
2011-0581, dated January 2020 

・EPA (2020f): Final bee risk assessment to support the registration review of clothianidin and 
thiamethoxam. Docket number EPA-HQ-OPP-2011-0865-1164, dated January 2020 

・EPA (2020g): Attachment 2 to the neonicotinoid final bee risk assessments. Residue bridging 
analysis of foliar and soil agricultural uses of neonicotinoids. Docket number EPAHQ-OPP-
2011-0865-1172, dated January 2020 

・EPA (2020h): Attachment 3 to the Neonicotinoid Final Bee Risk Assessments Residue Bridging 
Analysis for Foliar and Soil Non-Agricultural Uses of Neonicotinoids. Docket number EPA-HQ-
OPP-2011-0865-1173, dated January 2020 

・EFSA (2013): Conclusion on the peer review of the pesticide risk assessment for bees for the 
active substance clothianidin. EFSA Journal 2013; 11 (1): 3066 

・EFSA (2016): Peer Review Report on clothianidin, dated October 2016 
・EFSA (2018): Conclusion on the peer review of the pesticide risk assessment for bees for the 

active substance clothianidin considering the uses as seed treatments and granules. EFSA 
Journal 2018;16(2):5177, 86 pp. 
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3.1 ヒト以外における知見 
3.1.1 動物体内動態 
① 動物体内動態の検討（ラット） 

Wistar ラット（一群雌 4 匹）にクロチアニジンを 100、163、225、288
又は 350 mg/kg 体重/日の用量で 28 日間反復経口投与して、動物体内動態

試験が実施された。 
最終投与 1 日後における肝臓及び腎臓におけるクロチアニジンの残留濃

度はいずれも 350 mg/kg 体重/日投与群で最大であり、肝臓では 2.5 µg/g、
腎臓では 25.6 µg/g であった。 

PBPK モデル解析の結果、肝臓及び腎臓におけるクロチアニジンの残留濃

度の実測値は、予測値の中央値又はその近傍であった。（資料 68） 

 
② 動物体内動態の検討（マウス）① 

ICR マウス（一群雌 5～7 匹）の妊娠 18 日にクロチアニジンを 65 mg/kg
体重の用量で単回経口投与又は妊娠 15～18 日若しくは妊娠 10～18 日にク

ロチアニジンを 65 mg/kg 体重/日の用量で反復経口投与して、単回経口投与

群では投与 1、3 及び 6 時間後、反復経口投与群では最終投与 6 時間後の母

動物及び胎児の血液中のクロチアニジン並びに代謝物 MNG、TMG、TZG、

TZMU 及び TZNG が分析された。代謝物略称は別紙１に示されている。 
母動物及び胎児におけるクロチアニジン及びその代謝物の血中濃度は概

ね同等であった。また、単回投与後の血中濃度を解析した結果、クロチアニ

ジン及びその代謝物の血中濃度について、母動物と胎児との間に正の相関が

認められた。（資料 69） 
 

③ 動物体内動態の検討（マウス）② 
ICR マウス（一群雌 6 匹）の妊娠 18 日にクロチアニジンを 65 mg/kg 体

重の用量で単回経口投与又は妊娠 10～18 日にクロチアニジンを 65 mg/kg
体重/日の用量で反復経口投与して、母動物及び胎児の血液及び組織中のク

ロチアニジン並びに代謝物 MNG、TMG、TZG、TZMU、TZNG 及び TZU
が分析された。 
最終投与 6 時間後において、クロチアニジンは脳及び腎臓、代謝物 MNG

は脳、腎臓、副腎、胸腺及び脾臓、代謝物 TZG は脳、代謝物 TZNG は脳、

腎臓及び胸腺、並びに代謝物 TZU は副腎で、胎児における濃度が母動物よ

り高かった。（資料 70） 
 

④ 動物体内動態の検討（マウス）③ 
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ICR マウス（一群雌 3～12 匹）の哺育 10 又は 11 日にクロチアニジンを

6.51 mg/kg 体重の用量で単回経口投与して、投与 1、3、6、9、12 及び 24
時間後の血液及び乳汁中のクロチアニジン及び代謝物TZNGが分析された。 
クロチアニジン及び代謝物TZNG は投与 1時間後には乳汁中に検出され、

いずれの時点においても乳汁中濃度は血中濃度よりも高値であった。投与24
時間後の血液及び乳汁では、クロチアニジン及び代謝物 TZNG はいずれも

検出限界（クロチアニジン：5 ng/mL、代謝物 TZNG：10 ng/mL）未満であ

った。（資料 71） 
 

⑤ 動物体内動態の検討（マウス）④（代謝物 TZNG） 

Swiss-Webster マウス（雄、匹数不明）に代謝物 TZNG を 20 mg/kg 体重

の用量で単回腹腔内投与して、投与 15、30、60、120 及び 240 分後の脳、

肝臓及び血漿中のクロチアニジン及び代謝物 TZNG が分析された。 
脳ではクロチアニジン及び代謝物 TZNG が検出され、投与 120 分後にお

いてはクロチアニジンが代謝物 TZNG より多く検出された。肝臓及び血漿

では、いずれも代謝物 TZNG は検出されたが、クロチアニジンは検出され

なかった。（資料 72） 
 

3.1.2 神経行動学的影響 
① 神経行動学的影響の検討（マウス）① 

C57BL/6N マウス（一群雄 10 又は 14 匹）にクロチアニジンを 0、5 及び

50 mg/kg 体重（溶媒：0.5%CMC）の用量で単回強制経口投与して、高架式

十字迷路試験3が実施され、神経行動学的影響について検討された。また、0
及び 50 mg/kg 体重投与群では、試験実施後に採取した脳を用いて、免疫組

織化学的検査が実施された。 
5 mg/kg 体重以上投与群でオープンアーム滞在率及びオープンアーム進

入率の減少、50 mg/kg 体重投与群で総移動距離及び総アーム進入回数の減

少並びに鳴き声が認められた。免疫組織化学的検査の結果、50 mg/kg 体重

投与群で視床室傍核における c-fos 陽性細胞数の増加が認められた。（資料

73） 
 

 
3 検査項目は、総移動距離、総アーム進入回数、オープンアーム滞在率及びオープンアーム進入率。 
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② 神経行動学的影響の検討（マウス）② 

C57BL/6N マウス（一群雌雄 5 又は 6 匹）にクロチアニジンを 0、54及び

50 mg/kg 体重（溶媒：0.5%CMC）の用量で単回強制経口投与又は 5 日間強

制経口投与して、オープンフィールド試験5、高架式十字迷路試験6及び新奇

物体認識試験7又はバーンズ迷路試験8が実施され、神経行動学的影響につい

て検討された。また、高架式十字迷路試験又はバーンズ迷路試験実施後に採

取した脳を用いて、免疫組織化学的検査が実施された。 
単回強制経口投与において、オープンフィールド試験では 50 mg/kg 体重

投与群の雄で総移動距離の減少、高架式十字迷路試験では 5 mg/kg 体重以

上投与群の雄でオープンアーム滞在率の減少、50 mg/kg 体重投与群の雄で

総アーム進入回数の減少、雌でオープンアーム滞在率の減少、新奇物体認識

試験では 5 mg/kg 体重以上投与群の雄で新奇物体への探索行動率の減少が

認められた。免疫組織化学的検査の結果、5 mg/kg 体重以上投与群の雄及び

5 mg/kg 体重の雌で視床室傍核における c-fos 陽性細胞数の増加が認められ

た。 
5 日間強制経口投与において、50 mg/kg 体重/日投与群の雄で逃避箱に入

るまでの移動距離及び時間の増加（投与 3 日）が認められた。免疫組織化学

的検査の結果、雄で海馬歯状回における c-fos 陽性細胞数の増加が認められ

た。 
以上のことから、神経行動学的影響は、マウスにおいて、雌に比べて雄で

感受性が高いと考えられた。（資料 74） 
 

＜神経行動学的影響及び c-fos 陽性細胞数の増加について＞ 
神経行動学的影響の検討（マウス）①及び②［3.1.2①及び②］において、

5 mg/kg 体重以上投与群で一部の行動試験の検査項目の変化及び c-fos 陽性

細胞数の増加が認められた。 
クロチアニジンの神経毒性に関しては、神経行動学的影響の検討（マウス）

①及び②のほかに、in vivo 研究では Nishi ら（2022、資料 75）、Hirano ら

（2021、資料 76）、Hirano ら（2015、資料 77）、Kimura ら（2023、資

料 78）、Hara ら（2024、資料 79）、Özdemir ら（2014、資料 80）等が収

集され、一部の行動試験の検査項目等の変化が報告されたことから、これら

の論文を横断的に精査した。 

 
4 バーンズ迷路試験では投与されなかった。 
5 検査項目は、総移動距離及び中央滞在時間。 
6 検査項目は、総アーム進入回数及びオープンアーム滞在率。 
7 検査項目は、総探索回数及び新奇物体への探索行動率。 
8 検査項目は、逃避箱に入るまでの移動距離及び時間。 
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その結果、5 mg/kg 体重投与群で認められた一部の行動試験の検査項目の

変化については、用量相関性が明らかではなかったことから、検体投与によ

る影響ではないと判断した。一方、50 mg/kg 体重投与群で認められた変化

については、神経行動学的影響の検討（マウス）①及び②における再現性並

びにマウスを用いた一般薬理試験（一般状態）において、50 mg/kg 体重投

与群で自発運動低下等が認められていることを踏まえると、検体投与による

影響の可能性を否定できないと考えられた。 
5 mg/kg体重以上投与群で認められた c-fos陽性細胞数の増加については、

行動試験で認められた所見との関連が不明であること、用量相関性が認めら

れないこと等から、毒性学的意義は不明と考えられた。 

 
③ 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）① 

ICR マウス（一群雌 10 匹）の妊娠期間及び哺育期間にクロチアニジンを

混餌投与（分析標品、純度>99.0%：0、20、60 及び 180 ppm：平均検体摂

取量は表 7 参照）して、児動物への神経行動学的影響9について検討された。 

 
表 7 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）①の平均検体摂取量 

投与群 20 ppm 60 ppm 180 ppm 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

妊娠期間 3.00 8.81 28.6 
哺育期間 11.7 32.7 99.7 

 
母動物においては、検体投与による毒性影響は認められなかった。 
児動物において、60 ppm 投与群の雄で自発運動における複数の検査項目

の増加又は減少（9～10 週齢時）、雌で探索行動における平均立ち上がり時

間の減少（8 週齢時）が認められた。60 ppm 投与群の雌で遊泳能力（方向）

亢進（14 日齢時）、嗅覚性方向反応（所要時間）亢進（14 日齢時）、20 ppm
投与群の雌で平面立ち直り反応促進（7 日齢時）が認められたが、これらの

群では対照群に比べて哺育初期に出生児体重の増加が認められており、これ

に伴う影響の可能性も考えられた。これらの所見はいずれも 180 ppm 投与

群では認められなかった。（資料 81） 

 

 
9 検査項目は、平面立ち直り反応及び背地走性（4 及び 7 日齢時）、断崖回避（7 日齢時）、遊泳能力

（方向、頭角度、四肢運動：7 及び 14 日齢時）、嗅覚性方向反応（巣の木片区画到達までの所要時間

及び経路：14 日齢時）、探索行動（総移動距離、水平運動回数、移動時間、立ち上がり回数及び時

間、平均移動時間、平均移動速度、平均立ち上がり時間、排便回数：3 及び 8 週齢時）、水迷路試験

（所要時間、エラー数：7 週齢時）、自発運動（総移動距離、水平運動回数、移動時間、立ち上がり回

数及び時間、平均移動時間、平均移動速度、平均立ち上がり時間：9～10 週齢時）。 



18 

④ 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）② 

ICR マウス（一群雌雄各 10 匹）の P 世代の 5 週齢から F1世代の 11 週齢

にクロチアニジンを混餌投与（分析標品、純度>99.0%：0、30、60 及び 120 
ppm：平均検体摂取量は表 8 参照）して、親動物及び児動物への神経行動学

的影響10について検討された。 

 
表 8 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）②の平均検体摂取量 

投与群 30 ppm 60 ppm 120 ppm 

平均検体摂取量 
(mg/kg 体重/日) 

P 世代 

雄 生育期間 4.37 8.94 18.5 

雌 

生育期間 4.97 9.97 21.3 

妊娠期間 4.49 8.82 18.3 

哺育期間 15.2 30.6 60.3 

F1世代 
雄 4.50 9.00 19.1 

雌 5.45 11.1 22.0 

 
親動物においては、検体投与による毒性影響は認められなかった。 
児動物において、60 ppm 投与群の雄で探索行動における平均立ち上がり

時間の減少（8 週齢時）、雌で嗅覚性方向反応（経路）抑制（14 日齢時）、

自発運動における平均移動速度及び立ち上がり時間の減少（9～10 週齢時）、

30 ppm 投与群の雄で自発運動における水平運動回数の減少（9～10 週齢時）

が認められた。また、60 ppm 投与群の雄で遊泳能力（頭角度）亢進（7 日

齢時）、嗅覚性方向反応（所要時間）亢進（14 日齢時）、雌で遊泳能力（頭

角度）亢進（7 日齢時）、30 ppm 投与群の雌で平面立ち直り反応促進（4 日

齢時）、背地走性促進及び遊泳能力（頭角度）亢進（7 日齢時）が認められ

たが、これらの群では対照群に比べて哺育初期に出生児体重の増加が認めら

れており、これに伴う影響の可能性も考えられた。これらの所見はいずれも

120 ppm 投与群では認められなかった。（資料 82） 
 

⑤ 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）③ 

C57BL/6N マウス（一群雌 15 又は 17 匹）の妊娠 1 日～哺育 21 日にクロ

チアニジンを水ゲル投与（純度 90%：0 及び 65 mg/kg 体重/日、溶媒：

1%DMSO）して、3 及び 10 週齢の雄の児動物にオープンフィールド試験11

 
10 検査項目は、親動物では探索行動（総移動距離、水平運動回数、移動時間、立ち上がり回数及び時間、

平均移動時間、平均移動速度、平均立ち上がり時間、排便回数：8 週齢時）、児動物では児動物への神

経行動学的影響の検討（マウス）①と同様の項目。 
11 検査項目は、総移動距離、移動速度及びセンターゾーン滞在率。 
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及び高架式十字迷路試験12が実施され、児動物への神経行動学的影響につい

て検討された。また、行動試験後に採取した脳を用いて、免疫組織化学的検

査13が実施された。 
高架式十字迷路試験ではオープンアーム進入率の減少（3 週齢時）、オー

プンフィールド試験では総移動距離及び移動速度の増加（10 週齢時）が認

められた。免疫組織化学的検査では有意な変化は認められなかった。（資料

83） 
 

⑥ 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）④ 

C57BL/6N マウス（一群雌 5 又は 7 匹）の妊娠 1 日～哺育 21 日にクロチ

アニジンを水ゲル投与（純度 95%：0及び 65 mg/kg体重/日、溶媒：1%DMSO）

して、F1、F2 及び F3 世代の 10 週齢の雄の児動物にオープンフィールド試

験14及び高架式十字迷路試験15が実施され、3 世代の児動物への神経行動学

的影響について検討された。 
F1世代では、体重増加抑制（生後 3 週）並びに高架式十字迷路試験におい

て総アーム進入回数及びオープンアーム進入率の減少が認められた。F2及び

F3世代では、いずれの試験においても有意な変化は認められなかった。（資

料 84） 
 

⑦ 児動物への神経行動学的影響の検討（マウス）⑤ 

C57BL/6N マウス（一群雌 3～10 匹）の妊娠 9～12 日若しくは 15～18 日

にクロチアニジンを水ゲル投与（純度 95%：0 及び 65 mg/kg 体重/日、溶

媒：1%DMSO）又は哺育 1～4 日若しくは 11～14 日にクロチアニジンを強

制経口投与（0 及び 65 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%CMC）して、3 及び 10
週齢の雄の児動物にオープンフィールド試験16及び高架式十字迷路試験17が

実施され、児動物への神経行動学的影響について検討された。また、行動試

験後に採取した脳を用いて、免疫組織化学的検査18が実施された。 
妊娠 9～12 日投与群及び妊娠 15～18 日投与群の児動物において、オープ

ンフィールド試験で中央滞在率の減少（10 週齢時）、哺育 1～4 日投与群の

児動物において、高架式十字迷路試験で総移動距離及び総アーム進入回数の

 
12 検査項目は、総移動距離及びオープンアーム進入率。 
13 海馬歯状回では c-fos、DCX、NeuN、大脳皮質では NeuN、線条体ではドーパミン受容体 D1 及び D2 に

対する抗体が用いられた。 
14 検査項目は、総移動距離、移動速度及びセンターゾーン滞在率。 
15 検査項目は、総移動距離、総アーム進入回数、オープンアーム滞在率及びオープンアーム進入率。 
16 検査項目は、総移動距離、移動速度及びセンターゾーン滞在率。 
17 検査項目は、総移動距離、総アーム進入回数、オープンアーム滞在率及びオープンアーム進入率。 
18 海馬歯状回で DCX に対する抗体が用いられた。 
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増加（10 週齢時）が認められた。免疫組織化学的検査の結果、哺育 1～4 日

投与群の海馬歯状回の顆粒細胞層下帯において DCX 陽性細胞数の減少（10
週齢時）が認められた。（資料 85） 

 

＜本剤の発達神経毒性について＞ 
クロチアニジンの発達神経毒性に関して、今回文献情報として、in vitro

研究では Loser ら（2021、資料 86）、Hirano ら（2019、資料 87）等、in 
vivo 研究では Tanaka（2012a、資料 81）［3.1.2③］、Tanaka（2012b、
資料 82）［3.1.2④］、Maeda ら（2021、資料 83）［3.1.2⑤］、Shoda ら

（2023a、資料 84）［3.1.2⑥］及び Shoda ら（2023b、資料 85）［3.1.2⑦］

が収集された。 
In vitro 研究では、Loser ら（2021）、Hirano ら（2019）において、ヒ

ト胎児中脳由来細胞株（LUHMES 細胞）及びヒト神経芽細胞腫由来細胞株

（SH-SY5Y 細胞）への処理により、ニコチン及びアセチルコリンに対する

シグナル伝達反応の低下、細胞内Ca2+濃度の一時的な増加等が報告された。 
上述の in vitro 研究において得られた結果は、本剤の神経系への作用メカ

ニズムの特徴付けにおいて有用であると考えられるものの、発達神経毒性の

有害性発現経路における位置付けは明確ではない。 
現在、発達神経毒性に関する in vitro battery（発達神経毒性を検討する

ための一連の in vitro 試験群）について妥当性確認等の国際的な検討が進め

られているところであり、更なる知見の集積が必要であると考えられた。 
In vivo 研究としては、Tanaka（2012a）［3.1.2③］において、本剤を妊

娠期及び哺育期の雌のマウスに混餌投与した結果、児動物で一部の行動試験

の検査項目の変化が報告された。Tanaka（2012b）［3.1.2④］において、本

剤を P 世代の 5 週齢から F1 世代の 11 週齢の雌雄のマウスに混餌投与した

結果、母動物及び児動物で一部の行動試験の検査項目の変化が報告された。

Maeda ら（2021）［3.1.2⑤］において、本剤を妊娠期及び哺育期の雌のマ

ウスに水ゲル投与した結果、児動物で一部の行動試験の検査項目の変化が報

告された。Shoda ら（2023a）［3.1.2⑥］において、本剤を妊娠期及び哺育

期の雌のマウスに水ゲル投与した結果、F1 世代で一部の行動試験の検査項

目の変化が報告された。Shoda ら（2023b）［3.1.2⑦］において、本剤を妊

娠期の雌のマウスに水ゲル投与又は哺育期の雌のマウスに強制経口投与し

た結果、児動物で一部の行動試験の検査項目等の変化が報告された。 
一方、各論文を横断的に精査した結果、これらの研究は限定された行動試

験法で実施されており、また、報告されている変化には、一部の行動試験の

検査項目に認められ、各論文に共通した行動変化がない場合があること、用
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量相関性が明確でないこと、国内外の複数の研究機関で同じエンドポイント

で影響が確認されていないこと等から、発達神経毒性の有無について結論で

きないと考えられた。また、これらの点に加え、混餌飼料中の被験物質の安

定性に係る情報及び投与量を裏付ける情報に不足があること等から、現時点

では AOEL、AAOEL 等のリスク評価指標に用いることは困難であると考え

られた。 
ラットを用いた発達神経毒性試験において、1,750 ppm 投与群の児動物で

聴覚驚愕反応の抑制が雌では生後 23 日に認められたが、生後 23 日の雄及

び生後 63 日の雌雄では認められなかった。また、同群の雌雄の児動物で自

発運動量の減少が生後 22 日に認められたが、生後 14、18 及び 62 日では認

められなかった。本試験では、飼育温度に係るテストガイドラインとの相違

点が一部認められたものの、評価に用いる上で特段の問題はないと考えられ

た。 
1,750 ppm 投与群の児動物で認められた聴覚驚愕反応の抑制及び自発運

動量の減少は、生後 22 又は 23 日のみで認められ、生後 62 又は 63 日では

認められなかった。これらの変化について、離乳直前の児動物が母乳のみな

らず混餌飼料を摂取したことによる直接的な被験物質への暴露に関連した

影響の可能性が考えられること、同用量の児動物では体重増加抑制が認めら

れており、一般状態の悪化に伴う影響とも考えられること、継続して認めら

れない一過性の変化であることから、発達神経毒性を示すものではないと考

えられた。 
以上より、公表文献において、一部の行動試験の検査項目の変化が認めら

れたものの、テストガイドラインに沿って実施された、ラットを用いた発達

神経毒性試験の結果も含めて総合的に評価した結果、本剤の発達神経毒性は

認められなかったと判断した。 
今後、発達神経毒性に関する研究において、in vitro 研究で認められた影

響の in vivo への外挿性や児動物への神経行動学的影響に関する国内外の複

数の研究者が公表した科学的知見が集積し、複数の研究機関における再現性

や用量相関性が明らかになってくれば、再検討する根拠となる可能性はある。

このことから、引き続き関連情報の収集に努める必要がある。 
 

3.1.3 その他の知見 
① ネコ、イヌ、ラット及びヒト肝ミクロソーム画分における代謝の比較（in vitro） 

ネコ（雄 4 匹）、ビーグル犬（雄 3 匹）、SD ラット（雄 4 匹）又はヒト（男

女混合、人数 10 人）の肝ミクロソーム画分に、G6PDH 及び NADPH 存在

下でクロチアニジンを 10、25、50、100、200 又は 400 µmol/L の最終濃度
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となるよう添加し、37℃で 30 分間インキュベートして、ネコ、イヌ、ラッ

ト及びヒト肝ミクロソーム画分におけるクロチアニジンの代謝について比

較検討された。 
いずれの肝ミクロソーム画分においても、代謝物 MNG 及び TZNG が認

められた。クロチアニジンから代謝物 MNG 及び TZNG への代謝は、ネコ、

イヌ及びヒトに比べてラットにおいて速やかであった。（資料 88） 
 

② ヒト組換え P450 酵素による代謝の比較（in vitro） 

ヒト組換え P450 酵素（CYP1A2、2A6、2B6、2C9、2C19、2D6、2E1 又

は 3A4）に、NADPH 存在下でクロチアニジンを 132 µmol/L の最終濃度と

なるように添加し、25℃で 1 時間インキュベーションして、P450 アイソザ

イムによる代謝について比較検討された。 
クロチアニジンから代謝物 TZNG への変換には CYP2A6、CYP2C19 及

び CYP3A4 が関与することが確認された。固有クリアランス（Vmax/Km）は、

CYP2A6 で 2.5 × 10-4 µL/min/pmol P450 、 CYP2C19 で 2.1 × 10-4 
µL/min/pmol P450、CYP3A4 で 19×10-4 µL/min/pmol P450 であった。（資

料 89） 
 

③ ラット、マウス及びヒト肝ミクロソーム画分における代謝の比較（in vitro） 

Tif:RAIf ラット（性別不明、12 匹）、Tif:MAGf マウス（雄 20 匹）又はヒ

ト（男女混合、6 人）の肝ミクロソーム画分に、NADPH 存在下でクロチア

ニジンを 0.05 mmol/L～2.0 mmol/L の最終濃度となるよう添加し、37℃で

15 分間インキュベートして、ラット、マウス及びヒト肝ミクロソーム画分

におけるクロチアニジンの代謝について比較検討された。 
クロチアニジンから代謝物 TZNG への代謝は、ラット及びヒトに比べて

マウスにおいて速やかであった。固有クリアランス（Vmax/Km）はラットで

0.14 µL/min/mg、マウスで 2.54 µL/min/mg、ヒトで 0.08 µL/min/mg であ

った。（資料 90） 
 

④ 免疫毒性の検討（ラット） 

SD ラット（一群雄 6 匹）にクロチアニジンを 28 日間強制経口投与（0、
30 及び 300 mg/kg 体重/日、溶媒：0.5%CMC）して、投与 22 及び 28 日に

1-フルオロ-2,4-ジニトロベンゼン（DNFB）処理により接触皮膚炎を誘発さ

せ、免疫毒性19について検討された。 

 
19 検査項目は、体重測定（投与期間中）、臓器重量（胸腺、脾臓、肝臓）、耳介の厚さ、病理組織学的検

査（耳介、胸腺、大腿骨骨髄、脾臓、下顎リンパ節、回腸（パイエル板）、肝臓）、耳介の免疫組織化
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300 mg/kg 体重/日投与群で体重増加抑制、胸腺の比重量減少及び肝臓の

比重量増加並びに肝細胞空胞化が認められた。耳介の厚さ及び免疫組織化学

的検査並びに免疫系臓器の病理組織学的検査では、検体投与による毒性影響

は認められなかった。（資料 91） 
 

⑤ 免疫系臓器への影響（マウス） 

C57BL/6N マウス（一群 8～9 匹）の妊娠 1 日～哺育 21 日にクロチアニ

ジンを水ゲル投与（0 及び 65 mg/kg 体重/日、溶媒：1%DMSO）して、母動

物並びに 3 及び 10 週齢の雄の児動物の免疫系臓器への影響20について検討

された。 
母動物において、副腎の絶対重量減少及び胸腺髄質における CD68 陽性領

域の減少、10 週齢の児動物において、胸腺髄質における面積当たりのハッ

サル小体数の増加が認められた。（資料 92） 
 

 
学的検査（TCRαβ、CD4、CD8、CD11b、CD68、 CD103） 

20 検査項目は、体重測定（児動物）、臓器重量（母動物、児動物：胸腺、脾臓、副腎）、胸腺の病理組織

学的検査（母動物、児動物）及び免疫組織化学的検査（母動物、児動物：CD68） 
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3.2 ヒトにおける知見 
3.2.1 疫学研究 
提出された疫学研究に該当する文献について、クロチアニジンへの暴露と健

康影響との関連について検討した。 
健康関連の事象（疾病等）との関連が検討された主な文献は、小児期発達 2報、

小児の肥満 1 報、青年期の肥満 1 報、妊娠糖尿病 1 報、母体の血液学的パラメ

ータ及び新生児への影響 1 報、ステロイドホルモンに対する影響 1 報、歯周病

1 報及び神経学的症状 1 報であった。 
また、クロチアニジン暴露の把握方法としては、生体試料（尿、歯又は血液）

中の濃度が 9 報であった。 
 

① 小児期発達との関連① 

中国武漢市において、2014～2017年に尿サンプルが採取された妊婦5,112
人のうち、妊娠第 1～第 3 三半期のそれぞれの期間に尿サンプルが採取され

た妊婦 1,041 人とその子供を対象に、妊婦の尿中のクロチアニジン及び代謝

物 TZNG 濃度と子供の 2 歳時調査（ベイリー乳幼児発達検査）における発

達遅延との関連がコホート研究により検討された。 
母親の教育レベル、年齢、妊娠前 BMI、妊娠中の受動喫煙、妊娠中の葉酸

摂取、出産回数及び分娩方法、子供の性別及び授乳期間並びにサンプルを採

取した季節について調整が行われたところ、尿中のクロチアニジン濃度と精

神発達指標（MDI）や精神運動発達指標（PDI）との間に関連は認められな

かった。代謝物 TZNG 濃度と男児の MDI との間に正の関連が認められた

（調整済み回帰係数：2.47、95%CI：0.67～4.28）。 
本研究には、妊婦の食事の情報、ほかの汚染物質の交絡効果及びベイリー

乳幼児発達検査と出生後の暴露との関連について考慮されていないことの

限界があると考えられた。（資料 93） 

 
② 小児期発達との関連② 

日本において、2011 年 1 月～2014 年 3 月の「子どもの健康と環境に関す

る全国調査（エコチル調査）」に登録された妊婦とその生まれた子どものう

ち 8,538 組を対象に、妊婦の尿中のネオニコチノイド系農薬等濃度（妊娠初

期及び中/後期）と生後 6 か月～4 歳における小児期の発達遅延（日本語版乳

幼児発達検査スクリーニング質問票第 3 版（J-ASQ-3）を用いたカットオフ

値による判定）との関連がベイズ統計を用いて検討された。 
世帯年収及び母親の食品摂取量（茶、米、豆類、いも類、野菜類、果物類）

について調整が行われたところ、クロチアニジン暴露と小児期の発達遅延と
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の間に関連は認められなかった［生後 6 か月時の意思疎通能力のオッズ比：

1.00（妊娠第 1 三半期）、1.00（妊娠第 2、3 三半期）、95%CI（95%信用区

間）：0.90～1.04（妊娠第 1 三半期）、0.94～1.07（妊娠第 2、3 三半期）等］。

代謝物 TZNG は尿中での検出率が低く、解析が実施されなかった。 
本研究では、スポット尿で測定されたネオニコチノイド系農薬の尿中濃度

の再現性が乏しいこと、本研究結果が他集団でも再現される必要があること

等の限界があると考えられた。（資料 94） 

 
③ 小児の肥満との関連 

中国山東省において、2010～2013 年に妊婦 773 人のコホートが設定され、

生まれた子供の 7 歳時調査において 380 人を対象に、尿中のクロチアニジ

ン濃度と肥満との関連が横断研究により検討された。 
母親の教育レベル、世帯月収、妊娠前 BMI、出産回数及び分娩方法並びに

子供の性別、年齢及び尿中 Cre レベルについて調整が行われたところ、尿中

のクロチアニジン濃度と肥満（BMI z-スコア≧85 パーセンタイル）及び腹

部肥満（腹囲身長比≧0.5）との間に関連は認められなかった（肥満のオッズ

比：1.07、95%CI：0.830～1.39、腹部肥満のオッズ比：1.20、95%CI：0.940
～1.52）。 
本研究には、横断研究のため因果に言及できないこと、スポット尿１回の

みの測定であったこと、サンプルサイズが大きくないことの限界があると考

えられた。（資料 95） 

 
④ 青年期の肥満との関連 

中国重慶市において、2014 年に思春期発達に関するコホートが設定され、

その後 6 か月毎の追跡調査が実施された。2019 年 11 月の追跡調査から抽出

した男子（11.3～16.1 歳）300 人、女子（12.1～15.8 歳）224 人を対象に、

尿中のクロチアニジン濃度と肥満との関連が横断研究により検討された。 
年齢、性別、家族一人当たりの月収、親の教育レベル及び職業、核家族、

同居者人数、兄弟の有無、学校所在地、7 品目の食品摂取頻度並びに尿中 Cre
レベルについて調整が行われたところ、尿中クロチアニジン濃度の第一四分

位を対照群とした場合、第三及び第四四分位では全体（男子+女子）の（BMI
で定義した）肥満との間に正の関連が認められた（第三四分位、オッズ比：

2.30、95%CI：1.02～5.19、第四四分位、オッズ比：2.37、95%CI：1.07～
5.22）。また、第四四分位では、全体及び男子の腹部肥満との間に正の関連

が認められたが、女子では関連は認められなかった（全体、オッズ比：2.06、
95%CI：1.10～3.88、男子、オッズ比：2.79、95%CI：1.05～7.33、女子、
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オッズ比：0.98、95%CI：0.32～3.05）。 
本研究には、横断研究のため因果関係が検証できないこと、身体活動が調

整されていないこと、ネオニコチノイド系農薬と内分泌かく乱物質との相互

作用が考慮されていないこと、ネオニコチノイド系農薬のヒトでの半減期は

短く、スポット尿サンプル中の濃度は長期的な暴露レベルを反映していない

可能性があること、多重比較による偽陽性の懸念があること及びサンプルサ

イズが大きくないことの限界があると考えられた。（資料 96） 

 
⑤ 妊娠糖尿病との関連 

中国武漢市において、2013 年 10 月～2017 年 10 月に最初の妊婦健診（妊

娠 16 週以内）で尿サンプルが採取され、妊娠 24～28 週目に 75 g の経口ブ

ドウ糖負荷試験を受けた妊婦 6,663 人のうち、妊娠糖尿病と診断された 519
人及び対照群として子供の性別及び母親の年齢（±2 歳）をマッチングした

妊娠合併症のない健康な妊婦 519 人を対象に、尿中のクロチアニジン及び

代謝物 TZNG 濃度と妊娠糖尿病との関連がコホート内症例対照研究により

検討された。 
母親の年齢、出産経験、学歴、妊娠前の BMI、妊娠中の雇用及び受動喫

煙、子供の性別21並びに採尿の季節について調整が行われたところ、尿中の

クロチアニジン及び代謝物 TZNG 濃度と妊娠糖尿病との間に正の関連が認

められた（クロチアニジンのオッズ比22：1.49、95%CI：1.30～1.72、代謝

物 TZNG のオッズ比：1.13、95%CI：1.03～1.25）。 
本研究には、食事の情報が考慮されていないこと、クロチアニジンは尿中

半減期が短く速やかに排泄されることから 1 時点のみの尿中のクロチアニ

ジン及び代謝物 TZNG の濃度は妊娠初期の暴露を代表していない可能性が

あること等の限界があると考えられた。（資料 97） 

 
⑥ 母体の血液学的パラメータ及び新生児への影響との関連 

中国広東省広州市において、職業上ネオニコチノイド系農薬に暴露したこ

とがない健康な妊婦 95 人を対象に、2017 年に出産時の母体血清、臍帯血清

中のクロチアニジン濃度と母体の血液学的パラメータ（血球、肝機能、腎機

能）及び新生児の体格との関連が検討された。また、個々のネオニコチノイ

ド系農薬の胎盤経由移行効率（TTE）23が計算され、化学構造及び特性が TTE
に与える影響の比較が行われた。 

 
21 通常マッチングされた変数は調整には用いられないが、文献どおりに記載した。 
22 尿中濃度 1 ng/mL の変化に対応するオッズ比。 
23 臍帯血清及び母体血清サンプル中のネオニコチノイド系農薬の濃度比率から計算された。 
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母体血清中のクロチアニジン濃度と血液学的パラメータについては、年齢、

居住地、出産方法を調整24したところ母体血清中のクロチアニジン濃度と

Cre 濃度との間に負の関連（調整済み回帰係数：−0.04 µmol/L、95%CI：
−0.071～−0.008 µmol/L）が認められた。母体血清及び臍帯血清中のクロチ

アニジン濃度と新生児の体格については、子供の性別、在胎週数を調整25し

たところ、いずれも関連は認められなかった。また、ネオニコチノイド系農

薬は胎盤移行を妨げられることなく通過できるという結果が得られた。クロ

チアニジンの TTE の中央値は 0.96 であった。 
本研究には、サンプルサイズが大きくないこと及び網羅的解析にも関わら

ず多重検定の補正がされていないことの限界があると考えられた。（資料 98） 

 
⑦ ステロイドホルモンに対する影響との関連 

タイ北部のチェンマイ県において、週 3 日以上農業に従事し、慢性疾患

（糖尿病、肝臓病、腎不全、がん等）や内分泌疾患歴がない、18～40 歳の

男性 143 名を対象に、尿中のクロチアニジン濃度と血清中のステロイドホ

ルモン濃度との関連が横断研究により検討された。 
年齢、BMI、喫煙状況、アルコール摂取量、人種、学歴、個人所得、農業

従事者としての総勤務年数、職業上の地位、田畑（農場）での週当たりの労

働日数及び 1 日当たりの労働時間、最後の農薬使用からサンプル採取までの

期間、血液学的状態について調整が行われたところ、尿中のクロチアニジン

とアンドロステンジオンとの間に正の関連（調整済み回帰係数：0.26、
95%CI：0.08～0.45）が、コルチゾンとの間に負の関連が認められた。 
本研究には、横断研究であるために因果関係が検証できないこと、ネオニ

コチノイドのヒトにおける半減期が短く尿中濃度が長期の暴露を適切に反

映していない可能性があること、特にアンドロステンジオン及びテストステ

ロンについては多変量回帰モデルにおける調整済み決定係数が比較的小さ

い等の限界があると考えられた。（資料 99） 

 
⑧ 歯周病との関連 

中国において、2019 年 5～10 月に虫歯でない第 3 大臼歯が収集された歯

周病患者 71 人及び歯周病のない対照群 56 人を対象に、第 3 大臼歯中の農

薬濃度と歯周病との関連が症例対照研究により検討された。 
第 3 大臼歯中のクロチアニジンの濃度と歯周病との間に有意な正の関連

 
24 文献の表の脚注に「母の年齢、居住地、妊娠週数及び出産方法で調整」と異なる記載があるが、本文中

の記載に従った。 
25 文献の表の脚注に「母の年齢、居住地、妊娠週数及び出産方法で調整」と異なる記載があるが、本文中

の記載に従った。 
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が認められた（粗オッズ比：5.71、95%CI：2.05～15.9、trend p<0.01）が、

年齢及び性別による調整が行われた結果（調整後オッズ比：3.45、95%CI：
1.05～12.8、trend p>0.05）については、オッズ比と有意差に矛盾があるた

め、関連性を評価できなかった。 
本研究には、サンプルサイズが大きくないことの限界があると考えられ

た。（資料 100） 

 
⑨ 神経学的症状との関連 

日本において、2012～2014 年に原因不明の神経学的症状（手指の振戦、

近時記憶障害等）を呈した患者 35 人（定型症状群 19 人、非定型症状群 16
人）26及び対照群として症状のないボランティア 50 人（性別・年齢でマッ

チング）を対象に、尿中のクロチアニジン濃度と神経学的症状との関連が症

例対照研究により検討された。 
クロチアニジンは、定型症状群では検出されず、非定型症状群で 1 例（検

出率：6.3%）、対照群で 1 例（検出率：2.0%）が検出されたのみだった。検

出者の数が少なく、関連性を評価することはできなかった。 
本研究は、症例及び対照群の選定過程において選択バイアスが生じた可能

性があること、ネオニコチノイド系農薬のヒトでの半減期が短く、スポット

尿の濃度が長期的な暴露レベルを反映していない可能性があることの限界

があると考えられた。（資料 101） 

 
本部会では、これらの疫学研究のうち、一部の研究では、クロチアニジン及び

代謝物 TZNG 暴露と事象（疾病等）との間に統計学的に有意な正又は負の関連

が認められたが、多重比較による偽陽性の懸念があること、暴露量の推定におい

て用いられている情報が限定的であること、同一の事象（疾病等）についての研

究が複数存在せず結果の一致性を確認できないこと等の理由から、いずれの事

象（疾病等）についても、クロチアニジン及び代謝物 TZNG 暴露との因果関係

に関する証拠は不十分であると判断した。 

 

 
26 文献では、手指の振戦及び近時記憶障害があり、かつ頭痛、全身倦怠感、動悸／胸痛、腹痛、筋肉痛／

筋力低下／痙攣又は咳の 6 つ自覚症状のうち 5 つ以上の症状を呈した患者は定型症状群、それ以外の患

者は非定型症状群に分類された。 
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3.2.2 その他の情報（バイオモニタリング） 
ヒトにおける動態（バイオモニタリング）関連の論文として、トキシコキネテ

ィクス関連 1 報を含む 5 報についてその概要を表 9 にまとめた。まとめるにあ

たり、欧州食品安全機関（EFSA）で採用されているバイオモニタリング試験の

信頼性評価基準27,28に基づき、信頼性を評価し、スコアー2 以下を目安とした。 
提出された論文では、いずれも健康事象との関連は報告されていないこと、農

薬使用者の農薬使用記録が明らかな研究がなく、個々の被験者について暴露量

と尿中濃度との関連性を解析するには情報が不十分であることから、現時点で

は報告された健康事象（3.2.1）と統合して AOEL、AAOEL の設定に資する解

析を行うことは困難であると考えられた。 
リスク評価の観点からは、思春期である 10 歳代のデータが含まれていないと

いう限界はあるが、一般的な生活環境における 5 つのバイオモニタリング試験

で検出されたヒト尿中濃度（中央値及び 95%タイル値）から推定した体内暴露

量29はそれぞれ AOEL の 0.05%未満及び AAOEL の 0.1%程度であった。 
疫学研究、in vivo 研究（動物試験）、 in vitro 研究、in silico 解析などのデ

ータを統合して評価する新しい評価法（AOP-informed IATA methodology）の

検討が国際的に進められていることもあり、研究結果を相互に解析する上で、バ

イオモニタリングの知見の重要性は高く、更なる知見の集積が必要であると考

えられた。 

 

 
27 EFSA PPR Panel, 2017. Scientific Opinion of the PPR Panel on the follow-up of the findings of the 
External Scientific Report ‘Literature review of epidemiological studies linking exposure to pesticides 
and health effects’. EFSA Journal 15(10), 5007, 101 pp. https://doi.org/10.2903/j.efsa.2017.5007 
28 RPA, HSL, IEH, 2017. Human biomonitoring data collection from occupational exposure to pesticides 
– Final Report, EFSA supporting publication 2017:EN-1185. 207pp 
29 経口吸収率(Fabs)を 40%と仮定 
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表 9 クロチアニジンのヒトにおける動態研究 

研究 被験者 分析試料 
報告された有効成分及び代謝物に関す
るデータ 

Harada, et al 
(2016) 
(資料 102) 

①成人 9 人 
(標識体単回経口投与
し、尿中濃度を測定。
推移から薬物動態モ
デルのパラメータを
算出。) 
 
②成人 12 人 
(マイクロドーズ試験
でモデルを検証) 
 
 
③成人 377 人 
(TK モデルを用いた
一般日本人集団によ
るクロチアニジンの
食品からの摂取量を
評価) 
(日本) 

①尿試料 
(標識体単回経口投
与(5µg/人)後 24 時
間ごとに尿を4日間
採取) 
 
 
②尿試料 
(①で作成したモデ
ルの検証のため、尿
中の代謝物を分析) 
③尿試料 
(尿中濃度からクロ
チアニジンの食品
からの摂取量を推
定) 

 

・投与後 96 時間でイミダクロプリド(未
変化体)が 63.7%尿中に排泄。 
・尿中濃度：クロチアニジン 
 ：0.27 µg/日 (中央値) 
 ：1.15 µg/日 (95%ile 値) 
・24 時間ごとの尿中濃度の推移から、ク
ロチアニジンについて1コンパートメン
ト排泄動態モデルでパラメータを導出 
 r = 0.596： 
 r は摂取量のうち尿中に未変化体とし
て排泄され、生物学的モニタリングが可
能となる割合を示す。投与されたクロチ
アニジンの約 40%が未同定の代謝物に
変換したことを示唆している。 
・日本人成人 373 人の尿中濃度から、ク
ロチアニジンの 1 日平均摂取量は 0.86 
µg/日と推定(ADI の 1%未満) 
・EFSA 信頼性基準スコアー：2 

 

Ueyama, et al. 
(2015) 
(資料 103) 

都市在住成人 
17～20 人/年、 
計 95 人 
(45～75 歳；女性) 
(日本) 

・尿試料 
(1994、2000、2003、
2009、2011 年に採
取) 

・クロチアニジンは 2009年及び 2011年
に検出された。 
・尿中濃度：クロチアニジン 
 (2009 年) 
 ：<LOD(<1.1 µg/L) (中央値) 
 ：2.50 µg/L (90%ile 値) 
 (2011 年) 
 ：<LOD(<1.1 µg/L) (中央値) 
 ：0.55 µg/L (90%ile 値) 
・EFSA 信頼性基準スコアー：2 

Osaka, et al. 
(2016) 
(資料 104) 

都市郊外在住小児
223 人 
(3 歳；男児 108 人、
女児 115 人) 
(日本) 

・尿試料 
(夏期 (2012)及び冬
期 (2013) に尿を採
取) 

・クロチアニジンの検出率は 8.1% 
・尿中濃度：クロチアニジン 
：<LOD(<1.07 µg/L) (中央値) 
：1.55 µg/g クレアチニン (95%ile 値) 

・EFSA 信頼性基準スコアー：2 

Ueyama, et al. 
(2014) 
(資料 105) 

都市在住成人 
52 人(男性 41 人、女
性 11 人、平均年齢
40.9 歳、非職業暴露) 
(日本) 

・尿試料(早朝尿) 

・クロチアニジンの検出率は 96% 
・尿中濃度：クロチアニジン 
：0.7 µg/L (中央値) 
：3.5 µg/L (95%ile 値) 

・EFSA 信頼性基準スコアー：2 

Oya, et al. 
(2021) 
(資料 106) 

都市郊外在住小児
1036 名 (16～23 か
月、男児 530 人、女
児 506 人) 
(日本) 

・尿試料 
(紙おむつ中に蓄尿
した尿を採取) 

・クロチアニジンの検出率は 32.7% 
・尿中濃度：クロチアニジン 
：< LOD(<0.13 µg/L) (中央値) 
：2.2 µg/L (95%ile 値) 

・EFSA 信頼性基準スコアー：2 
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Ⅲ．農薬使用者暴露許容量（AOEL） 
急性毒性試験の結果において、経皮又は吸入経路特異的な毒性は見られなか

ったこと及び農薬としての使用方法から、クロチアニジンの農薬使用者暴露許

容量（AOEL）の設定に当たっては、経皮又は吸入経路特異的な毒性を考慮する

必要はないと判断した。また、疫学研究については、クロチアニジンの農薬使用

を通じた暴露を適切に特定し健康影響との関連を評価できる知見は得られなか

った。よって経口投与による短期毒性試験、生殖・発生毒性試験及び神経毒性試

験の結果に基づき AOEL を設定する（表 11）。 
各試験で得られたクロチアニジンの無毒性量のうち最小値は、ラットを用い

た 2 世代繁殖毒性試験の児動物の雄における体重増加抑制等に基づく無毒性量

9.8 mg/kg 体重/日であり、これを AOEL の設定根拠とすることが妥当と判断し

た。 
また、最小の無毒性量に近い投与量におけるラットを用いた動物代謝試験の

経口吸収率は、GLP で実施された尿及び糞中排泄試験の 2.5 mg/kg 体重投与群

の 89.2～94.7%であり（表 10）、経口吸収率は 80%以上と推定された。このこと

は、静脈内投与及び経口投与における血中濃度推移試験の結果から求めた、5 
mg/kg 体重投与における AUC 比が雌雄とも 80%以上であったこととも良く整

合した。以上のことから、AOEL の設定に当たっては、経口吸収率による補正

は必要ないと判断した。なお、非 GLP 試験であるが、マウスを用いた動物代謝

試験（単回経口投与、雌雄 5 mg/kg 体重投与群）の経口吸収率についても 92.4
～93.7%であり 80%以上であった。 

 
表 10 クロチアニジンを単回経口投与した場合の経口吸収率（%） 

試験 尿、糞及び呼気中排泄（ラット）a 
標識体 [nit-14C]クロチアニジン [thi-14C]クロチアニジン 
投与量 5 mg/kg 体重 250 mg/kg 体重 5 mg/kg 体重 250 mg/kg 体重 
性別 雄 雌 雄 雌 雄 雌 雄 雌 

経口吸収率 92.3 95.0 90.7 92.6 92.0 95.8 93.6 93.0 
総回収率 98.0 99.4 97.6 97.2 98.0 101 102 98.7 

 
試験 尿及び糞中排泄（ラット）b 尿及び糞中排泄（マウス）a 

標識体 [nit-14C]クロチアニジン 
[thi-14C]クロチ

アニジン 
[nit-14C]クロチアニジン 

投与量 2.5 mg/kg 体重 250 mg/kg 体重 2.5 mg/kg 体重 5 mg/kg 体重 
性別 雄 雌 雄 雄 雄 雌 

経口吸収率 89.2 94.7 90.7 89.6 92.4 93.7 
総回収率 95.5 98.0 99.2 97.4 99.2 98.7 

a：表の値は 5 匹の平均値、非 GLP 
b：表の値は 4 匹の平均値、GLP 
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以上の結果から、ラットを用いた 2 世代繁殖毒性試験の無毒性量 9.8 mg/kg
体重/日を安全係数 100 で除した 0.098 mg/kg 体重/日を農薬使用者暴露許容量

（AOEL）と設定した。 

 
AOEL  0.098 mg/kg 体重/日 

 

（AOEL 設定根拠試験）  2 世代繁殖毒性試験 
（動物種）  ラット 
（期間）  2 世代 
（投与方法）  混餌 
（無毒性量）  9.8 mg/kg 体重/日 
（毒性所見）  児動物の雄：体重増加抑制等 
（安全係数）  100 
（経口吸収率）  補正しない 

 
 
＜参考＞ 
 ＜EC（2006 年）＞ 

AOEL  0.1 mg/kg 体重/日 
 

（AOEL 設定根拠試験）  発生毒性試験 
（動物種）  ラット及びウサギ 
（期間）  － 
（投与方法）  強制経口 
（無毒性量）  10 mg/kg 体重/日 
（毒性所見）  母動物：死亡率、一般症状変化 
（安全係数）  100 
（経口吸収率）  補正しない 

 
Review report for the active substance clothianidin 

（ URL：https://ec.europa.eu/food/plant/pesticides/eu-pesticides-

database/backend/api/active_substance/download/247） 
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表 11 AOEL の設定に関連する毒性影響等 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重/日) 

NOAEL 
(mg/kg 体重/

日) 

LOAEL 
(mg/kg 体重/

日) 

AOEL 設定に関連する 
エンドポイント* 

ラット 
 

90 日間 
反復経口 
投与毒性 
GLP 
(資料 19) 

雌雄：0、150、500、3,000 ppm 
 
雄：0、9.0、27.9、202 
雌：0、10.9、34.0、254 

雄：27.9 
雌：34.0 

雄：202 
雌：254 

雄雌：体重増加抑制等 

90 日間 
反復経口 
投与神経 
毒性 
GLP 
(資料 62) 

雌雄：0、150、1,000、3,000 
ppm 

 
雄：0、9.2、60.0、177 
雌：0、10.6、71.0、200 

雄：60.0 
雌：71.0 

雄：177 
雌：200 

雌雄：体重増加抑制等 
 
反復経口投与神経毒性は認められな

かった。 

発達神経 
毒性 
GLP 
(資料 63) 

0、150、500、1,750 ppm 
 
妊娠期間中：0、12.9、42.9、

142 
哺育期間中：0、27.3、90.0、

299 

母動物：

42.9(妊娠中)、
90.0(哺育中) 
児動物：

12.9(妊娠中)、
27.3(哺育中) 

母動物：

142(妊娠中)、
299(哺育中) 
児動物：

42.9(妊娠中)、
90.0(哺育中) 

母動物：体重増加抑制等 
児動物：体重増加抑制 
 
発達神経毒性は認められなかった。 

2 世代 
繁殖毒性 
GLP 
(資料 50) 

雌雄：0､150、500、2,500 
ppm 

 
P 雄：0、9.8、31.2、163 
P 雌：0、11.5、36.8、189 
F1 雄：0、10.7、34.3、196 
F1 雌：0、12.2、39.0、237 

親動物： 
P 雄：31.2 
P 雌：11.5 
F1 雄：34.3 
F1 雌：12.2 

 
児動物： 
P 雄：9.8 
P 雌：11.5 
F1 雄：10.7 
F1 雌：12.2 

親動物： 
P 雄：163 
P 雌：36.8 
F1 雄：196 
F1 雌：39.0 

 
児動物： 
P 雄：31.2 
P 雌：36.8 
F1 雄：34.3 
F1 雌：39.0 

親動物及び児動物 
雌雄：体重増加抑制等 
 

繁殖能に対する影響は認められなか

った。 
 

発生毒性 
GLP 
(資料 54) 

0、10、40、125 
(妊娠 6～19 日投与) 

母動物：10 
胎 児：125 

母動物：40 
胎 児：- 

母動物：体重増加抑制 
胎児：毒性所見なし 
 
催奇形性は認められなかった。 

ウサギ 発生毒性 
GLP 
(資料 56) 

0、10、25、75、100 
(妊娠 6～28 日投与) 

母動物：25 
胎 児：25 

母動物：75 
胎 児：75 

母動物：排便減少等 
胎児：骨化遅延 
 
催奇形性は認められなかった。 

イヌ 4 週間 
反復経口 
投与毒性 
GLP 
(資料 22) 

雌雄：0、1,250、2,500、5,000 
ppm 
 
雄：34.3、36.9、62.4a 
雌：35.8、53.5、57.4a 

雄：34.3 
雌：35.8 

雄：36.9 
雌：53.5 

雌雄：活動性低下等 

90 日間 
反復経口 
投与毒性 
GLP 
(資料 21) 

雌雄：0、325、650、1,500、
2,000 ppm 
 
雄：0、9.2、19.3、40.9、58.2 
雌：0、9.6、21.2、42.1、61.8 

雄：19.3 
雌：21.2 

雄：40.9 
雌：42.1 

雌雄：削痩等 

1 年間 
反復経口 
投与毒性 

雌雄：0、325、650、1,500、
2,000 ppm 
 

雄：36.3 
雌：15.0 

雄：46.4 
雌：40.1 

雌雄：耳局部紅斑等 
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GLP 
(資料 23) 

雄：0、7.8、16.6、36.3、46.4 
雌：0、8.5、15.0、40.1、52.9 

*：最小毒性量で認められた主な毒性所見を示す。 
a：投与 1～15 日の平均値。 
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Ⅳ．急性農薬使用者暴露許容量（AAOEL） 
クロチアニジンの単回経口投与等により生ずる可能性のある毒性影響（表 12）

に対する無毒性量のうち最小値は、マウスを用いた一般薬理試験（一般状態）の

無毒性量 25 mg/kg 体重であり、得られた毒性所見を検討した結果、これを

AAOEL の設定根拠とすることが妥当と判断した。 
ラットを用いた動物代謝試験の経口吸収率は、GLP で実施された尿及び糞中

排泄試験の 2.5 mg/kg 体重投与群（雌雄）の 89.2～94.7%及び 250 mg/kg 体重

投与群（雄）の 90.7%であり、いずれの投与群においても経口吸収率は 80%以

上であった（表 10）。なお、非 GLP 試験であるが、マウスを用いた動物代謝試

験の 5 mg/kg 体重投与群（雌雄）の経口吸収率についても 92.4～93.7%であり

80%以上であった。 
以上の結果から、マウスを用いた一般薬理試験（一般状態）の無毒性量 25 

mg/kg 体重を根拠として、AOEL と同様に経口吸収率による補正は必要ないと

判断し、安全係数 100 で除した 0.25 mg/kg 体重を急性農薬使用者暴露許容量

（AAOEL）と設定した。 

 
AAOEL  0.25 mg/kg 体重 

 

（AAOEL 設定根拠試験）  一般薬理試験 
（動物種）  マウス 
（期間）  単回 
（投与方法）  強制経口 
（無毒性量）  25 mg/kg 体重 
（毒性所見）  雄：自発運動低下、振戦、呼吸深大 
（安全係数）  100 
（経口吸収率）  補正しない 

 
＜参考＞ 
 ＜EC（2006 年）＞ 

AAOEL           未評価 

 
Review report for the active substance clothianidin 

（ URL：https://ec.europa.eu/food/plant/pesticides/eu-pesticides-

database/backend/api/active_substance/download/247） 
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表 12 AAOEL の設定に関連する毒性影響等 

動物種 試験 
投与量 

(mg/kg 体重又は mg/kg 体重/日) 

無毒性量及び AAOEL に関連する 
エンドポイント* 

(mg/kg 体重又は mg/kg 体重/日) 

ラット 急性神経毒性① 
GLP 
(資料 59) 

0、100、200、400 雄：－ 
雌：100 
 
雄：自発運動量減少 
雌：体温低下、自発運動量減少 

急性神経毒性② 
GLP 
(資料 61) 

雄：0、20、40、60 雄：60 
 
雄：該当なし 

マウス 一般薬理 
(一般状態) 
GLP 
(資料 64) 

雄：0、12.5、25、50、100、200、
400 

雄：25 
 
雄：自発運動低下、振戦、呼吸深大 

－：無毒性量は設定されなかった。 
*：最小毒性量で認められた主な毒性所見を示す。 
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Ⅴ．暴露量の推計 
1．経皮吸収試験 
クロチアニジンを含有する農薬製剤で実施した経皮吸収試験結果は提出され

ていない。 

 

2．圃場における農薬使用者暴露 
クロチアニジンを含有する農薬製剤で実施した圃場における農薬使用者暴露

試験結果は提出されていない。 

 
3．暴露量の推計 
申請された製剤について、Ⅰ．の5．適用病害虫雑草等の範囲及び使用方法

（別添1）に従って使用した場合の暴露量を予測式により推計した。 
推計に当たっては、農薬使用者への影響評価ガイダンス及び予測式に分類し

ていない使用方法についての使用者安全確保の考え方（令和4年12月1日農業資

材審議会農薬分科会農薬使用者安全評価部会決定、令和6年10月24日最終改訂）

（以下「部会決定」という。）に準拠した。 
推計に用いたパラメータ等及び暴露量の推計結果を別添2に示す。 
 

Ⅵ．リスク評価結果 
Ⅰ．の 5．適用病害虫雑草等の範囲及び使用方法（別添 1）に従って使用した

場合の暴露量は、AOEL 及び AAOEL を下回っていた（別添 2）。 
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評価資料 

資料 

番号 
報告年 表題、出典（試験施設以外の場合） 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

1 2026 

農薬・動物用医薬品評価書 クロチアニジン（第 7 版） 食品安全委員会、公表 
URL ：
https://www.fsc.go.jp/fsciis/attachedFile/download?retrievalId=kya20221214230&fileId=
210 

2 2000 
TI-435 のラットにおける吸収、分布および排泄 
非 GLP、未公表 

3 2000 
[Nitroimino-14C]-and [Thiazolyl-2-14C] TI-435 Toxicokinetic Behaviour and Metabolism in the 
Rat including Whole Body Autoradiography 
GLP、未公表 

4 2000 
Absorption, Distribution, Metabolism and Excretion of TI-435 in Mice 
非 GLP、未公表 

5 1997 TI-435: Acute Oral Toxicity Study in the Rat 
GLP、未公表 

6 1997 
TI-435: Acute Oral Toxicity Study in the Mouse 
GLP、未公表 

7 2019 
Clothianidin TG: Acute Oral Toxicity Study in Rats 
GLP、未公表 

8 1997 
TI-435: Acute Dermal Toxicity Study in the Rat 
GLP、未公表 

9 2019 
Clothianidin TG: Acute Dermal Toxicity Study in Rats 
GLP、未公表 

10 1998 
TI-435: Single Dose Inhalation (Head-only) Toxicity Study in the Rat 
GLP、未公表 

11 2019 Acute Inhalation Toxicity Study of Clothianidin TG in Rats 
GLP、未公表 

12 1997 
TI-435: Skin Irritation Study in the Rabbit 
GLP、未公表 

13 2019 
Clothianidin TG: Skin Irritation Study in Rabbits 
GLP、未公表 

14 1997 
TI-435: Eye Irritation Study in the Rabbit 
GLP、未公表 

15 2019 
Clothianidin TG: Eye Irritation Study in Rabbits 
GLP、未公表 

16 1997 
TI-435: Skin Sensitisation Study in the Guinea Pig 
GLP、未公表 

17 2019 Skin sensitization test of Clothianidin TG in guinea pigs (Maximization Test) 
GLP、未公表 

18 2018 
Clothianidin technical material: Skin Sensitization Study in Mice -Local Lymph Node 
Assay- 
GLP、未公表 

19 2000 
Technical Grade TI 435: A Subchronic Toxicity Testing Study in the Rat 
GLP、未公表 

20 2000 
Position Paper on the Studies Conducted at Huntingdon Life Sciences, U.K. 
非 GLP、未公表 

21 2000 
13-Week Dietary Toxicity Study with TI-435 in Dogs 
GLP、未公表 

22 2000 
4-Week Dietary Toxicity Study with TI-435 in Dogs 
GLP、未公表 

23 2000 52-Week Dietary Chronic Toxicity Study with TI-435 in Dogs 
GLP、未公表 
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資料 

番号 
報告年 表題、出典（試験施設以外の場合） 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

24 2001 
52-Week Dietary Chronic Toxicity Study with TI-435 in Dogs (SUPPLEMENTAL 
SUBMISSION TO AC No. 109831) 
GLP、未公表 

25 2004 
Oral (Diet) Repeated Dose 28-Day Toxicity/Immunotoxicity Study of TI-435 in Rats 
GLP、未公表 

26 1999 
TI-435: SALMONELLA/MICROSOME TEST PLATE INCORPORATION AND 
PREINCUBATION METHOD 
GLP、未公表 

27 2000 
TI-435: REVERSE MUTATION ASSAY “AMES TEST” USING SALMONELLA 
TYPHIMURIUM AND ESCHERICHIA COLI 
GLP、未公表 

28 1999 

TI 435: SALMONELLA/MICROSOME TEST USING SALMONELLA 
TYPHIMURIUM TA 1535 PLATE INCORPORATION AND PREINCUBATION 
METHOD 
非 GLP、未公表 

29 2019 
Clothianidin Técnico - Bacterial Reverse Mutation Test (Ames Test) 
GLP、未公表 

30 2000 
CHROMOSOME ABERRATION TEST IN CHL CELLS IN VITRO 
GLP、未公表 

31 2003 
IN VITRO CHROMOSOME ABERRATION TEST IN CHINISE HAMSTER V79 
CELLS WITH TI-435 
GLP、未公表 

32 2000 
TI-435: MICRONUCLEUS TEST IN THE MOUSE 
GLP、未公表 

33 2003 
MICRONUCLEUS ASSAY IN BONE MARROW CELLS OF THE MOUSE 
GLP、未公表 

34 1999 
TI 435: TEST ON UNSCHEDULED DNA SYNTHESIS WITH RAT LIVER CELLS IN 
VIVO 
GLP、未公表 

35 2003 
IN VIVO / IN VITRO UNSCHEDULED DNA SYNTHESIS IN RAT HEPATOCYTES 
WITH TI-435 
GLP、未公表 

36 1999 
TI 435: MUTAGENICITY STUDY FOR THE DETECTION OF INDUCED FORWARD 
MUTATIONS IN THE V79-HPRT ASSAY IN VITRO 
GLP、未公表 

37 2003 
GENE MUTATION ASSAY IN CHINESE HAMSTER V79 CELLS IN VITRO 
(V79/HPRT) WITH TI-435 
GLP、未公表 

38 2003 
Gene Mutation Assay in Chinese Hamster V79 Cells in vitro (V79/HPRT) with TI-435 
(HISTORICAL DATA) 
GLP、未公表 

39 2000 
TI-435: L5178Y TK +/- MOUSE LYMPHOMA ASSAY 
GLP、未公表 

40 2000 
104-Week Dietary Combined Chronic Toxicity and Carcinogenicity Study with TI-435 in 
Rats 
GLP、未公表 

41 2001 
104-Week Dietary Combined Chronic Toxicity and Carcinogenicity Study with TI 435 in 
Rats (SUPPLEMENTAL SUBMISSION TO AC REPORT NO. 109841) 
GLP、未公表 
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資料 

番号 
報告年 表題、出典（試験施設以外の場合） 

GLP 適合状況（必要な場合）、公表の有無 

42 2004 
104-Week Dietary Combined Chronic Toxicity and Carcinogenicity Study with TI-435 in 
Rats (Supplement No.2) 
GLP、未公表 

43 2014 
104-Week Dietary Combined Chronic Toxicity and Carcinogenicity Study with TI-435 in 
Rats (Supplement No.3) 
GLP、未公表 

44 2000 
TI-435 TOXICITY TO RATS BY DIETARY ADMINISTRATION FOR 13 WEEKS 
非 GLP、未公表 

45 2000 Position Paper on the Studies Conducted at Huntingdon Life Sciences, U.K. 
非 GLP、未公表 

46 2000 
78-Week Dietary Carcinogenicity Study with TI-435 in Mice 
GLP、未公表 

47 2001 
78-Week Dietary Carcinogenicity Study with TI 435 in Mice (SUPPLEMENTAL 
SUBMISSION TO AC REPORT NO. 109833) 
GLP、未公表 

48 2000 
TI-435 TOXICITY TO MICE BY DIETARY ADMINISTRATION FOR 13 WEEKS 
非 GLP、未公表 

49 2000 
Position Paper on the Studies Conducted at Huntingdon Life Sciences, U.K. 
非 GLP、未公表 

50 2000 
A TWO GENERATION REPRODUCTIVE TOXICITY STUDY WITH TI-435 IN THE 
SPRAGUE-DAWLY RAT 
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別紙１ 代謝物略称 

略称 化学名 
MNG N-methyl-N’-nitroguanidine 
TMG N-(2-chlorothiazol-5-ylmethyl)-N’-methylguanidine 
TMT 3-(2-chlorothiazol-5-yl)methylamino-5-methyl-1H-1,2,4-triazole 
TZG [(2-chloro-5-thiazolyl)methyl]guanidine 

TZMU N-(2-chlorothiazol-5-ylmethyl)-N’-methylurea 
TZNG N-(2-chlorothiazol-5-ylmethyl)-N’-nitroguanidine 
TZU 2-chlorothiazol-5-ylmethylurea 
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３９．登録番号 23732：フジワンダントツ粒剤                       

（クロチアニジン 1.5%・イソプロチオラン 12.0%粒剤） .......................................................... 108 

４０．登録番号 23813：ナイスパートナー                         

（クロチアニジン 20.0%水和剤） ................................................................................................ 109 

４１．登録番号 23890：箱大臣粒剤                            

（クロチアニジン 1.5%・イソチアニル 2.0%・フラメトピル 4.0%粒剤） ................................. 110 

４２．登録番号 23945：ベジリード粒剤                          

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%粒剤） ................................................................. 111 

４３．登録番号 24015：ダントツリンバー顆粒水和剤                    

（クロチアニジン 16.0%・フラメトピル 12.5%水和剤） ............................................................ 112 

４４．登録番号 24027：ハコナイト粒剤                          

（クロチアニジン 1.5%・フィプロニル 1.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） ................................. 113 

４５．登録番号 24117：ベニカＸネクストスプレー                     

（還元澱粉糖化物 0.60%・クロチアニジン 0.0080%・ピリダリル 0.010%・ペルメトリン
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0.010%・マンデストロビン 0.020%水和剤） .............................................................................. 114 

４６．登録番号 24118：ベニカＶフレッシュスプレー                    

（還元澱粉糖化物 0.60%・クロチアニジン 0.0080%・マンデストロビン 0.020%水和剤） ...... 118 

４７．登録番号 24274：ベニカＸガード粒剤                        

（クロチアニジン 0.10%・ＢＴ10.0%粒剤） ............................................................................... 121 

４８．登録番号 24452：ネキリスター                           

（クロチアニジン 0.25%粒剤） .................................................................................................... 123 

４９．登録番号 24555：ネマトリンパワーＤ粒剤、                      

登録番号 24556：ダブルバスター粒剤                         

（クロチアニジン 0.15%・ホスチアゼート 1.5%粒剤） .............................................................. 124 

５０．登録番号 24557：住化フルスウィングＷ、                       

登録番号 24558：バウンスバックＷＤＧ                        

（カルタップ 2.0%・クロチアニジン 45.0%水和剤） ................................................................. 125 
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１．登録番号 20733：フルスウィング、                      

登録番号 24428：住化フルスウィング                                   

（クロチアニジン 50.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含

む農薬の総使

用回数 

芝 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 

5000倍 0.5~1 L/m2 

発生初期 4回以内 散布 4回以内 

1000~2000倍 0.2 L/m2 

1500~3000倍 0.3 L/m2 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 
ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 
ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 

1000倍 0.1 L/m2 

ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 
ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 
ｼﾊﾞｵｻｿﾞｳﾑｼ 
ﾀﾏﾅﾔｶﾞ幼虫 
ﾁｶﾞﾔｼﾛｵｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ｹﾗ 

5000倍 0.5 L/m2 
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２．登録番号 20798：ダントツ水溶剤                       

登録番号 21501：ベニカ水溶剤                                

登録番号 21646：協友ダントツ水溶剤                      

（クロチアニジン 16.0%水溶剤） 

（１）ダントツ水溶剤、協友ダントツ水溶剤 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

稲 

ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 

4000 倍 
60~150 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(直
播でのは種

時又は移植

時までの処

理は 1 回以

内､本田で

の散布､空

中散布､無

人航空機散

布は合計 3
回以内) 

ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1000 倍 
25 L/10 

a 

稲 
(箱育苗) 

ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ  

200 倍 

育苗箱

(30×60×
3 cm､使

用土壌

約 5 L)1
箱当り

500 mL 

移植 3 日

前~移植当

日 
1 回 

育苗箱の

上から均

一に散布

する｡ 

4 回以内(移
植時までの

処理は 1 回

以内､本田

での散布､

空中散布､

無人航空機

散布は合計

3 回以内) 

 

 

高密度には種す

る場合は 50 
g/10 a(育苗箱

(30×60×3 cm､使

用土壌約 5 L)1
箱当り 2.5~5 
g(希釈倍数

100~200 倍)) 

 

 

 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

200~400 倍 

 

 

高密度には種す

る場合は

50g/10a(育苗箱

(30×60×3cm､使

用土壌約 5L) 
1 箱当り

1.25~5g(希釈倍

数 100~400 倍)) 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

りんご 

ｶﾒﾑｼ類 
ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ 
ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ﾘﾝｺﾞﾜﾀﾑｼ 
ｹﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類成虫 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 

 

 

 

なし 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ﾁｭｳｺﾞｸﾅｼｷｼﾞﾗﾐ 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 
 

もも 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 

2000 倍 
 

 

ﾈｸﾀﾘﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 
 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 2000 倍  

おうとう 
ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内 

 

 

うめ 

ｹｼｷｽｲ類 
ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 

2000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 

 

 
 

すもも 

ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 2000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

ｶﾒﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
 

 

あんず ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

ぶどう 

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾗｶﾐｷﾘ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かんきつ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｹｼｷｽｲ類 
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ 
ﾂﾉﾛｳﾑｼ 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱｹﾞﾊ類 
ｱｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾐｶﾝﾊﾞｴ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

9 回以内(樹
幹散布は 3
回以内､主

幹から株元

に散布は 3
回以内､散

布及び無人

航空機散布

は 3 回以

内)  

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｹｼｷｽｲ類 
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ 
ﾂﾉﾛｳﾑｼ 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱｹﾞﾊ類 
ｱｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾐｶﾝﾊﾞｴ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 
ｶﾈﾀﾀｷ  

24 倍 
4~8 L/10 

a 
収穫前日

まで 
3 回以内  

無人航空

機による

散布  

9 回以内(樹
幹散布は 3
回以内､主

幹から株元

に散布は 3
回以内､散

布及び無人

航空機散布

は 3 回以

内)  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

かんきつ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｹｼｷｽｲ類 
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ 
ﾂﾉﾛｳﾑｼ 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱｹﾞﾊ類 
ｱｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾐｶﾝﾊﾞｴ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 

48 倍 
4~16 

L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 

無人航空

機による

散布 

9 回以内(樹
幹散布は 3
回以内､主

幹から株元

に散布は 3
回以内､散

布及び無人

航空機散布

は 3 回以

内) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ｶﾈﾀﾀｷ 

2000 倍 
200~700 
L/10 a 

散布 

 48 倍 
8~16 

L/10 a 

無人航空

機による

散布 

ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 

20 倍 
100 mL/

樹 収穫 150
日前まで 

3 回以内 

樹幹散布 

9 回以内(樹
幹散布は 3
回以内､主

幹から株元

に散布は 3
回以内､散

布及び無人

航空機散布

は 3 回以

内) 

 

ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 40 倍 
200 mL/

樹 
 

ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 200~400 倍 
30~75 L 

/10 a 
収穫前日

まで 

主幹から

株元に散

布 

 

かんきつ 
(苗木) 

ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 
ｱｹﾞﾊ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

20 倍 
10~100 
mL/樹 

春芽･夏芽

又は秋芽

の発生前 
3 回以内 樹幹散布 3 回以内 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

かき 

ｶｷﾉﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 

 

いちじく 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2000~4000 倍 

200~700 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

ｶﾐｷﾘﾑｼ類 2000 倍  

びわ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

ｶﾐｷﾘﾑｼ類 2000 倍  

なつめ ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

さんしょう 
(果実) 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

ｵﾘｰﾌﾞ 

ｵﾘｰﾌﾞｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ 
ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ 

2000~4000 倍 200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内 

 

 

ｶﾒﾑｼ類 2000 倍  

ｵﾘｰﾌﾞ(葉) 
ｵﾘｰﾌﾞｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ 
ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ 

4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 120
日前まで 

2 回以内 散布 2 回以内  

ﾏﾝｺﾞｰ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾊﾟﾊﾟｲﾔ 
ﾅｶﾞｶﾀｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾋﾗﾀｶﾀｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

2000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 
ｷｳｲﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 

2000~4000 倍 
200~700 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ 
(苗木) 

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙｺﾅｶｲｶﾞﾗ

ﾑｼ 
2000 倍 - 植付前 1 回 

10 秒間

苗浸漬 
1 回  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

未成熟 
とうもろこ

し 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ 
ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

きゅうり 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

 

 

ﾒﾛﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｳﾘﾊﾑｼ 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

 

 

 

すいか 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍  

にがうり 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

かぼちゃ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

ｶﾎﾞﾁｬﾐﾊﾞｴ 2000 倍  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

とうがん ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

3 回以内) 

 

食用へちま ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

3 回以内) 

 

なす 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  

ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

3 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､散布

及び定植後

の株元散布

は合計 2 回

以内) 

 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍  

とうがらし

類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍  

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

 

 

はくさい 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

 

 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

7 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

3 回以内､定

植後の株元

散布は 3 回

以内) 

 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

 

 



 

14 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

はなっこり

ー 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

3 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 2 回以

内) 

 

だいこん 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

 

かぶ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

こまつな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

非結球あぶ

らな科葉菜

類(こまつ

な､ﾁﾝｹﾞﾝｻ

ｲ､なばな

類､みずな

を除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

豆類(種実､

ただし､だ

いず､あず

き､いんげ

んまめを除

く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布は 3 回以

内) 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  

みずな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

しゅんぎく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000 倍 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

非結球ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 2000 倍  

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内) 

 

50~100 倍 

ｾﾙ成型

育苗ﾄﾚｲ

1 箱また

はﾍﾟｰﾊﾟ

ｰﾎﾟｯﾄ 1
冊

(30×60 
cm､ 

使用土

壌約

3~4 L)当
り 0.5 L 

育苗期後

半 
1 回 灌注 

 

ﾀﾈﾊﾞｴ 
ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ 

 

わけぎ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 4 回以内 

 

 

あさつき 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 4 回以内 

 

 

にら 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾈｷﾞﾈｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ 2000 倍  

にら(花茎) 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ばれいしょ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000 倍 
25 L/10 

a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(植
付時の土壌

混和は 1 回

以内､植付

後は 3 回以

内) 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

かんしょ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
2 回以内 散布 

3 回以内(植
付前の処理

は 1 回以

内､植付後

は 2 回以

内) 

 

やまのいも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(植
付時までの

処理は 1 回

以内､植付

後は 3 回以

内) 

 

てんさい 

ﾃﾝｻｲﾄﾋﾞﾊﾑｼ 
ｶﾒﾉｺﾊﾑｼ 
ﾃﾝｻｲﾓｸﾞﾘﾊﾅﾊﾞｴ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

100~200 倍 

1 L/ﾍﾟｰ
ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

1 冊(3 L/ 
m2) 

定植前 1 回 灌注 
4 回以内(定
植前の灌注

は 1 回以

内､散布は 3
回以内) 

 

 

 

 

ｶﾒﾉｺﾊﾑｼ 
ﾃﾝｻｲﾓｸﾞﾘﾊﾅﾊﾞｴ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 14 日

前まで 
3 回以内 散布 

 

 

 

あずき 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾏﾒﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内､は種後

は 3 回以

内) 

 

 

いんげんま

め 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ｲﾝｹﾞﾝﾏﾒｿﾞｳﾑｼ 2000 倍  

だいず 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 2000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

豆類(未成

熟､ただし､

えだまめを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内､は種後

は 3 回以

内) 

 

みつば ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
ただし、

伏せ込み

栽培は伏

せ込み前

まで 

3 回以内 散布 3 回以内  

えだまめ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内､は種後

は 3 回以

内) 

 

 

 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 2000 倍  

ｵｸﾗ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ﾊﾟｾﾘ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 14 日

前まで 
1 回 散布 1 回  

せり ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

親株養成

期 但し収

穫 45 日前

まで 

2 回以内 散布 2 回以内  

ｾﾙﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｼﾞｭｳｼﾎｼｸﾋﾞﾅｶﾞﾊﾑ

ｼ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

みょうが 
(花穂) 

ﾅｽｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 

散布､但

し花穂の

発生期に

はﾏﾙﾁﾌｨﾙ

ﾑ被覆に

より散布

液が直接

花穂に飛

散しない

状態で使

用する｡ 

3 回以内  

みょうが 
(茎葉) 

ﾅｽｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

みょうが

(花穂)の収

穫前日ま

で 但し､

花穂を収

穫しない

場合にあ

っては開

花期終了

まで 

3 回以内 散布 3 回以内  

れんこん ｸﾜｲｸﾋﾞﾚｱﾌﾞﾗﾑｼ 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(植
付時までの

処理は 1 回

以内､植付

後は 3 回以

内) 

 

くわい ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

茶 

ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ 2000 倍 

200~400 
L/10 a 

摘採 7 日

前まで 
1 回 散布 1 回 

 

ﾏﾀﾞﾗｶｻﾊﾗﾊﾑｼ 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 

2000~4000 倍 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 
ﾂﾏｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒ 
ｺﾐｶﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ 

 

 

小麦 ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
60~150 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 4 回以内  

たまねぎ ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙ 
ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙｺﾅｶｲｶﾞﾗ

ﾑｼ 
2000 倍 

200~700 
L/10 a 

収穫 14 日

前まで 
4 回以内 散布 4 回以内  

さといも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

こんにゃく ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

5 回以内(植
付時及び培

土時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

ｶﾘﾌﾗﾜｰ 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は合計

1 回以内､散

布は 3 回以

内) 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍  

ごぼう 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 

2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

5 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､株元

散布は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

食用ぎく 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  



 

21 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

にんにく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｺｶﾞ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

にんじん 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 
ﾖﾄｳﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで  
2 回以内  

散布 
7 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内､株元灌

注は 2 回以

内､散布は 2
回以内､株

元散布は 2
回以内) 

 

ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 400 倍 
400 

mL/m2 
株元灌注  

ｽﾞｯｷｰﾆ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000~2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

まこもたけ ｳﾝｶ類 2000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

しそ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 4000 倍 
100~300 
L/10 a 

収穫 3 日

前まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

きく 

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

4000 倍 1 L/m2 

発生初期 4 回以内 

生育期株

元灌注 

4 回以内 

 

 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

散布 

 

 

 

ばら 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

発生初期 4 回以内 

散布 

4 回以内 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 2000 倍 1 L/m2 
生育期株

元灌注 
 

花き類･観

葉植物（た

であい、わ

たを除く） 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

発生初期 4 回以内 散布 4 回以内 

 

 

ﾃﾞｲｺﾞ ﾃﾞｲｺﾞﾋﾒｺﾊﾞﾁ 2000 倍 
200~700 
L/10 a 

発生初期 6 回以内 散布 6 回以内  

げっきつ ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 40 倍 
200 mL/

樹 
生育期 6 回以内 樹幹散布 6 回以内  

さくら ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 2000 倍 
200~700 
L/10 a 

成虫発生

初期 
5 回以内 散布 6 回以内  

つつじ類 ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 2000~4000 倍 
100~300 
L/10 a 

発生初期 6 回以内 散布 6 回以内  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 
使用液

量 
使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

たであい 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2000~4000 倍 100~300 

L/10 a 
発生初期 4 回以内 散布 4 回以内  

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 

わた 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類  2000~4000 倍 100~300 

L/10 a 
発生初期 4 回以内 散布 4 回以内  

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 

 

作物名 適用場所 
適用 

病害虫名 
希釈倍数 使用液量 

使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む農薬の

総使用回数 

水田作

物､畑

作物(休
耕田) 

ﾖｼ､ｵｷﾞ､ｽｽｷ､ｾ

ｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ等

の多年生雑草

が優占してい

る休耕田 

ｶﾒﾑｼ類 4000倍 60~150L/10a - 4回以内 散布 4回以内 
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（２）ベニカ水溶剤 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

りんご 

ｶﾒﾑｼ類 
ｷﾝﾓﾝﾎｿｶﾞ 
ｷﾞﾝﾓﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ﾘﾝｺﾞﾜﾀﾑｼ 
ｹﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類成虫 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

なし 

ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ﾁｭｳｺﾞｸﾅｼｷｼﾞﾗﾐ 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 

 
 

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟ

ﾙ 
ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 

200~700 
mL/m2 

収穫 14
日前まで 

4 回以内 散布 4 回以内  

もも 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 

200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 
 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 

2000 倍 

 

 

ﾈｸﾀﾘﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾓﾓﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｼﾝｸｲﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 
 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 2000 倍  

すもも 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

おうと

う 
ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

うめ 

ｹｼｷｽｲ類 
ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 

2000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 

2000~4000 倍 

 
 
 
 
 

あんず ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ぶどう 

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾌﾀﾃﾝﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾗｶﾐｷﾘ 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

かんき

つ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｹｼｷｽｲ類 
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ 
ﾂﾉﾛｳﾑｼ 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱｹﾞﾊ類 
ｱｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾅｼﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾐｶﾝﾊﾞｴ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 

3 回以内 

散布 

9 回以内

（樹幹散布

は 3 回以

内、主幹か

ら株元に散

布は 3 回以

内、散布及

び無人航空

機散布は合

計 3 回以

内） 

 

ｶﾈﾀﾀｷ 2000 倍 
200~700 
mL/m2 

 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 200~400 倍 

30~75 
mL/m2 

主幹から

株元に散

布 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 

20 倍 100 mL/樹 
収穫 150
日前まで 

樹幹散布 
 

ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 40 倍 200 mL/樹  

かんき

つ 
(苗木) 

ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 
ｱｹﾞﾊ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

20 倍 
10~100 mL/

樹 

春芽･夏

芽又は秋

芽の発生

前 

3 回以内 樹幹散布 3 回以内 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

かき 

ｶｷﾉﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 

 

ﾏﾝｺﾞｰ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

いちじ

く 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

ｶﾐｷﾘﾑｼ類 2000 倍  

ﾊﾟﾊﾟｲﾔ 
ﾅｶﾞｶﾀｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
ﾋﾗﾀｶﾀｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

2000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘ

ｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｵｳﾄｳｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

びわ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

ｶﾐｷﾘﾑｼ類 2000 倍  

ｵﾘｰﾌﾞ 

ｵﾘｰﾌﾞｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ 
ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ 

2000~4000 倍 200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

ｶﾒﾑｼ類 2000 倍 

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 
ｷｳｲﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 

2000~4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

なつめ ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ 4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟ

ﾙ 
(苗木) 

ﾊﾟｲﾅｯﾌﾟﾙｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 - 植付前 1 回 
10 秒間

苗浸漬 
1 回 

 

 
 
 
 

未成熟 
とうも

ろこし 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ 
ﾂﾏｼﾞﾛｸｻﾖﾄｳ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

きゅう

り 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

 

 

ﾒﾛﾝ 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｳﾘﾊﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

 

 

 

すいか 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍  

かぼち

ゃ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

ｶﾎﾞﾁｬﾐﾊﾞｴ 2000 倍 
 

 

とうが

ん 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

3 回以内) 

 

食用へ

ちま 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

3 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

にがう

り 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

なす 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

 

 

 

 

ﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  

ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(育
苗期の株元

処理及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布及び定植

後の株元散

布は合計 3
回以内) 

 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

3 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､散布

及び定植後

の株元散布

は合計 2 回

以内) 

 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍  

とうが

らし類 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍  

ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000 倍 

 

 

非結球ﾚ

ﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 2000 倍 

ばれい

しょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(植
付時の土壌

混和は 1 回

以内､植付

後は 3 回以

内) 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

かんし

ょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
2 回以内 散布 

3 回以内(植
付前の処理

は 1 回以

内､植付後

は 2 回以

内) 

 

やまの

いも 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(植
付時までの

処理は 1 回

以内､植付

後は 3 回以

内) 

 

豆類(種
実､ただ

し､だい

ず､あず

き､いん

げんま

めを除

く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

いんげ

んまめ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ｲﾝｹﾞﾝﾏﾒｿﾞｳﾑｼ 2000 倍  

だいず 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 

 

 

 

あずき 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾏﾒﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内､は種後

は 3 回以

内) 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

豆類(未
成熟､た

だし､え

だまめ

を除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内、は種後

は 3 回以

内) 

 

えだま

め 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内､は種後

は 3 回以

内) 

 

 

 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 2000 倍  

だいこ

ん 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内、定植

後の散布は

2 回以内、

定植後の株

元散布は 2
回以内) 

 

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内、

定植後の株

元散布は 2
回以内) 

 

 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

 

 

はくさ

い 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

5 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

2 回以内､定

植後の株元

散布は 2 回

以内) 

 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 

7 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植

後の散布は

3 回以内、

定植後の株

元散布は 3
回以内) 

 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

 

 

はなっ

こりー 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 

3 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 2 回以

内) 

 

非結球

あぶら

な科葉

菜類(こ
まつな､

ﾁﾝｹﾞﾝｻ

ｲ､なば

な類､み

ずなを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時及び定

植時の土壌

混和は合計

1 回以内､散

布は 3 回以

内) 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  

みずな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

こまつ

な 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

かぶ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

しゅん

ぎく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

 

みつば ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
ただし、

伏せ込み

栽培は伏

せ込み前

まで 

3 回以内 散布 3 回以内  

ﾊﾟｾﾘ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 14
日前まで 

1 回 散布 1 回  

せり ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
100~300 
mL/m2 

親株養成

期 但し

収穫 45
日前まで 

2 回以内 散布 2 回以内  

ｾﾙﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 2000 倍  

ｵｸﾗ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

にら 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

ﾈｷﾞﾈｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ 2000 倍  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 
にら(花
茎) 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

たまね

ぎ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内) 

 

50 倍~100 倍 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲ 1 箱ま

たはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊

(30×60 cm､ 
使用土壌約

3~4 L)当り

0.5 L 

育苗期後

半 
1 回 灌注 

 

ﾀﾈﾊﾞｴ 
ﾀﾏﾈｷﾞﾊﾞｴ 

 

わけぎ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 4 回以内 

 

 

あさつ

き 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
4 回以内 散布 4 回以内 

 

 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞ

ｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｼﾞｭｳｼﾎｼｸﾋﾞﾅｶﾞﾊﾑｼ 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 散布 3 回以内 

 

 

 

 

みょう

が 
(花穂) 

ﾅｽｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
3 回以内 

散布､但

し花穂の

発生期に

はﾏﾙﾁﾌｨﾙ

ﾑ被覆に

より散布

液が直接

花穂に飛

散しない

状態で使

用する｡ 

3 回以内  

みょう

が 
(茎葉) 

ﾅｽｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 
100~300 
mL/m2 

みょうが

(花穂)の
収穫前日

まで 但
し､花穂

を収穫し

ない場合

にあって

3 回以内 散布 3 回以内  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 
は開花期

終了まで 

くわい ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

さんし

ょう(果
実) 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

ｵﾘｰﾌﾞ

(葉) 
ｵﾘｰﾌﾞｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ 
ﾏｴｱｶｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ 

4000 倍 
200~700 
mL/m2 

収穫 120
日前まで 

2 回以内 散布 2 回以内  

さとい

も 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

こんに

ゃく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

5 回以内(植
付時及び培

土時の土壌

混和は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

ｶﾘﾌﾗﾜｰ 

ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

2000 倍 

100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(定
植時までの

処理は合計

1 回以内､散

布は 3 回以

内) 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000~4000 倍  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

ごぼう 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 

2000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

5 回以内(は
種時の土壌

混和は 1 回

以内､株元

散布は 1 回

以内､散布

は 3 回以

内) 

 

食用ぎ

く 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

にんに

く 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｺｶﾞ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 3 回以内  

にんじ

ん 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 
ﾖﾄｳﾑｼ 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 

散布 

7 回以内(は
種時の処理

は 1 回以

内、株元灌

注は 2 回以

内､散布は 2
回以内、株

元散布は 2
回以内) 

 

ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 400 倍 400 mL/m2 株元灌注  

しそ ｱｻﾞﾐｳﾏ類 4000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫 3 日

前まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

ｽﾞｯｷｰﾆ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1000~2000 倍 
100~300 
mL/m2 

収穫前日

まで 
2 回以内 散布 2 回以内  

茶 

ﾁｬﾄｹﾞｺﾅｼﾞﾗﾐ 2000 倍 

200~400 
mL/m2 

摘採 7 日

前まで 
1 回 散布 1 回 

 

ﾏﾀﾞﾗｶｻﾊﾗﾊﾑｼ 
ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 
ﾁｬﾉﾎｿｶﾞ 
ﾂﾏｸﾞﾛｱｵｶｽﾐｶﾒ 
ｺﾐｶﾝｱﾌﾞﾗﾑｼ 

2000~4000 倍 

 

 

 

 

 

 
花き類･

観葉植

物(ば
ら、き

く、た

であい

を除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

発生初期 4 回以内 散布 4 回以内  
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作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む 
農薬の総使

用回数 

きく 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｶﾒﾑｼ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

発生初期 4 回以内 

散布 

4 回以内 

 

 

 

ﾅﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

4000 倍 1 L/m2 
生育期株

元灌注 

 

 

 

ばら 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2000~4000 倍 
100~300 
mL/m2 

発生初期 4 回以内 

散布 

4 回以内 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 2000 倍 1 L/m2 
生育期株

元灌注 

 

 

つつじ

類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 2000~4000 倍 

100~300 
mL/m2 

発生初期 6 回以内 散布 6 回以内  

ﾃﾞｲｺﾞ ﾃﾞｲｺﾞﾋﾒｺﾊﾞﾁ 2000 倍 
200~700 
mL/m2 

発生初期 5 回以内 散布 6 回以内  

げっき

つ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 40 倍 200 mL/樹 生育期 6 回以内 樹幹散布 6 回以内  

さくら ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 2000 倍 
200~700 
mL/m2 

成虫発生

初期 
5 回以内 散布 6 回以内  

たであ

い 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 2000~4000 倍 100~300 

mL/m2 発生初期 4 回以内 散布 4 回以内  
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2000 倍 
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３．登録番号 20800：ダントツ粒剤、                       

登録番号 21502：ベニカ粒剤、                                             

登録番号 21645：協友ダントツ粒剤                        

（クロチアニジン 0.50%粒剤） 

（１）ダントツ粒剤、協友ダントツ粒剤 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

稲 

ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

3 kg/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内(直播での

は種時又は移植時

までの処理は 1 回

以内､本田での散

布､空中散布､無人

航空機散布は合計

3 回以内) 

 

 

ｶﾒﾑｼ類 3~4 kg/10 a  

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ  

育苗箱

(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 
L)1 箱当り 50 

g 

移植 3 日

前~移植

当日 
1 回 

育苗箱の苗の上

から均一に散布

する｡ 

4 回以内(移植時ま

での処理は 1 回以

内､本田での散布､

空中散布､無人航

空機散布は合計 3
回以内) 

 

 

 

高密度には種

する場合は 1 
kg/10 a(育苗

箱(30×60×3 
cm､使用土壌

約 5 L)1 箱当

り 50~100 g) 

 

 

 

きゅうり 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

1~2 g/株 

育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2 g/株  

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾒﾛﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1~2 g/株 

育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2 g/株 
 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

すいか 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

 

かぼちゃ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

にがうり ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

うり類 
(漬物用､

ただし､

とうが

ん､食用

へちまを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 
1 回  

とうがん ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内) 

 

食用へち

ま 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 

植穴処理土壌混

和 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1 g/株 
育苗期 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
育苗期後

半 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

1~2 g/株 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1 g/株 

育苗期 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
育苗期後

半 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

1~2 g/株 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

なす 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1 g/株 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1 g/株 

育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

3 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､散布及び定植

後の株元散布は合

計 2 回以内) 

 

定植時 
植穴処理土壌混

和 
 

1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

2 回以内 株元散布  

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 

は種時 

1 回 

覆土後ｾﾙ成型育

苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上か

ら散布する 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ  

3~6 kg/10 a 
播溝処理土壌混

和 

 

 

6 kg/10 a 
地床育苗

期 
株元散布 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱または

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1
冊(30×60 cm､

使用土壌約

1.5~4 L)当り

50 g 育苗期後

半 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの上から散布

する 

 

 

 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾘﾑｼ類 

0.5 g/株 株元処理 

 

 

 

 

 
 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 

2 g/株 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

1~2 g/株 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

はくさい 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 は種時 

1 回 

覆土後ｾﾙ成型育

苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上か

ら散布する 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾘﾑｼ類 

0.5g/株 
育苗期後

半 
株元処理 

 

 

 

 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

1~2 g/株 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 

2 g/株 
 

 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ  

0.25 g/株 は種時 

1 回 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの覆土に均一

に混和する 

7 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内､定植

後の株元散布は 3
回以内) 

 

 

覆土後ｾﾙ成型育

苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上か

ら散布する 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.5 g/株 

育苗期後

半 

株元処理 

 

 

 
 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱または

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1
冊(30×60 cm､

使用土壌約

1.5~4L)当り

50 g 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの上から散布

する 

 

 

 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植時 
植穴処理土壌混

和 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

2 g/株 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

はなっこ

りー 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 定植時 1 回 

作条処理土壌混

和 

3 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 2 回以

内) 

 

だいこん ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

かぶ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

こまつな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

しゅんぎ

く 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

 

だいず 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

 

あずき ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

は種後は 3 回以

内) 

 

なばな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 
1 回  

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 

は種時 

1 回 

播溝処理土壌混

和 
4 回以内(は種時及

び定植時の土壌混

和は合計 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

定植時 
作条処理土壌混

和 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾚﾀｽ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2 g/株 定植時 

1 回 

植穴処理土壌混

和 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

0.5 g/株 

育苗期後

半 

株元処理  

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱または

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1
冊(30×60 cm､

使用土壌約

1.5~4 L)当り

50 g 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの上から散布

する 

 

非結球ﾚﾀ

ｽ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱または

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1
冊(30×60cm､

使用土壌約

1.5~4 L)当り

50 g 

育苗期後

半 
1 回 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの上から散布

する 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

0.5 g/株 株元処理  

みずな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

6 kg/10a 

は種時 

1 回 

作条処理土壌混

和 
 
 
 
 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内) 
 
 
 
 
 
 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内) 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾀﾈﾊﾞｴ 

植付時 
植溝処理土壌混

和 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

3~6 kg/10 a 収穫 3 日

前まで 
4 回以内 株元散布 

ﾈﾀﾞﾆ類 6 kg/10 a 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾈﾀﾞﾆ類 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱または

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1
冊(30×60 cm､

使用土壌約

3~4 L)当り 50 
g 

育苗期後

半 
1 回 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの上から散布

する 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

あさつき 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

3~6 kg/10 a 
収穫 3 日

前まで 
4 回以内 株元散布 4 回以内 

 

 

わけぎ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

3~6 kg/10 a 
収穫 3 日

前まで 
4 回以内 株元散布 4 回以内 

 

 

らっきょ

う 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈﾀﾞﾆ類 

6 kg/10 a 
収穫 21
日前まで 

2 回以内 株元散布 2 回以内 
 

 

くわい ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 
収穫 7 日

前まで 
3 回以内 湛水散布 3 回以内  

ばれいし

ょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10 a 植付時 1 回 

植溝処理土壌混

和 

4 回以内(植付時の

土壌混和は 1 回以

内､植付後は 3 回

以内) 

 

かんしょ 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ﾄﾋﾞｲﾛﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ 

6~9 kg/10 a 植付前 

1 回 

作条処理土壌混

和 3 回以内(植付前の

処理は 1 回以内､

植付後は 2 回以

内) 

 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
全面処理土壌混

和 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 育苗期 株元処理  

やまのい

も 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

6~9 kg/10 a 植付時 1 回 
作条処理土壌混

和 

4 回以内(植付時ま

での処理は 1 回以

内､植付後は 3 回

以内) 

 

いちご 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

1 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 
1 回  

ｾﾙﾘｰ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理土壌混

和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

れんこん ｸﾜｲｸﾋﾞﾚｱﾌﾞﾗﾑｼ 3 kg/10 a 植付時 1 回 
植溝処理土壌混

和 
4 回以内(植付時ま

での処理は 1 回以
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

4~6 kg/10 a 
収穫 7 日

前まで 
3 回以内 

湛水散布 
内､植付後は 3 回

以内) 
 

無人航空機によ

る散布 
 

じゅんさ

い 
ﾄﾗﾌﾕｽﾘｶ 4 kg/10 a 

収穫前日

まで 
2 回以内 湛水散布 2 回以内  

さとうき

び 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 4~6 kg/10 a 

植付時 1 回 
植溝処理土壌混

和 

7 回以内(植付時ま

での処理は 1 回以

内､植付後の粒剤

の処理は 3 回以

内､水和剤の処理

は 3 回以内) 

 

ﾒｲﾁｭｳ類 
ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ 
ｲｴｼﾛｱﾘ 
ｶﾝｼｬﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 

6~9 kg/10 a 

 

 

ｶﾝｼｬｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 
ｼﾛｽｼﾞｵｻｿﾞｳﾑｼ 

培土時 

3 回以内 

株元処理土壌混

和 

 

 

ｶﾝｼｬｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 
ｶﾝｼｬﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 
ﾒｲﾁｭｳ類 

収穫 30
日前まで 

株元散布 

 

 

 

かんきつ

(苗木) 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 10~20 g/樹 育苗期 3 回以内 株元散布 3 回以内  

らっかせ

い 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 3~6 kg/10 a は種時 1 回 

全面処理土壌混

和 
1 回  

とうがら

し類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1 g/株 

育苗期後

半 
1 回 

株元処理 
4 回以内(育苗期の

株元散布及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

は 3 回以内) 

 

定植時 
植穴処理土壌混

和 
 

さといも 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

6~9 kg/10 a 植付時 1 回 

作条処理土壌混

和 

5 回以内(植付時の

処理は 1 回以内､

培土時の処理は 1
回以内､散布は 3

回以内) 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
全面処理土壌混

和 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

培土時

(ただし､

収穫 60
日前ま

で) 

株元処理土壌混

和 
 

こんにゃ

く 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10 a 

植付時 

1 回 

植溝処理土壌混

和 
5 回以内(植付時及

び培土時の土壌混

和は 1 回以内､散

布は 3 回以内) 

 

培土時 
株元処理土壌混

和 
 

ｶﾘﾌﾗﾜｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 は種時 

1 回 

覆土混和 

4 回以内(定植時ま

での処理は合計 1
回以内､散布は 3

回以内) 

 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚ

ｲ 1 箱または

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ 1
冊(約 30×60 

cm､使用土壌

1.5~4 L)当り

50 g 

育苗期後

半 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟ

ｯﾄの上から散布

する 

 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 2 g/株 定植時 
植穴処理土壌混

和 
 

ごぼう 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 

6 kg/10 a 

は種時 

1 回 

播溝処理土壌混

和 

5 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､株元散布は 1
回以内､散布は 3

回以内) 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
収穫 60
日前まで 

株元散布  

にんじん 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

6~9 kg/10 a 

は種時 1 回 
全面処理土壌混

和 

7 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

株元灌注は 2 回以

内､散布は 2 回以

内､株元散布は 2
回以内) 

 

ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類  
収穫前日

まで 
2 回以内 株元散布 

ｵｸﾗ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 
収穫 30
日前まで 

1 回 株元散布 
4 回以内(株元散布

は 1 回以内､散布

は 3 回以内) 

 

豆類(未
成熟) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

は種後は 3 回以

内) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

いんげん

まめ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 

播溝処理土壌混

和 

4 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

は種後は 3 回以

内) 

 

ふき ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 9 kg/10 a 

生育期

(ただし､

収穫 30
日前ま

で) 

1 回 株元散布 1 回  

樹木類 
(げっき

つを除

く) 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 6~9 kg/10 a 生育期 5 回以内 株元散布 6 回以内  

げっきつ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 30~40 g/株 発生初期 6 回以内 生育期株元散布 

6 回以内 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 6~9 kg/10 a 生育期 5 回以内 株元散布  

きく 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

6 kg/10 a 

発生初期 4 回以内 生育期株元散布 4 回以内 

 

1~2 g/株 
(但し、

6kg/10a まで) 

 

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2 g/株 
(但し、

6kg/10a まで) 

 

 

花き類･

観葉植物 
(きくを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

6 kg/10 a 

発生初期 4 回以内 生育期株元散布 4 回以内 

 

1~2 g/株 
(但し、

6kg/10a まで) 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
2 g/株 

(但し、

6kg/10a まで) 
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（２）ベニカ粒剤 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

きゅうり 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 1~2 g/株 

育苗期後

半 

1 回 

株元処理 
4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 定植時 

植穴処理 
土壌混和 

 

 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2 g/株  

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

ﾒﾛﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1~2 g/株 

育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 
 

ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾄﾏﾄﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

2 g/株 
 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

すいか 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

 

かぼちゃ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

にがうり ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

うり類 
(漬物用､た

だし､とう

がん､食用

へちまを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

1 回  

とうがん ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

食用へち

ま 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 

植穴処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内) 

 

ﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1 g/株 
育苗期 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
育苗期後

半 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

1~2 g/株 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1 g/株 
育苗期 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 
 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
育苗期後

半 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

1~2 g/株 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

 

 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  

なす 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 
育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

4 回以内(育苗期の

株元処理及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 3 回以

内) 

 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

1 g/株 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 
 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

3 回以内 株元散布  
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1 g/株 

育苗期後

半 
1 回 

株元処理 

3 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､散布及び定植

後の株元散布は合

計 2 回以内) 

 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

1~2 g/株 

定植後 
但し､収

穫前日ま

で 

2 回以内 株元散布  

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 

は種時 

1 回 

覆土後ｾﾙ成

型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの

上から散布

する 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

3~6 kg/10 a 
播溝処理 
土壌混和 

 

 

6 kg/10 a 
地床育苗

期 
株元散布 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4 L)当り 50 g 

育苗期後

半 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散

布する 

 

 

 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾘﾑｼ類 

0.5 g/株 
育苗期後

半 

1 回 

株元処理 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

 

 

 

 
 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 

2 g/株 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

1~2 g/株 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

はくさい 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 は種時 

1 回 

覆土後ｾﾙ成

型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの

上から散布

する 5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾘﾑｼ類 

0.5g/株 
育苗期後

半 
株元処理 

 

 

 

 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

1~2 g/株 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 

2 g/株 
 

 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 は種時 

1 回 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の覆土に均

一に混和す

る 7 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内､定植

後の株元散布は 3
回以内)  

 

 

覆土後ｾﾙ成

型育苗ﾄﾚｲ

またはﾍﾟｰ

ﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの

上から散布

する 

 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.5 g/株 
育苗期後

半 
株元処理 

 

 

 
 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4L)当り 50 g 

育苗期後

半 

1 回 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散

布する 

7 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 3 回以内､定植

後の株元散布は 3
回以内)  

 

 

 

 
 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

2 g/株 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

はなっこ

りー 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 定植時 1 回 

作条処理 
土壌混和 

3 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 2 回以

内) 

 

だいこん ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

かぶ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

こまつな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

しゅんぎ

く 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

 

だいず 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

 

 

あずき ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

は種後は 3 回以内) 

 

なばな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

1 回  
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 

は種時 

1 回 

播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時及

び定植時の土壌混

和は合計 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

定植時 
作条処理 
土壌混和 

 

ﾚﾀｽ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

2 g/株 定植時 

1 回 

植穴処理 
土壌混和 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

0.5 g/株 

育苗期後

半 

株元処理  

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4 L)当り 50 g 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散

布する 

 

非結球ﾚﾀｽ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊

(30×60cm､使用土

壌約 1.5~4 L)当り

50 g 

育苗期後

半 
1 回 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散

布する 

5 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内､定植後の散布

は 2 回以内､定植

後の株元散布は 2
回以内) 

 

0.5 g/株 株元処理  

みずな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

6 kg/10a 

は種時 

1 回 

作条処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時ま

での処理は 1 回以

内) 

 

 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾀﾈﾊﾞｴ 

植付時 
植溝処理 
土壌混和 

 

 

 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

3~6 kg/10 a 
収穫 3 日

前まで 
4 回以内 株元散布 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ﾈﾀﾞﾆ類 6 kg/10 a  

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ﾈﾀﾞﾆ類 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

3~4 L)当り 50 g 

育苗期後

半 
1 回 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散

布する 

 

あさつき 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

3~6 kg/10 a 
収穫 3 日

前まで 
4 回以内 株元散布 4 回以内 

 

 

わけぎ 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

3~6 kg/10 a 
収穫 3 日

前まで 
4 回以内 株元散布 4 回以内 

 

 

らっきょ

う 
ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ﾈﾀﾞﾆ類 

6 kg/10 a 
収穫 21
日前まで 

2 回以内 株元散布 2 回以内 
 

 

くわい ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 
収穫 7 日

前まで 
3 回以内 湛水散布 3 回以内  

ばれいし

ょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10 a 植付時 1 回 

植溝処理 
土壌混和 

4 回以内(植付時の

土壌混和は 1 回以

内､植付後は 3 回

以内) 

 

かんしょ 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
ﾄﾋﾞｲﾛﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ 

6~9 kg/10 a 植付前 
1 回 

作条処理 
土壌混和 3 回以内(植付前の

処理は 1 回以内､

植付後は 2 回以内) 

 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
全面処理 
土壌混和 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a 育苗期 株元処理  

やまのい

も 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

6~9 kg/10 a 植付時 1 回 
作条処理 
土壌混和 

4 回以内(植付時ま

での処理は 1 回以

内､植付後は 3 回

以内) 

 

さとうき

び 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 4~6 kg/10 a 

植付時 1 回 
植溝処理 
土壌混和 

7 回以内(植付時ま

での処理は 1 回以

内､植付後の粒剤

の処理は 3 回以

内､水和剤の処理

は 3 回以内) 

 

ﾒｲﾁｭｳ類 
ｱｵﾄﾞｳｶﾞﾈ 
ｲｴｼﾛｱﾘ 
ｶﾝｼｬﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 6~9 kg/10 a 

 

 

ｶﾝｼｬｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 
ｼﾛｽｼﾞｵｻｿﾞｳﾑｼ 

培土時 3 回以内 
株元処理 
土壌混和 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ｶﾝｼｬｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 
ｶﾝｼｬﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 
ﾒｲﾁｭｳ類 

収穫 30
日前まで 

株元散布 

 

 

いちご 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

1 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

1 回  

ｾﾙﾘｰ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 2 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

4 回以内(定植時の

土壌混和は 1 回以

内､散布は 3 回以

内) 

 

かんきつ

(苗木) 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 10~20 g/樹 育苗期 3 回以内 株元散布 3 回以内  

らっかせ

い 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 3~6 kg/10 a は種時 1 回 

全面処理 
土壌混和 

1 回  

とうがら

し類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1 g/株 

育苗期後

半 
1 回 

株元処理 
4 回以内(育苗期の

株元散布及び定植

時の土壌混和は合

計 1 回以内､散布

は 3 回以内) 

 

定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

さといも 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

6~9 kg/10 a 

植付時 

1 回 

作条処理 
土壌混和 

5 回以内(植付時の

処理は 1 回以内､

培土時の処理は 1
回以内､散布は 3

回以内) 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

全面処理 
土壌混和 

 

培土時(た
だし､収

穫 60 日

前まで) 

株元処理土

壌混和 
 

こんにゃ

く 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10 a 

植付時 
1 回 

植溝処理 
土壌混和 

5 回以内(植付時及

び培土時の土壌混

和は 1 回以内､散

布は 3 回以内) 

 

培土時 
株元処理 
土壌混和 

 

ｶﾘﾌﾗﾜｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

0.25 g/株 は種時 

1 回 

覆土混和 

4 回以内(定植時ま

での処理は合計 1
回以内､散布は 3

回以内) 

 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(約
30×60 cm､使用土

壌 1.5~4 L)当り

50 g 

育苗期後

半 

ｾﾙ成型育苗

ﾄﾚｲまたは

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散

布する 

 

ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 2 g/株 定植時 
植穴処理 
土壌混和 

 

ごぼう 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 

6 kg/10 a は種時 1 回 
播溝処理 
土壌混和 

5 回以内(は種時の

土壌混和は 1 回以
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
収穫 60
日前まで 

株元散布 
内､株元散布は 1
回以内､散布は 3

回以内) 

 

にんじん 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

6~9 kg/10 a 

は種時 1 回 
全面処理 
土壌混和 

7 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

株元灌注は 2 回以

内､散布は 2 回以

内､株元散布は 2
回以内) 

 

ﾋｮｳﾀﾝｿﾞｳﾑｼ類 
収穫前日

まで 
2 回以内 株元散布  

ｵｸﾗ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 1~2 g/株 
収穫 30
日前まで 

1 回 株元散布 
4 回以内(株元散布

は 1 回以内､散布

は 3 回以内) 

 

豆類(未成

熟) 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 

播溝処理 
土壌混和 

4 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

は種後は 3 回以内) 

 

いんげん

まめ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10 a は種時 1 回 

播溝処理土

壌混和 

4 回以内(は種時の

処理は 1 回以内､

は種後は 3 回以内) 
 

ふき ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 9 kg/10 a 

生育期(た
だし､収

穫 30 日

前まで) 

1 回 株元散布 1 回  

樹木類 
(げっきつ

を除く) 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 6~9 kg/10 a 生育期 5 回以内 株元散布 6 回以内  

げっきつ 
ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ 30~40 g/株 発生初期 6 回以内 

生育期株元

散布 
6 回以内 

 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類 6~9 kg/10 a 生育期 5 回以内 株元散布  

きく 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

6 kg/10 a 

発生初期 4 回以内 
生育期株元

散布 
4 回以内 

 

1~2 g/株 
(但し、6kg/10a

まで) 

 

ﾏﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

2 g/株 
(但し、6kg/10a

まで) 

 

 

花き類･観

葉植物 
(きくを除

く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

6 kg/10 a 

発生初期 4 回以内 
生育期株元

散布 
4 回以内 

 

1~2 g/株 
(但し、6kg/10a

まで) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
2 g/株 

(但し、6kg/10a
まで) 
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４．登録番号 20801：ダントツ粉剤ＤＬ、                     

登録番号 21595：協友ダントツ粉剤ＤＬ                        

（クロチアニジン 0.15%粉剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

稲 

ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 

3~4 kg/10 a 

収穫7日
前まで 

3回以内 散布 

4回以内 
(直播でのは種時又

は移植時までの処

理は1回以内､本田

での散布､空中散

布､無人ﾍﾘ散布は

合計3回以内) 

ｲﾅｺﾞ類 4 kg/10 a 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

3 kg/10 a 

だいず 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

4 kg/10 a 
収穫7日
前まで 

3回以内 散布 
4回以内(は種時の

土壌混和は1回以

内､散布は3回以内) 

 

作物名 適用場所 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

水田作

物､畑

作物(休
耕田) 

ﾖｼ､ｵｷﾞ､ｽｽ

ｷ､ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞ

ﾁｿｳ等の多

年生雑草が

優占してい

る休耕田 

ｶﾒﾑｼ類 3~4 kg/10 a - 4回以内 散布 4回以内 
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５．登録番号 20804：ハスラー粉剤ＤＬ                                         

（カルタップ 2.0%・クロチアニジン 0.15%・バリダマイシン 0.30%・フェリムゾン

2.0%・フサライド 1.5%粉剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 

ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
いもち病 

3~4 kg/10 a 

収穫21日前

まで 
2回以内 散布 

ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｶﾒﾑｼ類 
紋枯病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
変色米(ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌) 
内穎褐変病 

4 kg/10 a 

 

ｶﾙﾀｯﾌﾟを含む農薬の

総使用回数 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農薬

の総使用回数 
ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝを含む

農薬の総使用回数 
ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを含む農

薬の総使用回数 
ﾌｻﾗｲﾄﾞを含む農

薬の総使用回数 

6回以内 
(浸種前は1回以内､ 
浸種後から直播での

は種時又は移植時ま

での処理は1回以内) 

4回以内 
(直播でのは種時又

は移植時までの処理

は1回以内､ 
本田での散布､空中

散布､無人航空機散

布は合計3回以内) 

6回以内 
(育苗箱灌注は1回

以内､ 
本田では5回以内) 

2回以内 3回以内 
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６．登録番号 20827：ダントツ箱粒剤、                      

登録番号 21594：協友ダントツ箱粒剤                    

（クロチアニジン 1.5%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

湛水直播

水稲 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a は種時 1 回 

は種同

時施薬

機を用

いて土

中施用

する｡ 

4 回以内 
(は種時までの処理

は 1 回以内､本田で

の散布､空中散布､

無人航空機散布は

合計 3 回以内) 

稲 
(箱育苗) 

ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

移植 3 日前 
~ 

移植当日 

1 回 

育苗箱

の上か

ら均一

に散布

する｡ 

4 回以内 
(移植時までの処理

は 1 回以内､本田で

の散布､空中散布､

無人航空機散布は

合計 3 回以内) 

高密度には種する場

合は 1 kg/10 a(育苗箱

(30×60×3 cm､使用土

壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100g) 

 

 

 

 

 
 

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ 

育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50 g 

移植当日 

 

高密度には種する場

合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 L) 
1 箱当り 50~100 g) 
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７．登録番号 21186：ブラシンダントツ粉剤ＤＬ                     

（クロチアニジン 0.15%・フェリムゾン 2.0%・フサライド 1.5%粉剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

3~4 kg/10 a 収穫7日前まで 2回以内 散布 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｻﾗｲﾄﾞを含む 
農薬の総使用回数 

4回以内 
(直播でのは種時又は移植時

までの処理は1回以内､ 
本田での散布､空中散布､無

人ﾍﾘ散布は合計3回以内) 

2回以内 3回以内 
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８．登録番号 21218：ブラシンダントツＨ粉剤ＤＬ                 

（クロチアニジン 0.50%・フェリムゾン 2.0%・フサライド 1.5%粉剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
ごま葉枯病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｶﾒﾑｼ類 

3~4 kg/10 a 収穫7日前まで 2回以内 散布 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｻﾗｲﾄﾞを含む 
農薬の総使用回数 

4回以内 
(直播でのは種時又は移植時

までの処理は1回以内､ 
本田での散布､空中散布､無

人ﾍﾘ散布は合計3回以内) 

2回以内 3回以内 
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９．登録番号 21226：ダントツオリゼメート１０箱粒剤                

（クロチアニジン 1.5%・プロベナゾール 10.0%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

育苗箱(30×60×3 cm､使用土壌約5 L) 
1箱当り50 g 

移植3日前 
~ 

移植当日 
1回 

育苗箱の苗

の上から均

一に散布す

る｡ 

高密度には種する場合は1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm､使用土壌約5 L) 

1箱当り50~100 g) 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌﾟﾛﾍﾞﾅｿﾞｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

4回以内 
(移植時までの処理は1回以内､ 
本田での散布､空中散布､無人航

空機散布は合計3回以内) 

2回以内 
(移植時までの処理は1回以内） 
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１０．登録番号 21242：ダントツＨ粉剤ＤＬ、                   

登録番号 21627：協友ダントツＨ粉剤ＤＬ                    

（クロチアニジン 0.5%粉剤） 

作物名 適用場所 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

稲 - 

ｶﾒﾑｼ類 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

3~4 kg/10 a 
収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内 
(直播でのは種時又

は移植時までの処

理は 1 回以内､本田

での散布､空中散

布､無人航空機散布

は合計 3 回以内) 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 3 kg/10 a 

だいず - 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 
ｳｺﾝﾉﾒｲｶﾞ 

4 kg/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回以内 散布 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､散布は

3 回以内) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

3~4 kg/10 a 

水田作

物､畑

作物

(休耕

田) 

ﾖｼ､ｵｷﾞ､ｽｽ

ｷ､ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞ

ﾁｿｳ等の多

年生雑草が

優占してい

る休耕田 

ｶﾒﾑｼ類 3~4 kg/10 a - 4 回以内 散布 4 回以内 
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１１．登録番号 21258：ダントツフロアブル、                   

登録番号 21547：協友ダントツフロアブル、                  

登録番号 22101：ダントツ EX フロアブル                                      

（クロチアニジン 20.0%水和剤） 

（１）ダントツフロアブル、協友ダントツフロアブル 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の

使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

稲 

ｲﾅｺﾞ類 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

5000 倍 
60~150 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回 
以内 

散布 4 回以内 
(直播でのは種時

又は移植時までの

処理は 1 回以内､

本田での散布､空

中散布､無人航空

機散布は合計 3 回

以内) 

ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

1250 倍 25 L/10 a 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

90 倍 3 L/10 a 
空中散布 

ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

24 倍 800 mL/10 a 
無人航空機

による散布  

湛水直

播水稲 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ 

原液 
種もみ 

3 kg 当り 
75 mL/10 a 

は種前 1 回 塗沫処理 

4 回以内 
(は種時までの処

理は 1 回以内､本

田での散布､空中

散布､無人航空機

散布は合計 3 回以

内) 

 

 

だいず 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

2500 
~ 

5000 倍 100~300 
 L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回 
以内 

散布 4 回以内 
(は種時の土壌混

和は 1 回以内､散

布は 3 回以内) 

 

 

 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 
ﾀﾞｲｽﾞｸｷﾀﾏﾊﾞｴ 

2500 倍 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

24 倍 800 mL/10 a 
無人航空機

による散布 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の

使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ばれい

しょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5000 倍 

100~300 
 L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回 
以内 

散布 

4 回以内 
(植付時の土壌混

和は 1 回以内､植

付後は 3 回以内) 

 

さとう

きび 

ｻﾄｳｷﾋﾞﾁﾋﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
ｶﾝｼｬｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｶﾝｼｬﾜﾀｱﾌﾞﾗﾑｼ 

2500 
~ 

5000 倍 100~300 
 L/10 a 

収穫 30
日前まで 

3 回 
以内 

散布 

7 回以内 
(植付時までの処

理は 1 回以内､植

付後の粒剤の処理

は 3 回以内､水和

剤の処理は 3 回以

内) 

 

 

 
 

ﾒｲﾁｭｳ類 2500 倍  

ｶﾝｼｬｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ 
ﾒｲﾁｭｳ類 

24 倍 2.4 L/10 a 
無人航空機

による散布 

 

 

 
 
（２）ダントツ EX フロアブル 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の

使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

稲 

ｲﾅｺﾞ類 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

5000 倍 
60~150 
L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回 
以内 

散布 

4 回以内 
(直播でのは種時

又は移植時までの

処理は 1 回以内､

本田での散布､空

中散布､無人航空

機散布は合計 3 回

以内) 

ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

1250 倍 25 L/10 a 

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

90 倍 3 L/10 a 
空中散布 

ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類(ｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐ
ﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒを除く) 

24 倍 

800 mL/10 a 
無人航空機

による散布  ｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶ

ﾒ 

24 
~ 

36 倍 

ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 36 倍 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の

使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

直播水

稲 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

原液 

種もみ 
3 kg 当り 

75 mL/10 a 
は種前 1 回 塗沫処理 

4 回以内 
(は種時までの処

理は 1 回以内､本

田での散布､空中

散布､無人航空機

散布は合計 3 回以

内) 

 

 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ 

種もみ 
8~10 kg 当

り 
75 mL/10 a 

だいず 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 
ﾌﾀｽｼﾞﾋﾒﾊﾑｼ 

2500 
~ 

5000 倍 100~300 
 L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回 
以内 

散布 4 回以内 
(は種時の土壌混

和は 1 回以内､散

布は 3 回以内) 

 

 

 

ﾏﾒｼﾝｸｲｶﾞ 
ﾀﾞｲｽﾞｸｷﾀﾏﾊﾞｴ 

2500 倍 

 

 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶﾒﾑｼ類 

24 倍 800 mL/10 a 
無人航空機

による散布 

 

 

ばれい

しょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5000 倍 

100~300 
 L/10 a 

収穫 7 日

前まで 
3 回 
以内 

散布 

4 回以内 
(植付時の土壌混

和は 1 回以内､植

付後は 3 回以内) 
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１２．登録番号 21267：モリエートＳＣ                     

（クロチアニジン 30.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 
希釈倍

数 
使用液量 使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む農薬の

総使用回数 

まつ 
(生立木) 

ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ

成虫 

800 倍 
3 L/本 

(樹高 10 m) 

成虫の発生期 

4 回以内 

散布 

6 回以内 1000 倍 
成虫の発生初

期及び発生最

盛期直前 100 倍 3 L/10 a 
無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ

による散布 
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１３．登録番号 21624：ビームダントツＨ粉剤ＤＬ                      

（クロチアニジン 0.50%・トリシクラゾール 1.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
ｶﾒﾑｼ類 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

3~4 kg/10 a 収穫 7 日前まで 2 回以内 散布 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
(直播でのは種時又は移植時

までの処理は 1 回以内､ 
本田での散布､空中散布､無

人ﾍﾘ散布は合計 3 回以内) 

4 回以内 
(育苗箱への処理は 1 回以内､ 

本田では 3 回以内) 
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１４．登録番号 21702：ブラシンダントツフロアブル                     

（クロチアニジン 6.6%・フェリムゾン 15.0%・フサライド 15.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

8 倍 800 mL/10 a 

収穫 7 日

前まで 
2 回以内 

無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰに

よる散布  
 

空中散布 

 
 
 

30 倍 3 L/10 a 
 
 
 

300 倍 25 L/10 a 

散布 

 
 
 

いもち病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
ごま葉枯病 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｲﾅｺﾞ類 

1000 倍 60~150 L/10 a 

 
 
 
 
 
 
 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｻﾗｲﾄﾞを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
(直播でのは種時又は移植時ま

での処理は 1 回以内､ 
本田での散布､空中散布､無人ﾍ

ﾘ散布は合計 3 回以内) 

2 回以内 3 回以内 
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１５．登録番号 21733：オルトランＤＸ粒剤                   

（アセフェート 2.5%・クロチアニジン 0.25%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用

時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｱｾﾌｪｰﾄを 
含む農薬の 
総使用回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

花き類･観葉

植物 (ばら､

ﾍﾞｺﾞﾆｱ､はぼ

たん､ｶﾞｰﾍﾞﾗ

を除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
1 g/株 

(但し､40 
g/m2 まで) 

発生

初期 
4 回以内 

生育期 
株元処理 

5 回以内 

4 回以内 
ばら 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 
ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 

2 g/株 
(但し､40 

g/m2 まで) 

ﾍﾞｺﾞﾆｱ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 

はぼたん 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｵﾑｼ 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 6 回以内 

ｸﾛﾄﾝ ﾐｶﾝｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

ﾄﾏﾄ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

1 g/株 

定植

時 
1 回 

植穴処理 
土壌混和 

1 回 

4 回以内 
(育苗期の株

元処理及び

定植時の土

壌混和は合

計 1 回以内､ 
散布及び定

植後の株元

散布は合計

3 回以内) 

なす 

2 g/株 
きゅうり ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
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１６．登録番号 21974：ラブサイドダントツフロアブル                     

（クロチアニジン 6.6%・フサライド 20.0%水和剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
希釈 
倍数 

使用 
液量 

使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

8 倍 800 mL/10 a 

収穫 
7 日前 
まで 

3 回 
以内 

無人航空機 
による散布 

空中散布 

いもち病 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｶﾒﾑｼ類 

300 倍 25 L/10 a 

散布 

1000 倍 
60~150 
L/10 a 

2 回 
以内 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｻﾗｲﾄﾞを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
（直播でのは種時又は移植時ま

での処理は 1 回以内、 
本田での散布、空中散布、無人

航空機散布は合計 3 回以内） 

3回以内 
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１７．登録番号 22122：ワンリード箱粒剤０８、                  

登録番号 22174：クミアイワンリード箱粒剤０８              

（クロチアニジン 0.80%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 

育苗箱(30×60×3 cm､使用

土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種前 

1 回 

育苗箱の床

土に均一に

混和する｡ 高密度には種する場合は

1 kg/10 a(育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約 5 L)1 箱

当り 50~100 g) 

 

 

 

育苗箱(30×60×3 cm､使用

土壌約 5 L)1 箱当り 50 g 

は種時覆土前 
~ 

移植当日 

育苗箱の上

から均一に

散布する｡ 

 

 

 
 

高密度には種する場合は

1 kg/10 a(育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約 5L)1 箱当

り 50~100 g) 

 

 

 

 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
(移植時までの処理は 1 回以内､ 
本田での散布､空中散布､無人航

空機散布は合計 3 回以内) 
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１８．登録番号 22257：ノンブラスダントツフロアブル                  

（クロチアニジン 6.6%・トリシクラゾール 8.0%・フェリムゾン 15.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

8 倍 800 mL/10 a 

収穫 
7 日前まで 

2 回以内 

空中散布 

無人航空機 
による散布 

いもち病 
ｶﾒﾑｼ類 

300 倍 25 L/10 a 

散布 
いもち病 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

1000 倍 
60~150 
L/10 a 

 

 

 

 

 

 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
（直播でのは種時又は移植時ま

での処理は 1 回以内、 
本田での散布、空中散布、無人

航空機散布は合計 3 回以内） 

4 回以内 
(育苗箱への処理は 1 回以内､

本田では 3 回以内) 
2 回以内 
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１９．登録番号 22391：モリエートマイクロカプセル、               

登録番号 22392：ヤシマモリエートマイクロカプセル                

（クロチアニジン 7.5%マイクロカプセル剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 

を含む農薬の 
総使用回数 

まつ 
(生立木) 

ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ

成虫 

200倍 
3 L/本 

(樹高10 m) 
成虫の 
発生初期 

4回以内 

散布 

6回以内 

15倍 3 L/10 a 
無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ

による散布 
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２０．登録番号 22506：ベニカＸファインスプレー                  

（クロチアニジン 0.0080%・フェンプロパトリン 0.010%・メパニピリム 0.020%水

和剤） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用 
時期 

本剤 
の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

きゅうり 

うどんこ病 
褐斑病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

原液 

収穫前

日まで 

3 回 
以内 

散布 

4回以内 
(育苗期の株

元処理及び

定植時の土

壌混和は合

計1回以内､ 
散布及び定

植後の株元

散布は合計3
回以内) 

5回以内 

4回以内 
なす 

うどんこ病 
灰色かび病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ﾄﾏﾄ 灰色かび病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

3回以内 

ﾐﾆﾄﾏﾄ 1 回 1回 

花き類･観

葉植物 
(ばら、花

月を除く) 

うどんこ病 
灰色かび病 

発病初

期 
4 回 
以内 

散布 4 回以内 6回以内 5 回以内 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 

花月 

うどんこ病 
灰色かび病 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾐｶﾝｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用 
時期 

本剤 
の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ばら 

うどんこ病 
灰色かび病 
黒星病 

原液 
発病初

期 

4 回 
以内 

散布 

4 回以内 6回以内 5 回以内 

ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類成虫 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 
ﾊﾀﾞﾆ類 

樹木類 
(つつじ類､ 
ひいらぎも

くせい､まさ

きを除く) 

うどんこ病 

5 回 
以内 

6 回以内 6回以内 5 回以内 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 

つつじ類 

うどんこ病 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 

ひいらぎも

くせい 

うどんこ病 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾍﾘｸﾞﾛﾃﾝﾄｳﾉﾐﾊﾑｼ 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 

まさき 

うどんこ病 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
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２１．登録番号 22576：ベニカＸファインエアゾール                  

（クロチアニジン 0.032%・フェンプロパトリン 0.020%・メパニピリム 0.040%エア

ゾル） 

作物名 
適用 

病害虫名 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

花き類･観葉植物 
(ばら､ﾍﾞｺﾞﾆｱを除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4 回以内 

噴射液が 
均一に付着するように約 30 cm
離れた所から数回断続して噴

射する。 

ばら 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾊﾞﾁ類 
うどんこ病 
黒星病 

ﾍﾞｺﾞﾆｱ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

樹木類 
(つつじ類､さるすべりを除

く) 
ｹﾑｼ類 

つつじ類 
ｹﾑｼ類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 

さるすべり 
ｹﾑｼ類 
うどんこ病 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾒﾊﾟﾆﾋﾟﾘﾑを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 6 回以内 5 回以内 
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２２．登録番号 22593：ベニカ液剤、                       

登録番号 22876：ベニカマツケア                      

（クロチアニジン 2.0%液剤） 

（１）ベニカ液剤 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用

方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

かんきつ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

500 倍 

200~700 
mL/m2 

収穫 
前日まで 

3 回以内 

散布 

6 回以内 
(樹幹散布は 3 回

以内､ 
散布及び無人航

空機散布は合計 3
回以内) 

うめ 
収穫 

3 日前ま

で 
3 回以内 

かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 

収穫 
7 日前ま

で 
だいこん ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

100~300 
mL/m2 

2 回以内 

3 回以内 
(は種時の土壌混

和は 1 回以内､ 
は種後は 2 回以

内) 

なす 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 250 倍 

収穫 
前日まで 

3 回以内 

4 回以内 
(育苗期の株元処

理及び定植時の

土壌混和は合計 1
回以内、 

散布及び定植後

の株元散布は合

計 3 回以内) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

500 倍 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

きゅうり 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

ｷｬﾍﾞﾂ 
ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

250 倍 
収穫 

3 日前ま

で 
2 回以内 

3 回以内 
(定植時までの 

処理は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内) 

花き類･観葉

植物(ばらを

除く) 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

500 倍 － 4 回以内 4 回以内 

ばら 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用

方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 
樹木類 

(つつじ類､ 
さんごじゅ､ 
あかまつ､ 

くろまつを除

く) 

ｹﾑｼ類 250 倍 
200~700 
mL/ m2 

－ 

6 回以内 散布 6 回以内 
つつじ類 

100~300 
mL/m2 ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 500 倍 

さんごじゅ 
ｹﾑｼ類 
ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ 

250 倍 
200~700 
mL/m2 

あかまつ 
くろまつ 

ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ成虫 60 倍 
3 L/本 

(樹高 10 m) 

成虫の 
発生直前

から 
発生初期 

ｹﾑｼ類 250 倍 
200~700 
mL/m2 

－ 

 

（２）ベニカマツケア 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用

方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回

数 

あかまつ 
くろまつ 

ﾏﾂﾉﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ成虫 60 倍 
3L/本 

(樹高 10m) 

成虫の 
発生直前

から 
発生初期 

4 回以内 散布 6 回以内 樹木類 ｹﾑｼ類 

250 倍 
200~700 

L/10a 
－ さんごじゅ ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ 

つつじ類 ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 500 倍 
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２３．登録番号 22672：ベニカケムシエアゾール                  

（クロチアニジン 0.032%・フェンプロパトリン 0.020%エアゾル） 

 

 

 

 

 

作物名 
適用 

病害虫名 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

樹木類 
(つつじ類､まさき､ 
くちなし､さんご

じゅ､さるすべり

を除く) 

ｹﾑｼ類 

4 回以内 

噴射液が均一に付着す

るように約 30 cm 以上

離れた所から数回断続

して噴射する。 

4 回以内 

6 回以内 

つつじ類 
ｹﾑｼ類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 

まさき 
ｹﾑｼ類 
ﾐﾉｳｽﾊﾞ 

6 回以内 

くちなし 
ｹﾑｼ類 
ｵｵｽｶｼﾊﾞ 

4 回以内 さんごじゅ 
ｹﾑｼ類 
ｻﾝｺﾞｼﾞｭﾊﾑｼ 

さるすべり 
ｹﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
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２４．登録番号 22698：スタウトダントツ箱粒剤                      

（クロチアニジン 1.5%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含
む農薬の総使

用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

稲 
(箱育苗) 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病 
いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約
5 L)1箱当り50 g 

は種前 

1回 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和する｡ 

4回以内(移植
時までの処理
は1回以内､本
田での散布、
空中散布、無
人航空機散布
は合計3回以

内) 

3回以内(移植
時までの処理
は1回以内､本
田では2回以

内) 

高密度には種
する場合は1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､使
用土壌約5 L)1
箱当り50~100 

g) 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉枯
病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約
5 L)1箱当り50 g 

は種時
(覆土
前)~移
植当日 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する｡ 

高密度には種
する場合は1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､使
用土壌約5 L)1
箱当り50~100 

g) 

苗腐敗症(もみ枯
細菌病菌) 
苗立枯細菌病 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約
5 L)1箱当り50 g 

は種時
(覆土
前) 

高密度には種
する場合は1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､使
用土壌約5 L)1
箱当り50~100 

g) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含
む農薬の総使

用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

稲 
いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a 移植時 1回 
側条施

用 

4回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は1回
以内､本田で
の散布､空中
散布､無人航
空機散布は合
計3回以内) 

3回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は1回
以内､本田で
は2回以内) 

湛水直
播水稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a は種時 1回 

は種同
時施薬
機を用
いて土
中施用
する｡ 

4回以内(は種
時までの処理
は1回以内､本
田での散布、
空中散布、無
人航空機散布
は合計3回以

内) 

3回以内(は種
時までの処理
は1回以内､本
田では2回以

内) 
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２５．登録番号 22699：スタウトダントツ箱粒剤０８、               

登録番号 22700：ツインターボ箱粒剤０８                  

（クロチアニジン 0.80%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 

本剤

の使

用回

数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む農薬の

総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを

含む農薬

の総使用

回数 

湛水直

播水稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a は種時 1回 

は種同時施

薬機を用い

て土中施用

する｡ 

4回以内(は種

時までの処

理は1回以

内､本田での

散布､空中散

布､無人航空

機散布は合

計3回以内) 

3回以内

(は種時ま

での処理

は1回以

内､本田で

は2回以

内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲 
(箱育苗) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま

葉枯病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞ 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

は種前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

育苗箱の床

土又は覆土

に均一に混

和する｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4回以内(移植

時までの処

理は1回以

内､本田での

散布､空中散

布､無人航空

機散布は合

計3回以内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3回以内

(移植時ま

での処理

は1回以

内､本田で

は2回以

内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高密度には種す

る場合は1 kg/10 
a(育苗箱

(30×60×3 cm､使

用土壌約5 L)1箱
当り50~100 g) 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

は種時(覆
土前)~移
植当日 

育苗箱の上

から均一に

散布する｡ 

高密度には種す

る場合は1 kg/10 
a(育苗箱

(30×60×3 cm､使

用土壌約5 L)1箱
当り50~100 g) 

ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

移植当日 
高密度には種す

る場合は1 kg/10 
a(育苗箱

(30×60×3 cm､使

用土壌約5 L)1箱
当り50~100 g) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 

本剤

の使

用回

数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを

含む農薬の

総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを

含む農薬

の総使用

回数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲 
(箱育苗) 

苗立枯細菌病 
苗腐敗症(も
み枯細菌病

菌) 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

は種前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1回 

育苗箱の床

土又は覆土

に均一に混

和する｡ 

 
 
 
 
 
 
 

4回以内(移植

時までの処

理は1回以

内､本田での

散布､空中散

布､無人航空

機散布は合

計3回以内) 

 
 
 
 
 
 
 

3回以内

(移植時ま

での処理

は1回以

内､本田で

は2回以

内) 

高密度には種す

る場合は1 kg/10 
a(育苗箱

(30×60×3 cm､使

用土壌約5 L)1箱
当り50~100 g) 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

は種時(覆
土前) 

育苗箱の上

から均一に

散布する｡ 
高密度には種す

る場合は1 kg/10 
a(育苗箱

(30×60×3 cm､使

用土壌約5 L)1箱
当り50~100 g) 

稲 
いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a 移植時 1回 側条施用 

4回以内(直播

でのは種時

又は移植時

までの処理

は1回以内､

本田での散

布､空中散

布､無人航空

機散布は合

計3回以内) 

3回以内

(直播での

は種時又

は移植時

までの処

理は1回以

内､本田で

は2回以

内) 
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２６．登録番号 22708：ツインターボフェルテラ箱粒剤                  

（クロチアニジン 1.5%・クロラントラニリプロール 0.75%・イソチアニル 2.0%粒

剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞ
ﾝを含む
農薬の
総使用
回数 

ｸﾛﾗﾝﾄﾗ
ﾆﾘﾌﾟﾛｰ
ﾙを含
む農薬
の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
白葉枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
内穎褐変病 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土

前)~移植
当日 

1 回 

育苗箱の
上から均
一に散布
する｡ 

4 回以内
(移植時
までの
処理は 1
回以内､
本田で
の散布､
空中散
布､無人
ﾍﾘ散布
は合計 3
回以内) 

1 回 

3 回以内
(移植時
までの
処理は 1
回以内､
本田で
は 2 回
以内) 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

苗腐敗症(も
み枯細菌病
菌) 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土前) 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種前 

育苗箱の
床土に均
一に混和
する｡ 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡ 

穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

育苗箱の
床土に均
一に混和
する｡ 

いもち病 
白葉枯病 
内穎褐変病 

育苗箱の
床土又は
覆土に均
一に混和
する｡ 
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２７．登録番号 22891：ノンブラスバリダダントツフロアブル                  

（クロチアニジン 6.6%・トリシクラゾール 8.0%・バリダマイシン 5.0%・フェリム

ゾン 15.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

稲 

いもち病 
紋枯病 
ｳﾝｶ類 
ｶﾒﾑｼ類 

8 倍 800 mL/10 a 

収穫 14 日

前まで 
2 回以内 

無人航空機 
による散布 

300 倍 25 L/10 a 

散布 

1000 倍 
60~150 
L/10 a 

穂枯れ 
(ごま葉枯病菌) 
ｲﾅｺﾞ類 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾄﾘｼｸﾗｿﾞｰﾙを含む 
農薬の総使用回数 

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
(は種時又は移植時まで

の処理は１回以内、本

田での散布、空中散

布、無人航空機散布は

合計 3 回以内) 

4 回以内 
(育苗箱への処理は 
1 回以内、本田では 

3 回以内) 

6 回以内 
(育苗箱灌注は 

1 回以内､本田では 
5 回以内) 

2 回以内 
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２８．登録番号 23033：箱いり娘粒剤                      

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%・イソチアニル 2.0%・フラメトピル

4.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞ
ﾝを含む
農薬の
総使用
回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ
を含む
農薬の
総使用
回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 

1 kg/10 a 移植時 1回 
側条施
用 

4回以内
(直播で
のは種
時又は
移植時
までの
処理は1
回以内､
本田で
の散布､
空中散
布､無人
航空機
散布は
合計3回
以内) 

3回以内
(直播で
のは種
時又は
移植時
までの
処理は1
回以内､
本田で
の散布
は2回以

内) 

3回以内
(直播で
のは種
時又は
移植時
までの
処理は1
回以内､
本田で
は2回以

内) 

2回以内
(直播で
のは種
時又は
移植時
までの
処理は1
回以内) 

湛水直
播水稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ 

1 kg/10 a は種時 1回 

は種同
時施薬
機を用
いて土
中施用
する｡ 

4回以内
(は種時
までの
処理は1
回以内､
本田で
の散布､
空中散
布､無人
航空機
散布は
合計3回
以内) 

3回以内
(は種時
までの
処理は1
回以内､
本田で
の散布
は2回以

内) 

3回以内
(は種時
までの
処理は1
回以内､
本田で
は2回以

内) 

2回以内
(は種時
までの
処理は1
回以内) 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
紋枯病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
内穎褐変病 
疑似紋枯症
(褐色紋枯病
菌) 
疑似紋枯症
(赤色菌核病
菌) 

育苗箱
(30×60×
3 cm､使
用土壌
約5 L)1
箱当り

50 g 

移植7
日前~
移植当

日 

1回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する｡ 

4回以内
(移植時
までの
処理は1
回以内､
本田で
の散布､
空中散
布､無人
航空機
散布は
合計3回
以内) 

3回以内
(移植時
までの
処理は1
回以内､
本田で
の散布
は2回以

内) 

3回以内
(移植時
までの
処理は1
回以内､
本田で
は2回以

内) 

2回以内
(移植時
までの
処理は1
回以内) 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞ
ﾝを含む
農薬の
総使用
回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ
を含む
農薬の
総使用
回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ
を含む
農薬の
総使用
回数 

疑似紋枯症
(褐色菌核病
菌) 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 

高密度
には種
する場
合は1 
kg/10 

a(育苗箱
(30×60×
3 cm､使
用土壌
約5 L)1
箱当り
50~100 

g) 
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２９．登録番号 23121：ベニカベジフルスプレー、                 

登録番号 23197：ガーデンアシスト V スプレー                                

（クロチアニジン 0.0080%液剤） 

（１）ベニカベジフルスプレー 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ぶどう ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

原液 

収穫前日まで 

3 回以内 

散布 

3 回以内 

もも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

収穫前日まで 

ネクタリン 収穫 3 日前まで 

うめ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 収穫前日まで 

かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 収穫 7 日前まで 

かんきつ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 

収穫前日まで 

6 回以内 
(樹幹散布は 3 回以

内､散布及び無人

航空機散布は合計

3 回以内) 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ ｹﾑｼ類 収穫 45 日前まで 

3 回以内 いちじく ｶﾐｷﾘﾑｼ類 収穫 3 日前まで 

りんご ｹﾑｼ類 

収穫前日まで 

おうとう 
ｶﾒﾑｼ類 

2 回以内 2 回以内 

ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 3 回以内 3 回以内 

ｵﾘｰﾌﾞ ｵﾘｰﾌﾞｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ 2 回以内 2 回以内 

にがうり ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

3 回以内 

4 回以内 
(定植時の土壌混和

は 1 回以内､散布

は 3 回以内) 

すいか 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

かぼちゃ 収穫 3 日前まで 

きゅうり 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

収穫前日まで 

4 回以内 
(育苗期の株元処理

及び定植時の土壌

混和は合計 1 回以

内､散布及び定植

後の株元散布は合

計 3 回以内) 

なす 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

原液 

収穫前日まで 

2 回以内  

散布 

3 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 2 回以

内) 

非結球ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫 3 日前まで 

5 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内､ 
定植後の株元散布

は 2 回以内) 

だいこん 収穫 7 日前まで 

3 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
は種後は 2 回以内) 

ｷｬﾍﾞﾂ 
ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

収穫 3 日前まで 

3 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ ｱｵﾑｼ 3 回以内 

4 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 3

回以内) 

はくさい ｱｵﾑｼ 収穫 3 日前まで 2 回以内 

5 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内､ 
定植後の株元散布

は 2 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

原液 

収穫 3 日前まで 

4 回以内 

散布 

4 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内) 

あさつき 
わけぎ 

4 回以内 

にら 

3 回以内 

3 回以内 
豆類 

(未成熟､ただ

し､えだまめを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

えだまめ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4 回以内 
(は種時の処理は 

1 回以内､は種後は

3 回以内) 

だいず ｶﾒﾑｼ類 収穫 7 日前まで 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

ｵｸﾗ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫前日まで 

3 回以内 未成熟 
とうもろこし 

収穫 3 日前まで 

とうがらし類 収穫前日まで 

かぶ 
しゅんぎく 

収穫 3 日前まで 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

非結球あぶら

な科葉菜類(こま

つな､ 
ﾁﾝｹ゙ ﾝｻｲ､なばな類､ 
みずなを除く) 

収穫 7 日前まで 3 回以内 

こまつな 収穫 3 日前まで 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 収穫 7 日前まで  

4 回以内 
(は種時及び定植時

の土壌混和は合計

1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

みずな ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ 

原液 

収穫 7 日前まで  

3 回以内 

散布 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

みつば ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫 3 日前まで 
ただし、伏せ込

み栽培は伏せ込

み前まで 

3 回以内 

ばれいしょ ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 収穫 7 日前まで 

4 回以内 
(植付時の土壌混和

は 1 回以内､ 
植付後は 3 回以内) 

花き類･観葉植

物(ｶﾞｰﾍﾞﾗ、 
ｶﾄﾚｱを除く) ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 - 

4 回以内 4 回以内 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ 
ｶﾄﾚｱ 

6 回以内 6 回以内 
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（２）ガーデンアシスト V スプレー 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ぶどう ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

原液 

収穫前日まで 

3 回以内 

散布 

3 回以内 

もも ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

収穫前日まで 

ネクタリン 収穫 3 日前まで 

うめ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 収穫前日まで 

かき ｶｷﾉﾍﾀﾑｼｶﾞ 収穫 7 日前まで 

かんきつ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾐｶﾝﾊﾓｸﾞﾘｶﾞ 

収穫前日まで 

6 回以内 
(樹幹散布は 3 回以

内､散布及び無人

航空機散布は合計

3 回以内) 

ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ ｹﾑｼ類 収穫 45 日前まで 

3 回以内 いちじく ｶﾐｷﾘﾑｼ類 収穫 3 日前まで 

りんご ｹﾑｼ類 

収穫前日まで 

おうとう 
ｶﾒﾑｼ類 

2 回以内 2 回以内 
ｷｳｲﾌﾙｰﾂ 3 回以内 3 回以内 

ｵﾘｰﾌﾞ ｵﾘｰﾌﾞｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ 2 回以内 2 回以内 

にがうり ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

3 回以内 

4 回以内 
(定植時の土壌混和

は 1 回以内､散布

は 3 回以内) 

すいか 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

かぼちゃ 収穫 3 日前まで 

きゅうり 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

収穫前日まで 

4 回以内 
(育苗期の株元処理

及び定植時の土壌

混和は合計 1 回以

内､散布及び定植

後の株元散布は合

計 3 回以内) 

なす 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ﾋﾟｰﾏﾝ ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 2 回以内 

3 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 2 回以

内) 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

非結球ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

原液 

収穫 3 日前まで 

2 回以内 

散布 

5 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内､ 
定植後の株元散布

は 2 回以内) 

だいこん 収穫 7 日前まで 

3 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
は種後は 2 回以内) 

ｷｬﾍﾞﾂ 
ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 

収穫 3 日前まで 

3 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ ｱｵﾑｼ 3 回以内 

4 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 3

回以内) 

はくさい ｱｵﾑｼ 

収穫 3 日前まで 

2 回以内 

5 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内､ 
定植後の株元散布

は 2 回以内) 

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
4 回以内 

4 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内) 
あさつき 
わけぎ 

4 回以内 

にら 

3 回以内 

3 回以内 
豆類 

(未成熟､ただ

し､えだまめを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

えだまめ 
ｶﾒﾑｼ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4 回以内 
(は種時の処理は 

1 回以内､は種後は

3 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

だいず ｶﾒﾑｼ類 

原液 

収穫 7 日前まで 

3 回以内 

散布 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

ｵｸﾗ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫前日まで 

3 回以内 
未成熟 

とうもろこし 
収穫 3 日前まで 

とうがらし類 収穫前日まで 

かぶ 
しゅんぎく 

収穫 3 日前まで 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

非結球あぶら

な科葉菜類(こま

つな､ 
ﾁﾝｹ゙ ﾝｻｲ、なばな類

を除く) 

収穫 7 日前まで 3 回以内 

こまつな 収穫 3 日前まで 

4 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 収穫 7 日前まで 

4 回以内 
(は種時及び定植時

の土壌混和は合計

1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

みつば 

収穫 3 日前まで 
ただし、伏せ込

み栽培は伏せ込

み前まで 

3 回以内 

ばれいしょ ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 収穫 7 日前まで 

4 回以内 
(植付時の土壌混和

は 1 回以内､ 
植付後は 3 回以内) 

花き類･観葉植

物(ｶﾞｰﾍﾞﾗ、 
ｶﾄﾚｱを除く) ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 - 

4 回以内 4 回以内 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ 
ｶﾄﾚｱ 

6 回以内 6 回以内 

 

 

 



 

97 

３０．登録番号 23130：ベニカＪスプレー                    

（クロチアニジン 0.0080%・フェンプロパトリン 0.010%液剤） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含

む農薬の総使

用回数 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝを

含む農薬の総

使用回数 

花き類･観葉植

物 
(ばら､きく､ 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ､ｶﾄﾚｱを

除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類 

原液 発生初期 

4 回以内 

散布 

4 回以内 

6 回以内 

ばら 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類 

きく 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類 6 回以内 6 回以内 

ｶﾄﾚｱ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類 

樹木類 
(つつじ類､ 
かなめもち 
を除く) 

ｹﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

6 回以内 6 回以内 
つつじ類 

ｹﾑｼ類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

かなめもち 
ｹﾑｼ類 
ｲﾗｶﾞ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
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３１．登録番号 23196：ワンリードＳＰ箱粒剤                  

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤

の 
使用

回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑを

含む農薬の

総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 
ｳﾝｶ類 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈｱｻﾞﾐｳﾏ 

育苗箱(30×60×3cm､使

用土壌約 5 L)1 箱当り

50 g 

は種

前 

1 回 

育苗箱

の床土

又は覆

土に均

一に混

和す

る。 

4 回以内(移植時

までの処理は 1
回以内､本田で

の散布､空中散

布､無人航空機

散布は合計 3 回

以内) 

3 回以内(移
植時までの

処理は 1 回

以内､本田

での散布は

2 回以内) 

高密度には種する場

合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 L)1 箱当

り 50~100 g) 

 
 
 
 
 
 
 
  

育苗箱 
(30×60×3 cm､使用土

壌約 5 L)1 箱当り 50 g は種

時(覆
土

前)~
移植

当日 

育苗箱

の上か

ら均一

に散布

する｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高密度には種する場

合は 1 kg/10 a 
(育苗箱(30×60×3 cm､

使用土壌約 5 L)1 箱当

り 50~100 g) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湛水直

播水稲 

ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

1 kg/10 a 
は種

時 
1 回 

は種同

時施薬

機を用

いて土

中施用

する｡ 

4 回以内(は種時

までの処理は 1
回以内､本田で

の散布､空中散

布､無人航空機

散布は合計 3 回

以内) 

3 回以内(は
種時までの

処理は 1 回

以内､本田

での散布は

2 回以内) 
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３２．登録番号 23206：スタウトダントツ顆粒水和剤、               

登録番号 23207：ツインターボ顆粒水和剤                 

（クロチアニジン 15.0%・イソチアニル 20.0%水和剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の使
用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む農
薬の総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含む
農薬の総使用

回数 

稲 
いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

100 g/10 a 移植時 1 回 

ﾍﾟｰｽﾄ肥料
に混合し
側条施肥
田植機で
施用する｡ 

4 回以内(直播での
は種時又は移植時
までの処理は 1 回
以内､本田での散
布､空中散布､無人
航空機散布は合計 3

回以内) 

3 回以内(直播
でのは種時又
は移植時まで
の処理は 1 回
以内､本田で
は 2 回以内) 

 

作物名 
適用 

病害虫名 
希釈倍数 使用液量 

使用
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを
含む農薬の
総使用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 

100 倍 

育苗箱
(30×60×3 

cm､使用土
壌約 5 L)1
箱当たり
500 mL 

移植
3 日
前~
移植
当日 

1 回 灌注 

4 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内､本田で
の散布､空中
散布､無人航
空機散布は
合計 3 回以

内) 

3 回以内(移
植時までの
処理は 1 回
以内､本田で
は 2 回以内) 

高密度には種
する場合は

100g/10a(育苗
箱(30×60×3 

cm､使用土壌約
5 L)1 箱当り

5~10 g(希釈倍
数 50~100 倍)) 
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３３．登録番号 23491：ベニカベジフルＶスプレー、                

登録番号 24518：ガーデンアシストＷスプレー                

（クロチアニジン 0.0080%・ミクロブタニル 0.0025%液剤） 

（１）ベニカベジフルＶスプレー 

作物名  
適用 

病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む
農薬の 

総使用回数 

ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙを
含む農薬の
総使用回数 

りんご ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

原液 

収穫 7 日 
前まで 

3 回以内 

散布 

3 回以内 
3 回以内 

なし ｹﾑｼ類 
収穫 14 日
前まで 

もも 
ｶﾒﾑｼ類 

収穫 7 日 
前まで 

4 回以内 

おうとう 
収穫 3 日 
前まで 

2 回以内 2 回以内 3 回以内 

かき うどんこ病 
収穫 7 日 
前まで 

3 回以内 

3 回以内 
5 回以内 

きゅうり 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

収穫前日 
まで 

4 回以内 
(育苗期の株元処
理及び定植時の
土壌混和は合計 1
回以内､散布及び
定植後の株元散
布は合計 3 回以

内) 

なす 4 回以内 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
葉かび病 

3 回以内 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

2 回以内 

3 回以内 
(定植時までの処
理は 1 回以内､散
布及び定植後の
株元散布は合計 2

回以内) 

4 回以内 

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 

収穫 7 日 
前まで 

3 回以内 

4 回以内 
(定植時までの処
理は 1 回以内) 

3 回以内 わけぎ 
4 回以内 

あさつき 
収穫 14 日 
前まで 

かぼちゃ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
収穫 3 日 
前まで 

4 回以内 
(定植時の土壌混
和は 1 回以内､散
布は 3 回以内) 

花き類･ 
観葉植物 

(きくを除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

発生初期 
4 回 
以内 

4 回以内 5 回以内 

きく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
白さび病 
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（２）ガーデンアシストＷスプレー 

作物名  
適用 

病害虫名 
希釈 
倍数 

使用時期 
本剤の 
使用 
回数 

使用
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む
農薬の 

総使用回数 

ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙを
含む農薬の
総使用回数 

なし ｹﾑｼ類 

原液 

収穫 14 日
前まで 

3 回以内 

散布 

3 回以内 
3 回以内 

もも 
ｶﾒﾑｼ類 

収穫 7 日 
前まで 

4 回以内 

おうとう 
収穫 3 日 
前まで 

2 回以内 2 回以内 3 回以内 

かき うどんこ病 
収穫 7 日 
前まで 

3 回以内 

3 回以内 
5 回以内 

きゅうり 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

収穫前日 
まで 

4 回以内 
(育苗期の株元処
理及び定植時の
土壌混和は合計
1 回以内､散布及
び定植後の株元
散布は合計 3 回

以内) 

なす 4 回以内 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
葉かび病 

3 回以内 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

2 回以内 

3 回以内 
(定植時までの処
理は 1 回以内､散
布及び定植後の
株元散布は合計

2 回以内) 

4 回以内 

ねぎ 

ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
収穫 7 日 
前まで 

3 回以内 

4 回以内 
(定植時までの処
理は 1 回以内) 3 回以内 

わけぎ 

4 回以内 
花き類･ 
観葉植物 

(きくを除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

発生初期 
4 回 
以内 

5 回以内 

きく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
白さび病 
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３４．登録番号 23511：箱王子粒剤                       

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用

回数 

湛水直
播水稲 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝ
ﾎﾞ 

1 kg/10 a は種時 1 回 

は種同
時施薬
機を用
いて土
中施用
する｡ 

4 回以内
(は種時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計 3 回以

内) 

3 回以内
(は種時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散布
は 2 回以

内) 

3 回以内
(は種時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
稲 

(箱育苗) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌
病 
内穎褐変病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 回 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和する｡ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計 3 回以

内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散布
は 2 回以

内) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 
は種時
(覆土

前)~移植
当日 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する｡ 

高密度には種
する場合は 1 

kg/10 a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

ｲﾈﾋﾒﾊﾓｸﾞﾘ
ﾊﾞｴ 

育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 
移植 3
日前~移
植当日 

高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 

苗腐敗症(も
み枯細菌病

育苗箱
(30×60×3 cm､

は種前 
育苗箱
の床土
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作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを
含む農薬
の総使用

回数 
 
 
 
 
 
 
 
稲 

(箱育苗) 

菌) 
苗立枯細菌
病 

使用土壌約 5 
L)1 箱当り 50 g 

 
 
 
 
 

1 回 

又は覆
土に均
一に混
和する｡ 

 
4 回以内

(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計 3 回以

内) 

 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
での散布
は 2 回以

内) 

 
 

3 回以内
(移植時ま
での処理
は 1 回以
内､本田
では 2 回
以内) 

高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 
育苗箱

(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り 50 g 

は種時
(覆土前) 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する｡ 

高密度には種
する場合は

1kg/10a(育苗箱
(30×60×3 cm､
使用土壌約 5 

L)1 箱当り
50~100 g) 
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３５．登録番号 23518：カイガラムシエアゾール                 

（クロチアニジン 0.030%・フェンプロパトリン 0.020%エアゾル） 

作物名 
適用 

病害虫名 
本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数 

花き類･観葉植物 
樹木類 

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 4 回以内 

噴射液が均一に

付着するように

約 30 cm 離れた

所から数回断続

して噴射する。 

4 回以内 6 回以内 
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３６．登録番号 23602：ハスラーＲＸ粉剤ＤＬ                   

（クロチアニジン 0.50%・メトキシフェノジド 0.50%・バリダマイシン 0.30%・フ

ェリムゾン 2.0%・フサライド 1.5%粉剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

稲 

いもち病 
紋枯病 
穂枯れ(ごま葉枯病菌) 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｶﾒﾑｼ類 

3~4 kg/10 a 

収穫 14 日前

まで 
2 回以内 散布 

内穎褐変病 
変色米(ｱﾙﾀﾅﾘｱ菌) 
変色米(ｶｰﾌﾞﾗﾘｱ菌) 
稲こうじ病 

4 kg/10 a 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾒﾄｷｼﾌｪﾉｼﾞﾄﾞを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾌｪﾘﾑｿﾞﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾌｻﾗｲﾄﾞを 
含む農薬の 
総使用回数 

4 回以内 
(直播でのは種時又

は移植時までの処

理は 1 回以内､ 
本田での散布､空

中散布､無人航空

機散布は合計 3 回

以内) 

3 回以内 

6 回以内 
(育苗箱灌注は 1 回

以内､ 
本田では 5 回以内) 

2 回以内 3 回以内 
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３７．登録番号 23603：チームワーク粉剤ＤＬ                  

（クロチアニジン 0.50%・バリダマイシン 0.30%・フサライド 2.5%粉剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

稲 

いもち病 
紋枯病 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｶﾒﾑｼ類 

3~4 kg/10 a 収穫 14 日前まで 3 回以内 散布 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾊﾞﾘﾀﾞﾏｲｼﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌｻﾗｲﾄﾞを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
(直播でのは種時又は移植時

までの処理は 1 回以内､ 
本田での散布､空中散布､無人

ﾍﾘ散布は合計 3 回以内) 

6 回以内 
(育苗箱灌注は 1 回以内､ 

本田では 5 回以内) 
3 回以内 
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３８．登録番号 23636：マッキーノ                       

（クロチアニジン 0.066%複合肥料）                  

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 使用時期 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

かんしょ ｺｶﾞﾈﾑｼ類 
45~67.5 kg 

/10 a 
植付前 1回 

全面処理土壌混和 3回以内 
(植付前の処理は1

回以内､ 
植付後は2回以内) 作条処理土壌混和 
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３９．登録番号 23732：フジワンダントツ粒剤                  

（クロチアニジン 1.5%・イソプロチオラン 12.0%粒剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
使用量 

使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 

を含む農薬の

総使用回数 

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 
を含む農薬の

総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

育苗箱 
(30×60×3 
cm、使用土

壌約5 L) 
1箱当り50 g 

緑化期 
~ 

移植当日 
1回 

本剤の 
所定量を

育苗箱の

上から均

一に散布

する 

4回以内 
(移植時まで

の処理は1回
以内、本田で

の散布、空中

散布、無人航

空機散布は合

計3回以内) 

3回以内 
(移植前は1回
以内、本田で

は2回以内) 

 

作物名 使用目的 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 

を含む農薬の

総使用回数 

ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 
を含む農薬の

総使用回数 

稲 
(箱育苗) 

根の伸長及

び発根促進 

育苗箱 
(30×60×3 
cm、使用土

壌約5 L) 
1箱当り50 g 

緑化始期 1回 

本剤の 
所定量を

育苗箱の

上から均

一に散布

する 

4回以内 
(移植時まで

の処理は1回
以内、本田で

の散布、空中

散布、無人航

空機散布は合

計3回以内) 

3回以内 
(移植前は1回
以内、本田で

は2回以内) 
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４０．登録番号 23813：ナイスパートナー                    

（クロチアニジン 20.0%水和剤） 

作物名 
適用 

病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

たばこ ﾓﾓｱｶｱﾌﾞﾗﾑｼ 5000 倍 
25~180 L 

/10 a 
収穫 20 日

前まで 
1 回 散布 1 回 
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４１．登録番号 23890：箱大臣粒剤                       

（クロチアニジン 1.5%・イソチアニル 2.0%・フラメトピル 4.0%粒剤） 

 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用
時期 

本剤の
使用回

数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む
農薬の総使用回

数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙ
を含む農
薬の総使
用回数 

稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 

1 kg/10 a 
移植
時 

1回 
側条施

用 

4回以内(直播で
のは種時又は移
植時までの処理
は1回以内､本田
での散布､空中
散布､無人航空
機散布は合計3

回以内) 

3回以内(直
播でのは種
時又は移植
時までの処
理は1回以
内､本田で
は2回以内) 

2回以内
(直播で
のは種時
又は移植
時までの
処理は1
回以内) 

湛水直
播水稲 

いもち病 
紋枯病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｷﾘｳｼﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ 

1 kg/10 a 
は種
時 

1回 

は種同
時施薬
機を用
いて土
中施用
する 

4回以内(は種時
までの処理は1
回以内､本田で
の散布､空中散
布､無人航空機
散布は合計3回

以内) 

3回以内(は
種時までの
処理は1回
以内､本田
では2回以

内) 

2回以内
(は種時
までの処
理は1回
以内) 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
紋枯病 
穂枯れ(ごま
葉枯病菌) 
もみ枯細菌病 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ｳﾝｶ類 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 

育苗箱
(30×60×3 
cm､使用
土壌約5 

L)1箱当り
50 g 

移植
7日
前~
移植
当日 

1回 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する 

4回以内(移植時
までの処理は1
回以内､本田で
の散布､空中散
布､無人航空機
散布は合計3回

以内) 

3回以内(移
植時までの
処理は1回
以内､本田
では2回以

内) 

2回以内
(移植時
までの処
理は1回
以内) 高密度に

は種する
場合は1 

kg/10 a(育
苗箱

(30×60×3 
cm､使用
土壌約5 

L)1箱当り
50~100 g) 
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４２．登録番号 23945：ベジリード粒剤                      

（クロチアニジン 1.5%・スピネトラム 0.50%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用回数 

使用

方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含

む農薬の総使

用回数 

ｽﾋﾟﾈﾄﾗﾑを含

む農薬の総

使用回数 

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶﾞ 
ｱｵﾑｼ 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4 L)当り

30~50 g 

育苗期

後半 
1 回 散布 

3 回以内(定植

時までの処理

は 1 回以内､

定植後の散布

は 2 回以内) 

3 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植後

の散布は 2
回以内) 

はくさい 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶﾞ 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4 L)当り

30~50 g 

育苗期

後半 
1 回 散布 

5 回以内(定植

時までの処理

は 1 回以内､

定植後の散布

は 2 回以内､

定植後の株元

散布は 2 回以

内) 

3 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植後

の散布は 2
回以内) 

ｶﾘﾌﾗﾜｰ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶﾞ 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4 L)当り

30~50 g 

育苗期

後半 
1 回 散布 1 回 

3 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植後

の散布は 2
回以内) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｶﾞ 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲ 1
箱またはﾍﾟｰﾊﾟｰ

ﾎﾟｯﾄ 1 冊(30×60 
cm､使用土壌約

1.5~4 L)当り

30~50 g 

育苗期

後半 
1 回 散布 

4 回以内(定植

時までの処理

は 1 回以内､

定植後の散布

は 3 回以内) 

3 回以内(定
植時までの

処理は 1 回

以内､定植後

の散布は 2
回以内) 
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４３．登録番号 24015：ダントツリンバー顆粒水和剤                  

（クロチアニジン 16.0%・フラメトピル 12.5%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 
希釈 
倍数 

使用液量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

てんさい 

根腐病 
ﾃﾝｻｲﾄﾋﾞﾊﾑｼ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾃﾝｻｲﾓｸﾞﾘﾊﾅﾊﾞｴ 

200 倍 
1 L/ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

1 冊(3 L/m2) 
定植前 1 回 灌注 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾌﾗﾒﾄﾋﾟﾙを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 
(定植前の灌注は 1 回以内､ 

散布は 3 回以内) 

4 回以内 
(定植前の灌注は 1 回以内､ 

散布は 3 回以内) 
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４４．登録番号 24027：ハコナイト粒剤                      

（クロチアニジン 1.5%・フィプロニル 1.0%・イソチアニル 2.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用
時期 

本剤
の使
用回
数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ
を含む農
薬の総使
用回数 

ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ
を含む農
薬の総使
用回数 

ｲｿﾁｱﾆﾙを含
む農薬の総
使用回数 

稲 
(箱育苗) 

いもち病 
白葉枯病 
もみ枯細菌病 
穂枯れ(ごま葉
枯病菌) 
内穎褐変病 
ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ 
ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ 
ｳﾝｶ類 
ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ 
ｲﾅｺﾞ類 
ｲﾈﾄﾞﾛｵｲﾑｼ 
ﾌﾀｵﾋﾞｺﾔｶﾞ 
ﾆｶﾒｲﾁｭｳ 
ｲﾈﾂﾄﾑｼ  

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 

は種
前 

1回 

育苗箱
の床土
又は覆
土に均
一に混
和する 

4回以内
(移植時ま
での処理
は1回以
内､本田
での散
布､空中
散布､無
人航空機
散布は合
計3回以

内) 

1回 

3回以内(移
植時までの
処理は1回
以内､本田
では2回以

内) 

高密度には種す
る場合は1 kg/10 

a(育苗箱
(30×60×3 cm､使
用土壌約5 L)1箱
当り50~100 g) 

育苗箱(30×60×3 
cm､使用土壌約5 

L)1箱当り50 g 
は種
時(覆
土
前)~
移植
当日 

育苗箱
の上か
ら均一
に散布
する 

高密度には種す
る場合は1 kg/10 

a(育苗箱
(30×60×3 cm､使
用土壌約5L)1箱
当り50~100 g) 
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４５．登録番号 24117：ベニカＸネクストスプレー                  

（還元澱粉糖化物 0.60%・クロチアニジン 0.0080%・ピリダリル 0.010%・ペルメト

リン 0.010%・マンデストロビン 0.020%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用 
時期 

本剤 
の 
使用 
回数 

使

用

方

法 

還元澱粉 
糖化物を

含む農薬

の総使用

回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ

を含む 
農薬の 

総使用回数 

なす 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

原

液 

収穫 
前日 
まで 

3 回 
以内 

散

布 
－ 

4 回以内 
(育苗期の 
株元処理 
及び 

定植時の 
土壌混和は 
合計 1 回以

内､ 
散布及び 
定植後の 
株元散布は 
合計 3 回以

内) 

4 回以内 

3 回以内 

3 回以内 

ﾄﾏﾄ 
うどんこ病 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

2 回 
以内 

2 回以内 
 

きゅうり 
うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

ﾒﾛﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5 回以内 

ｷｬﾍﾞﾂ 

菌核病 
ｱｵﾑｼ 
ｺﾅｶﾞ 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 収穫 

7 日

前 
まで 

5 回以内 
(定植時まで

の処理は 
1 回以内､ 
定植後の 
散布は 

2 回以内、

定植後の株

元散布は 2
回以内) 

5 回以内 
(株元灌注は

2 回以内) 

はくさい ｱｵﾑｼ 5 回以内 
(定植時まで

の処理は 
1 回以内､ 
定植後の 
散布は 

5 回以内 
ﾚﾀｽ 

ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
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作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用 
時期 

本剤 
の 
使用 
回数 

使

用

方

法 

還元澱粉 
糖化物を

含む農薬

の総使用

回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ

を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾘー ﾌﾚﾀｽ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

原

液 

収穫 
14 日前 
まで 

2 回 
以内 

散

布 
－ 

2 回以内､ 
定植後の 
株元散布は 
2 回以内) 

2 回以内 

2 回以内 

3 回以内 

ﾐﾆﾄﾏﾄ 
うどんこ病 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

収穫前

日まで 

4 回以内 
(育苗期の 
株元処理 
及び 

定植時の 
土壌混和は 
合計 1 回以

内､ 
散布及び 
定植後の 
株元散布は 
合計 3 回以

内) 

4 回以内(株
元散布は 1
回以内、散

布および噴

射は合計 3
回以内) 

花き類･

観葉植物

(ばら､ｶﾞｰ

ﾍﾞﾗ､きく

ﾊﾞｰﾍﾞﾅ､

ﾊﾟﾝｼﾞｰ､

花月を除

く) 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾀﾞﾆ類 

発生 
初期 

4 回 
以内 

4 回以内 4 回以内 6 回以内 4 回以内 

ばら 

うどんこ病 
黒星病 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｵｵﾀﾊﾞｺｶﾞ 
ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類成虫 
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ成虫 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾀﾞﾆ類 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ 

うどんこ病 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 

6 回以内 4 回以内 6 回以内 4 回以内 
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作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用 
時期 

本剤 
の 
使用 
回数 

使

用

方

法 

還元澱粉 
糖化物を

含む農薬

の総使用

回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ

を含む 
農薬の 

総使用回数 

きく 

うどんこ病 
白さび病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾀﾞﾆ類 

原

液 
発生 
初期 

4 回 
以内 

散

布 
－ 

4 回以内 4 回以内 

6 回以内 

4 回以内 

ﾊﾟﾝｼﾞｰ 

うどんこ病 
灰色かび病 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ｸﾛﾊﾞﾈｷﾉｺﾊﾞｴ類 

ﾊﾞｰﾍﾞﾅ 

うどんこ病 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 

花月 

うどんこ病 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾐｶﾝｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

樹木類 
(つつじ類､ 
ひいらぎも

くせい､ま

さき ､さく

らを除く) 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

6 回

以内 
6 回以内 6 回以内 6 回以内 

つつじ類 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 
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作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用 
時期 

本剤 
の 
使用 
回数 

使

用

方

法 

還元澱粉 
糖化物を

含む農薬

の総使用

回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾋﾟﾘﾀﾞﾘﾙ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ

を含む 
農薬の 

総使用回数 

ひいらぎ

もくせい 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ﾍﾘｸﾞﾛﾃﾝﾄｳﾉﾐﾊﾑｼ 

原

液 

発生 
初期 

6 回

以内 
散

布 
－ 6 回以内 6 回以内 6 回以内 6 回以内 まさき 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｱｵﾊﾞﾊｺﾞﾛﾓ 

さくら 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｹﾑｼ類 
ｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

ｸﾋﾞｱｶﾂﾔｶﾐｷﾘ 
成虫 
発生 
初期 
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４６．登録番号 24118：ベニカＶフレッシュスプレー                  

（還元澱粉糖化物 0.60%・クロチアニジン 0.0080%・マンデストロビン 0.020%水和

剤） 

作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用時期 

本剤

の 
使用

回数 

使用 
方法 

還元澱粉糖

化物を含む

農薬の総使

用回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む

農薬の総使用回

数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ 
を含む農薬

の総使用回

数 

りんご 
うどんこ病 
ｹﾑｼ類 

原

液 

収穫前日

まで 

3 回 
以内 

散布 － 

3 回以内 

3 回以内 

ぶどう 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類成虫 

おうとう ｶﾒﾑｼ類 
2 回 
以内 

2 回以内 

もも 
ﾈｸﾀﾘﾝ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫 
7 日前 
まで 

3 回 
以内 

3 回以内 

すもも 
収穫 

3 日前 
まで 

かき ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
収穫 

7 日前 
まで 

なし 
うどんこ病 
ｹﾑｼ類 

収穫前日 
まで 

うめ ｹﾑｼ類 

なす 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
ﾃﾝﾄｳﾑｼﾀﾞﾏｼ類 

4 回以内 
(育苗期の株元処

理及び定植時の

土壌混和は合計

1 回以内､ 
散布及び定植後

の株元散布は 
合計 3 回以内) 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

きゅうり 

うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ｳﾘﾊﾑｼ 

ﾒﾛﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

すいか 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
うどんこ病 

4 回以内 
(定植時の土壌混

和は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 
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作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用時期 

本剤

の 
使用

回数 

使用 
方法 

還元澱粉糖

化物を含む

農薬の総使

用回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む

農薬の総使用回

数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ 
を含む農薬

の総使用回

数 

ｷｬﾍﾞﾂ 
菌核病 
ｱｵﾑｼ 

原

液 

収穫 
7 日前 
まで 

2 回 
以内 

散布 － 

5 回以内 
(定植時までの処

理は 1 回以内､

定植後の散布は

2 回以内、定植

後の株元散布は

2 回以内) 

3 回以内 

ﾚﾀｽ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
5 回以内 

(定植時までの処

理は 1 回以内､ 
定植後の散布は 

2 回以内､ 
定植後の株元散

布は 2 回以内) 

はくさい 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｱｵﾑｼ 

収穫 
3 日前 
まで 

非結球ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫 
3 日前 
まで 

2 回 
以内 

5 回以内 
(定植時までの処

理は 1 回以内､ 
定植後の散布は

2 回以内､ 
定植後の株元散

布は 2 回以内) 

しゅんぎく 

3 回 
以内 

4 回以内 
(は種時の土壌混

和は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) 

いんげんまめ 
収穫前日 
まで 

3 回以内 

さやえんどう 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊﾀﾞﾆ類 

収穫 
3 日前 
まで 

4 回以内(は種時

の処理は 1 回以

内、は種後は 3
回以内) 

えだまめ ｶﾒﾑｼ類 

4 回以内 
(は種時の処理は 

1 回以内､ 
は種後は 3 回以

内) 

こまつな ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4 回以内 
(は種時の土壌混

和は 1 回以内､ 
散布は 3 回以内) みずな ﾀﾞｲｺﾝﾊﾑｼ 

収穫 
7 日前 
まで 
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作物名 適用病害虫名 

希

釈

倍

数 

使用時期 

本剤

の 
使用

回数 

使用 
方法 

還元澱粉糖

化物を含む

農薬の総使

用回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む

農薬の総使用回

数 

ﾏﾝﾃﾞｽﾄﾛﾋﾞﾝ 
を含む農薬

の総使用回

数 

ﾋﾟｰﾏﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

原

液 

収穫前日

まで 
2 回

以内 

散布 － 

3 回以内(定植時

までの処理は 1
回以内、散布及

び定植後の株元

散布は合計 2 回

以内) 

3 回以内 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

収穫前日

まで 
3 回

以内 

7 回以内(定植

時までの処理

は 1 回以内、

定植後の散布

は 3 回以内、

定植後の株元

散布は 3 回以

内) 

ﾄﾏﾄ、ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 
うどんこ病 

4 回以内(育苗

期の株元処理

及び定植時の

土壌混和は合

計 1 回以内、

散布及び定植

後の株元散布

は合計 3 回以

内) 
花き類･観葉

植物(ばらを

除く) 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

発生初期 

4 回 
以内 

4 回以内 4 回以内 

ばら 

うどんこ病 
黒星病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 

樹木類 
(つつじ類､ 
まさき､ 

さるすべり 
を除く) 

ｹﾑｼ類 

6 回 
以内 

6 回以内 6 回以内 

つつじ類 
ｹﾑｼ類 
ﾂﾂｼﾞｸﾞﾝﾊﾞｲ 

まさき 
さるすべり 

うどんこ病 
ｹﾑｼ類 
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４７．登録番号 24274：ベニカＸガード粒剤                   

（クロチアニジン 0.10%・ＢＴ10.0%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用時

期 

本剤

の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

BT 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

きゅうり 
うどんこ病 10 g/株 定植後 

但し､ 
収穫前

日まで 

3 回 
以内 

株元散布 
4 回以内 

(育苗期の株元処理

及び定植時の土壌

混和は合計 1 回以

内､ 
散布及び定植後の

株元散布は合計 3
回以内) 

－ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
5~10 g/株 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

5 g/株 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 
10 g/株 

定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

なす 

うどんこ病 
定植後 
但し､ 
収穫前

日まで 

3 回 
以内 

株元散布 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
5~10 g/株 

ｷｬﾍﾞﾂ 

5 g/株 

定植時 

1 回 

植穴処理 
土壌混和 

3 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 2

回以内) 

ｱｵﾑｼ 10 g/株 

はくさい 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ 

5 g/株 

5 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､定植

後の散布は 2 回以

内､ 
定植後の株元散布

は 2 回以内) 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､ 
定植後の散布は 3

回以内) 

だいこん 

15 g/m2 

は種時 
播溝処理 
土壌混和 

3 回以内 
(は種時の土壌混和

は 1 回以内､ 
は種後は 2 回以内) 

ばれいしょ 植付時 
植溝処理 
土壌混和 

4 回以内 
(植付時の土壌混和

は 1 回以内､ 
植付後は 3 回以内) 

ねぎ ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ 
収穫 3
日前ま

で 

4 回 
以内 

株元散布 
4 回以内 

（定植時までの処

理は 1 回以内） 

いちご 
うどんこ病 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

5 g/株 定植時 1 回 
植穴処理 
土壌混和 

1 回 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用時

期 

本剤

の 
使用 
回数 

使用方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝ 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

BT 
を含む 
農薬の 

総使用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 10 g/株 

定植後 
但し､ 

収穫前日

まで 

2 回 
以内 

株元散布 

3 回以内 
(定植時までの処理

は 1 回以内､散布

及び定植後の株元

散布は合計 2 回以

内) 

－ 

花き類･ 
観葉植物 

(ばら､ 
ｶﾞｰﾍﾞﾗ、き

く 
を除く) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5~10 g/株 
(但し､100 g 

/m2 まで) 

発病前～

発生初期 

4 回

以内 
生育期 
株元散布 

4 回以内 

灰色かび病 

発病前 

うどんこ病 
10 g/株 

(但し､100 
g/m2 まで) 

ばら 

うどんこ病 
黒星病 

10 g/株 
(但し､100 
g/m2 まで) 

発病前 

灰色かび病 
5 ~10 g/株 
(但し､100 
g/m2 まで) 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 
5~10 g/株 
(但し､100 
g/m2 まで) 

発生前~
発生初

期 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 
ｱｻﾞﾐｳﾏ類 
ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ 
ﾁｭｳﾚﾝｼﾞﾊﾊﾞﾁ 
ﾊﾞﾗｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

10 g/株 
(但し､100 
g/m2 まで) 

ｶﾞｰﾍﾞﾗ 

灰色かび病 5~10 g/株 
(但し､100 
g/m2 まで) 

発病前 

6 回以内 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 発生前~
発生初

期 ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 10 g/株 
(但し､100 
g/m2 まで) 

 
うどんこ病 発病前 

きく 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 5~10 g/株 

(但し､100 
g/m2 まで) 

発生前～

発生初期 4 回以内 
灰色かび病 発病前 
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４８．登録番号 24452：ネキリスター                      

（クロチアニジン 0.25%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

はくさい 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10a 

収穫30日
前まで 

2回以内 

株元 
散布 

5 回以内 
（定植時までの処理は1
回以内、定植後の散布は

2回以内、定植後の株元

散布は2回以内） 

ｺｵﾛｷﾞ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ 

3 kg/10a 

ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10a 

ｺｵﾛｷﾞ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ 

3 kg/10a 

非結球ﾚﾀｽ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10a 

収穫前日

まで 
ｺｵﾛｷﾞ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ 

3 kg/10a 

ｷｬﾍﾞﾂ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10a 

収穫30日
前まで 

ｺｵﾛｷﾞ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ 

3 kg/10a 

だいこん 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 6 kg/10a 

収穫前日

まで 

ｺｵﾛｷﾞ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ 

3 kg/10a 

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3~6 kg/10a 

3回以内 

7 回以内 
（定植時までの処理は1
回以内、定植後の散布は

3回以内、定植後の株元

散布は3回以内） 

ｺｵﾛｷﾞ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類 
ﾀﾞﾝｺﾞﾑｼ 

3 kg/10a 
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４９．登録番号 24555：ネマトリンパワーＤ粒剤、                 

登録番号 24556：ダブルバスター粒剤                   

（クロチアニジン 0.15%・ホスチアゼート 1.5%粒剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

かんしょ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類 

20~30 kg/10 a 

植付前 1 回 

全面土壌混和 

20 kg/10 a 作条土壌混和 

 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

ﾎｽﾁｱｾﾞｰﾄを含む 
農薬の総使用回数 

3回以内 
（植付前の処理は1回以内、 

植付後は2回以内） 

2回以内 
（苗床は1回以内、 
本圃は1回以内） 
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５０．登録番号 24557：住化フルスウィングＷ、                  

登録番号 24558：バウンスバックＷＤＧ                   

（カルタップ 2.0%・クロチアニジン 45.0%水和剤） 

作物名 適用病害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 
使用回数 

使用方法 

芝 

ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 1000~2000倍 0.2 L/m2 

発生初期 4回以内 散布 

ｼﾊﾞﾂﾄｶﾞ 
ﾀﾏﾅﾔｶﾞ 
ｽｼﾞｷﾘﾖﾄｳ 
ｺｶﾞﾈﾑｼ類幼虫 
ﾐﾐｽﾞ糞塚形成阻害 
ｼﾊﾞｵｻｿﾞｳﾑｼ  

1000倍 0.1 L/m2 

5000倍 0.5 L/m2 

 

ｶﾙﾀｯﾌﾟを含む 
農薬の総使用回数 

ｸﾛﾁｱﾆｼﾞﾝを含む 
農薬の総使用回数 

4 回以内 4 回以内 
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１０．登録番号21242：ダントツＨ粉剤ＤＬ、
　　　登録番号21627：協友ダントツＨ粉剤ＤＬ
 　（クロチアニジン0.5%粉剤） ……… 33
１１．登録番号21258：ダントツフロアブル、
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１３．登録番号21624：ビームダントツＨ粉剤ＤＬ
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別添２：暴露量の推計（クロチアニジンを有効成分として含む製剤）

- 1 -
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４３．登録番号24015：ダントツリンバー顆粒水和剤
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４５．登録番号24117：ベニカＸネクストスプレー
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＊：本資料は、製剤のハザード区分に応じた防護装備も考慮して作成した。
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１．登録番号20733  ：フルスウィング、登録番号24428  ：住化フルスウィング（クロチアニジン50.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 5000 液剤_芝（手散布） 20.9 52.2 21.3 20.9

2 1000 液剤_芝（手散布） 20.9 52.2 21.3 20.9

3 1500 液剤_芝（手散布） 20.9 52.2 21.3 20.9

4 1000 液剤_芝（手散布） 10.4 26.1 10.6 10.4

5 5000 液剤_芝（手散布） 10.4 26.1 10.6 10.4

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン水和剤 (住化フルスウィング) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24428 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 1000 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 1500 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 顆粒水和剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 5000 50

④ 有効成分濃度・含有率 50

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

芝 1000 倍, 100 L/10a／発生初期／散布／４回

芝 5000 倍, 500 L/10a／発生初期／散布／４回

芝 5000 倍, 1000 L/10a／発生初期／散布／４回

芝 1000 倍, 200 L/10a／発生初期／散布／４回

芝 1500 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回
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２．登録番号20798  ：ダントツ水溶剤、登録番号21501  ：ベニカ水溶剤、登録番号21646  ：協友ダントツ水溶剤（クロチアニジン16.0%水溶剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

希釈液７

希釈液８

希釈液９
希釈液１

０希釈液１

１

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 4000
液剤_水稲（手散

布）
8.8 28.6 8.9 11.4

1* 4000
液剤_水稲（機械散

布）
3 9.7 3 3.9

2 1000
液剤_水稲（手散

布）
5.8 19 6 7.6

2* 1000
液剤_水稲（機械散

布）
2 6.4 2 2.6

3 200
液剤_水稲_育苗箱
（育苗箱）

4.9 8.4 5 3.4

4 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
48.1 245.4 49.1 98.2

4* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

37.7 164.1 38.5 65.6

5 2000
液剤_果樹（棚）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
56.8 243.4 58 97.4

経皮吸収率（％）

クロチアニジン水溶剤 (ダントツ水溶剤) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

20798 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 20 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 24 50

③-2 AAOEL (mg/kg体重) 任意の面積を設定（げっきつ） 40 50

④ 有効成分濃度・含有率 16 48 50

200 50

400 50

1000 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 液体 50 50

⑥ 調製時の予測式 顆粒水和剤等 100 50

2000 50

4000 50

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 4000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

りんご 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

なし 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

稲 1000 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲（育苗箱）
200 倍, 0.5 L/箱／移植3日前～移植当日／育苗箱の上から均一

に散布する。／４回

りんご 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回
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5* 2000
液剤_果樹（棚）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
37.9 237.1 38.7 94.8

6 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
19.6 245.4 20 98.2

6* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

15.4 164.1 15.7 65.6

7 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
19.6 245.4 20 98.2

7* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

15.4 164.1 15.7 65.6

8 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
13.1 245.4 13.4 98.2

8* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

10.3 164.1 10.5 65.6

9 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
19.6 245.4 20 98.2

9* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

15.4 164.1 15.7 65.6

10 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
19.6 245.4 20 98.2

10* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

15.4 164.1 15.7 65.6

11 4000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

17.1 214.2 17.5 85.7

11* 4000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

7.7 82.1 7.9 32.8

12 2000
液剤_果樹（棚）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
40.6 243.4 41.4 97.4

12* 2000
液剤_果樹（棚）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
28.4 237.1 29 94.8

13 20
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

防除衣
マスク１

不浸透性

手袋
35.3 235.2 36 94.1

なし 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

ネクタリン 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

おうとう 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

おうとう 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

もも 2000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

もも 2000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

ネクタリン 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

すもも 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

あんず 4000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

あんず 4000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

うめ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

うめ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

すもも 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

ぶどう 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

ぶどう 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

かんきつ（苗木）
20 倍, 10 L/10a／春芽・夏芽又は秋芽の発生前／樹幹散布／

３回

- 6 -



13* 20
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

46.9 234.5 47.8 93.8

14 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
12.8 245.4 13 98.2

14* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

11.8 164.1 12.1 65.6

15 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
12.8 245.4 13 98.2

15* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

11.8 164.1 12.1 65.6

16 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
48.1 245.4 49.1 98.2

16* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

37.7 164.1 38.5 65.6

17 4000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

11.1 214.2 11.4 85.7

17* 4000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

5.9 82.1 6 32.8

18 4000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

7.4 214.2 7.6 85.7

18* 4000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

3.9 82.1 4 32.8

19 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
8.5 245.4 8.7 98.2

19* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

7.9 164.1 8 65.6

20 4000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

7.4 214.2 7.6 85.7

20* 4000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

3.9 82.1 4 32.8

21 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
12.8 245.4 13 98.2

かんきつ（苗木）
20 倍, 10 L/10a／春芽・夏芽又は秋芽の発生前／樹幹散布／

３回

かき 2000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

かき 2000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

びわ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

なつめ 4000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

なつめ 4000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

いちじく 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

いちじく 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

びわ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

オリーブ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

オリーブ（葉） 4000 倍, 700 L/10a／収穫120日前まで／散布／２回

オリーブ（葉） 4000 倍, 700 L/10a／収穫120日前まで／散布／２回

さんしょう（果実） 4000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

さんしょう（果実） 4000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

オリーブ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

マンゴー 2000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回
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21* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

11.8 164.1 12.1 65.6

22 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
12.8 245.4 13 98.2

22* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

11.8 164.1 12.1 65.6

23 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
24.5 245.4 25 98.2

23* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

19.7 164.1 20.1 65.6

24 2000
液剤_果樹（棚）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
21.1 243.4 21.5 97.4

24* 2000
液剤_果樹（棚）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
17.1 237.1 17.4 94.8

25 2000 －

26 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

27 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

19.7 49.2 20.1 19.7

28 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

19.7 49.2 20.1 19.7

29 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.9 73.1 5 29.2

29* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 3.9 1.6 1.5

30 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.9 73.1 5 29.2

30* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 3.9 1.6 1.5

31 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

19.7 49.2 20.1 19.7

パパイヤ 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

ブルーベリー 2000 倍, 700 L/10a／収穫45日前まで／散布／３回

ブルーベリー 2000 倍, 700 L/10a／収穫45日前まで／散布／３回

マンゴー 2000 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

パパイヤ 2000 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

未成熟とうもろこし 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

きゅうり 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

メロン 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

キウイフルーツ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

キウイフルーツ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

パイナップル（苗木） 2000 倍, － L/10a／植付前／10秒間苗浸漬／１回

すいか 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

にがうり 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

メロン 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

メロン 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

すいか 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

部会決定のとおり、調製時の不浸透性手袋、施用時の不浸透性手袋及びゴム長靴の着用を前提に暴露量の

算出を省略した。
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32 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.9 73.1 5 29.2

32* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 3.9 1.6 1.5

33 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.9 73.1 5 29.2

33* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 3.9 1.6 1.5

34 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

19.7 49.2 20.1 19.7

35 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

10.2 49.2 10.4 19.7

36 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

10.2 49.2 10.4 19.7

37 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

10.2 49.2 10.4 19.7

38 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

7.6 49.2 7.8 19.7

39 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

7.6 49.2 7.8 19.7

40 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

1.8 73.1 1.9 29.2

40* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

0.6 3.9 0.6 1.5

41 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

9.1 109.6 9.3 43.8

41* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.2 19.3 3.3 7.7

42 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

5.5 109.6 5.6 43.8

42* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.9 19.3 2 7.7

かぼちゃ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

食用へちま 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

なす 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

トマト 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

かぼちゃ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

とうがん 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

とうがん 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

とうがらし類 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

とうがらし類 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

はくさい 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／５回

ミニトマト 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

ピーマン 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

とうがらし類 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

はくさい 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／５回

はなっこりー 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

はなっこりー 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回
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43 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.4 109.6 2.5 43.8

43* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

44 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

7.3 109.6 7.5 43.8

44* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

45 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

5.5 109.6 5.6 43.8

45* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.9 19.3 2 7.7

46 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

7.3 109.6 7.5 43.8

46* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

47 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

7.3 109.6 7.5 43.8

47* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

48 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

7.3 109.6 7.5 43.8

48* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

49 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

9.1 109.6 9.3 43.8

49* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.2 19.3 3.3 7.7

50 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

9.1 109.6 9.3 43.8

50* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.2 19.3 3.3 7.7

かぶ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

かぶ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

こまつな 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

チンゲンサイ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

チンゲンサイ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

みずな 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

こまつな 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

非結球あぶらな科葉菜類

（こまつな、ﾁﾝｹﾞﾝｻﾞｲ、な

ばな類、みずなを除く）

2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

非結球あぶらな科葉菜類

（こまつな、ﾁﾝｹﾞﾝｻﾞｲ、な

ばな類、みずなを除く）

2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

レタス 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／５回

レタス 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／５回

非結球レタス 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／５回

みずな 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

しゅんぎく 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

しゅんぎく 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

非結球レタス 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／５回
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51 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.9 109.6 3 43.8

51* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.1 19.3 2.1 7.7

52 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.9 109.6 3 43.8

52* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.1 19.3 2.1 7.7

53 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.9 109.6 3 43.8

53* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.1 19.3 2.1 7.7

54 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.2 109.6 2.2 43.8

54* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 19.3 1.6 7.7

55 4000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

1.1 54.8 1.1 21.9

55* 4000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

0.8 9.7 0.8 3.9

56 1000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

3.2 18.3 3.3 7.3

56* 1000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.8 3.2 1.8 1.3

57 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

19.5 109.6 19.9 43.8

57* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

10.6 19.3 10.8 7.7

58 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

14.6 109.6 14.9 43.8

58* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

10.6 19.3 10.8 7.7

わけぎ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

わけぎ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

あさつき 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

ねぎ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

ねぎ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

にら（花茎） 4000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

にら（花茎） 4000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

ばれいしょ 1000 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

あさつき 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

にら 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

にら 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

かんしょ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

かんしょ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

ばれいしょ 1000 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

ばれいしょ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

ばれいしょ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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59 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

60 100
液剤_水稲_育苗箱
（育苗箱）

19.6 33.6 20 13.4

61 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.4 109.6 2.5 43.8

61* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

62 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

53.6 109.6 54.7 43.8

62* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

10.6 19.3 10.8 7.7

63 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

53.6 109.6 54.7 43.8

63* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

10.6 19.3 10.8 7.7

64 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

5.5 109.6 5.6 43.8

64* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.9 19.3 2 7.7

65 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

13.6 109.6 13.9 43.8

65* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

8.5 19.3 8.7 7.7

66 4000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

0.9 54.8 0.9 21.9

66* 4000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

0.3 9.7 0.3 3.9

67 2000
液剤_水稲（手散

布）
0.6 17.1 0.6 6.9

67* 2000
液剤_水稲（機械散

布）
1.3 19.3 1.3 7.7

やまのいも 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

あずき 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

あずき 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

だいず 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

てんさい 100 倍, 1 L/箱／定植前／灌注／４回

てんさい 2000 倍, 300 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回

てんさい 2000 倍, 300 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回

えだまめ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

えだまめ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

パセリ 4000 倍, 300 L/10a／収穫14日前まで／散布／１回

だいず 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

みつば 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

みつば 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

パセリ 4000 倍, 300 L/10a／収穫14日前まで／散布／１回

せり
2000 倍, 300 L/10a／親株養成期　但し収穫45日前まで／散布

／２回

せり
2000 倍, 300 L/10a／親株養成期　但し収穫45日前まで／散布

／２回
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68 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

7.3 109.6 7.5 43.8

68* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

69 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

70 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

71 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

14.2 109.6 14.5 43.8

71* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.9 19.3 3.9 7.7

72 2000
液剤_水稲（手散

布）
3 17.1 3 6.9

72* 2000
液剤_水稲（機械散

布）
5.2 19.3 5.3 7.7

73 2000
液剤_水稲（手散

布）
2.2 17.1 2.3 6.9

73* 2000
液剤_水稲（機械散

布）
3.9 19.3 3.9 7.7

74 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

6.3 146.1 6.5 58.4

74* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.7 25.8 1.8 10.3

75 4000 液剤_芝（手散布） 4.2 6.3 4.3 2.5

76 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

19 109.6 19.4 43.8

76* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

5.2 19.3 5.3 7.7

77 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

セルリー 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

セルリー 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

アスパラガス 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

れんこん 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

れんこん 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

くわい 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

みょうが（花穂）

2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布、但し花穂の発生期
にはﾏﾙﾁﾌｨﾙﾑ被覆により散布液が直接花穂に飛散しない状態

で使用する。／３回

みょうが（茎葉）

2000 倍, 300 L/10a／みょうが(花穂)の収穫前日まで　但し、
花穂を収穫しない場合にあっては開花期終了まで／散布／３

回

みょうが（茎葉）

2000 倍, 300 L/10a／みょうが(花穂)の収穫前日まで　但し、
花穂を収穫しない場合にあっては開花期終了まで／散布／３

回

きく 4000 倍, 1000 L/10a／発生初期／生育期株元灌注／４回

きく 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

きく 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

くわい 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

茶 2000 倍, 400 L/10a／摘採7日前まで／散布／１回

茶 2000 倍, 400 L/10a／摘採7日前まで／散布／１回

ばら 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回
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78 2000 液剤_芝（手散布） 8.3 12.5 8.5 5

79 40
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
96.2 96.2 98.1 38.5

79* 40
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

35.2 35.2 35.9 14.1

80 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣
マスク１

不浸透性

手袋
95 158.4 97 63.3

80* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

82.1 164.1 83.7 65.6

81 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
63.1 105.2 64.4 42.1

81* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

35.2 70.3 35.9 28.1

82 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

19 109.6 19.4 43.8

82* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

5.2 19.3 5.3 7.7

83 4000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.7 27.4 4.8 11

83* 4000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.3 4.8 1.3 1.9

84 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.2 109.6 2.2 43.8

84* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 19.3 1.6 7.7

85 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

5.8 83.1 5.9 33.2

85* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

4.3 45.1 4.4 18

86 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

げっきつ
3) 40 倍, 100 L/10a／生育期／樹幹散布／６回

さくら 2000 倍, 700 L/10a／成虫発生初期／散布／６回

さくら 2000 倍, 700 L/10a／成虫発生初期／散布／６回

ばら 2000 倍, 1000 L/10a／発生初期／生育期株元灌注／４回

げっきつ
3) 40 倍, 100 L/10a／生育期／樹幹散布／６回

たであい 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

水田作物、畑作物（休耕

田）
4000 倍, 150 L/10a／0／散布／４回

水田作物、畑作物（休耕

田）
4000 倍, 150 L/10a／0／散布／４回

つつじ類 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／６回

つつじ類 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／６回

たであい 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

パイナップル 2000 倍, 700 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回

さといも 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

たまねぎ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

たまねぎ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／３回

パイナップル 2000 倍, 700 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回
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87 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

24.4 109.6 24.8 43.8

87* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

10.6 19.3 10.8 7.7

88 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.4 109.6 2.5 43.8

88* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.1 19.3 2.2 7.7

89 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

3 109.6 3.1 43.8

89* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.2 19.3 3.3 7.7

90 1000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.9 146.1 5 58.4

90* 1000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 7.7 1.6 3.1

91 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

92 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

13.6 109.6 13.9 43.8

92* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

8.5 19.3 8.7 7.7

93 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

36.5 54.8 37.3 21.9

93* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

5.3 9.7 5.4 3.9

94 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

95 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

40.2 109.6 41 43.8

95* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

10.6 19.3 10.8 7.7

こんにゃく 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／５回

ごぼう 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／５回

ごぼう 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／５回

ズッキーニ 1000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

こんにゃく 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／５回

カリフラワー 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

カリフラワー 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

いんげんまめ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

小麦 2000 倍, 150 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

小麦 2000 倍, 150 L/10a／収穫3日前まで／散布／４回

ズッキーニ 1000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

オクラ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

いんげんまめ 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

豆類（種実、ただし、だい

ず、あずき、いんげんまめ

を除く）

2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

豆類（種実、ただし、だい

ず、あずき、いんげんまめ

を除く）

2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

豆類（種実、ただし、だい

ず、あずき、いんげんまめ

を除く）

2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回
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96 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

9.5 109.6 9.7 43.8

96* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

2.6 19.3 2.6 7.7

97 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

2.2 109.6 2.2 43.8

97* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

1.5 19.3 1.6 7.7

98 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.3 109.6 4.3 43.8

98* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

4.5 19.3 4.6 7.7

99 400 液剤_芝（手散布） 16.7 25 17 10

100 2000
液剤_水稲（手散

布）
2.2 17.1 2.3 6.9

100* 2000
液剤_水稲（機械散

布）
3.9 19.3 3.9 7.7

101 4000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

1.8 54.8 1.9 21.9

101* 4000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

0.6 9.7 0.7 3.9

102 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

3 109.6 3.1 43.8

102* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.2 19.3 3.3 7.7

103 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

4.3 109.6 4.3 43.8

103* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.7 19.3 3.8 7.7

104 50
液剤_水稲_育苗箱
（育苗箱）

19.6 33.6 20 13.4

食用ぎく 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

食用ぎく 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／２回

にんにく 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

にんじん 400 倍, 400 L/10a／収穫前日まで／株元灌注／７回

まこもたけ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

まこもたけ 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

にんにく 2000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

にんじん 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／７回

にんじん 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／７回

だいこん 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／５回

ブロッコリー 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／７回

ブロッコリー 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／７回

しそ 4000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／２回

しそ 4000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／２回

だいこん 2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／５回

ねぎ 50 倍, 0.5 L/箱／育苗期後半／灌注／４回
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105 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

106 40
液剤_果樹（立体）
（手散布）

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
88.3 196.3 90.1 78.5

106* 40
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
96.3 192.6 98.3 77.1

107 20
液剤_果樹（立体）
（手散布）

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
88.3 196.3 90.1 78.5

107* 20
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
96.3 192.6 98.3 77.1

108 200
液剤_野菜（立体）
（手散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
30.1 50.1 30.7 20.1

109 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
83.6 185.7 85.3 74.3

109* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

82.1 164.1 83.7 65.6

110 24
液剤_無人航空機

（-）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

3.8 8.5 3.9 3.4

111 48
液剤_無人航空機

（-）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

3.8 8.5 3.9 3.4

112 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

9.1 109.6 9.3 43.8

112* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

3.2 19.3 3.3 7.7

113 2000
液剤_水稲（手散

布）
3 17.1 3 6.9

113* 2000
液剤_水稲（機械散

布）
5.2 19.3 5.3 7.7

114 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

115 2000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

19 109.6 19.4 43.8

かんきつ 40 倍, 20 L/10a／収穫150日前まで／樹幹散布／９回

かんきつ 20 倍, 10 L/10a／収穫150日前まで／樹幹散布／９回

かんきつ 20 倍, 10 L/10a／収穫150日前まで／樹幹散布／９回

豆類（未成熟、ただし、え

だまめを除く）
2000 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

かんきつ 40 倍, 20 L/10a／収穫150日前まで／樹幹散布／９回

かんきつ 24 倍, 8 L/10a／収穫前日まで／無人航空機による散布／９回

かんきつ
48 倍, 16 L/10a／収穫前日まで／無人航空機による散布／９

回

キャベツ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／５回

かんきつ 200 倍, 75 L/10a／収穫前日まで／主幹から株元に散布／９回

かんきつ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／９回

かんきつ 2000 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／９回

花き類・観葉植物（たであ

い、わたを除く）
2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

花き類・観葉植物（たであ

い、わたを除く）
2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

キャベツ 2000 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／５回

花き類・観葉植物（たであ

い、わたを除く）
2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

花き類・観葉植物（たであ

い、わたを除く）
2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回
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115* 2000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

5.2 19.3 5.3 7.7

116 2000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

49.2 73.8 50.2 29.5

117 2000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
82.4 137.4 84.1 55

117* 2000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

82.1 164.1 83.7 65.6

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

　　 　3)：本剤のげっきつについては、1日作業面積として平均住宅敷地面積を用いて暴露量を推計している。

花き類・観葉植物（たであ

い、わたを除く）
2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

わた 2000 倍, 300 L/10a／発生初期／散布／４回

デイゴ 2000 倍, 700 L/10a／発生初期／散布／６回

デイゴ 2000 倍, 700 L/10a／発生初期／散布／６回
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３．登録番号20800  ：ダントツ粒剤、登録番号21502  ：ベニカ粒剤、登録番号21645  ：協友ダントツ粒剤（クロチアニジン0.50%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲（手散布）

4.1 13.4 4.2 5.4

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.6 0.8 0.6 0.3

4 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1 0.4 0.4

5 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1 0.4 0.4

6 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.3 0.4 0.3 0.2

7 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.5 0.2 0.2

8 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.5 0.2 0.2

9 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.4 0.2 0.2

10 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.3 0.1 0.1

経皮吸収率（％）

クロチアニジン粒剤 (ダントツ粒剤) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

20800 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

きゅうり 2.2 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

きゅうり 2.2 kg/10a／定植後（但し、収穫前日まで）／株元散布／４回

メロン 1.18 kg/10a／育苗期後半／株元処理／４回

稲 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／移植3日前～移植当日／育苗箱の上から均一に散布

する。／４回

きゅうり 2.2 kg/10a／育苗期後半／株元処理／４回

かぼちゃ 0.76 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

メロン 1.18 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

メロン
1.18 kg/10a／定植後（但し、収穫前日まで）／株元散布／４

回

すいか 0.92 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回
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11 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.2 0.1 0.1

12 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 1.1 0.1 0.4

13 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.4 0.2 0.1

14 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.3 0.1 0.1

15 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.5 0.7 0.5 0.3

16 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.5 0.7 0.5 0.3

17 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.3 1.7 0.4 0.7

18 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.3 1.7 0.4 0.7

19 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.6 0.8 0.6 0.3

20 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.6 0.8 0.6 0.3

21 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1.9 0.4 0.7

22 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1.9 0.4 0.7

23 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.6 0.8 0.6 0.3

24 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.4 0.1 0.2

25 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.9 0.2 0.4

26 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.5 0.6 0.5 0.3

にがうり 0.4 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

うり類（漬物用､ただし､と

うがん､食用へちまを除く）
2.5 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／１回

トマト 1.9 kg/10a／育苗期後半／株元処理／４回

トマト 3.8 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

トマト 3.8 kg/10a／定植後（但し、収穫前日まで）／株元散布／４回

とうがん 0.832 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

食用へちま 0.666 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

トマト 1.9 kg/10a／育苗期／株元処理／４回

ミニトマト 4.2 kg/10a／定植後（但し、収穫前日まで）／株元散布／４回

なす 2 kg/10a／育苗期後半／株元処理／４回

なす 1 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

ミニトマト 2.1 kg/10a／育苗期／株元処理／４回

ミニトマト 2.1 kg/10a／育苗期後半／株元処理／４回

ミニトマト 4.2 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

なす 2 kg/10a／定植後（但し、収穫前日まで）／株元散布／４回

ピーマン 1.7 kg/10a／育苗期後半／株元処理／３回
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27 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.8 0.1 0.3

28 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 1.5 0.2 0.6

29 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.3 0.5 0.3 0.2

30 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.6 0.9 0.6 0.4

31 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.4 4.3 2.4 1.7

32 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.3 4 1.4 1.6

33 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.8 4 1.8 1.6

34 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.8 4 1.8 1.6

35 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.8 4 1.8 1.6

36 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

37 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

38 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

39 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.2 11.1 1.3 4.4

40 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.8 4 1.8 1.6

41 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.8 4 1.8 1.6

42 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4.7 8.4 4.8 3.4

ピーマン 3.4 kg/10a／定植後（但し、収穫前日まで）／株元散布／３回

はくさい
0.8 kg/10a／は種時／覆土後ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散布する／５回

はくさい 1.6 kg/10a／育苗期後半／株元処理／５回

ピーマン 1.7 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／３回

こまつな 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

しゅんぎく 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

だいず 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

はくさい 6.4 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／５回

はなっこりー 6 kg/10a／定植時／作条処理土壌混和／３回

かぶ 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

チンゲンサイ 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

チンゲンサイ 6 kg/10a／定植時／作条処理土壌混和／４回

レタス 12.6 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／５回

あずき 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

えだまめ 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

なばな 16.66 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／１回
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43 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.2 1.8 1.2 0.7

44 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

45 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

46 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

5.7 8.5 5.8 3.4

47 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.8 4 1.8 1.6

48 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

49 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

50 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

51 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

52 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

53 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.7 4 0.7 1.6

54 1
固形剤（粒剤）_水
稲（手散布）

2 3 2.1 1.2

55 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

56 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

57 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

58 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.3 3.4 2.3 1.4

非結球レタス 15 kg/10a／育苗期後半／株元処理／５回

みずな 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

ねぎ 6 kg/10a／は種時／作条処理土壌混和／４回

レタス 3.15 kg/10a／育苗期後半／株元処理／５回

レタス
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から散布する／５回

非結球レタス
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から散布する／５回

わけぎ 6 kg/10a／収穫3日前まで／株元散布／４回

らっきょう 6 kg/10a／収穫21日前まで／株元散布／２回

くわい 6 kg/10a／収穫7日前まで／湛水散布／３回

ねぎ 6 kg/10a／植付時／植溝処理土壌混和／４回

ねぎ 6 kg/10a／収穫3日前まで／株元散布／４回

あさつき 6 kg/10a／収穫3日前まで／株元散布／４回

かんしょ 6 kg/10a／育苗期／株元処理／３回

ばれいしょ 6 kg/10a／植付時／植溝処理土壌混和／４回

かんしょ 9 kg/10a／植付前／作条処理土壌混和／３回

かんしょ 9 kg/10a／植付前／全面処理土壌混和／３回
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59 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

60 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.7 2.9 0.7 1.2

61 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.2 4.9 2.2 2

62 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.3 2 1.4 0.8

63 1
固形剤（粒剤）_水
稲（手散布）

2 3 2.1 1.2

64 1
固形剤（粒剤）_水
稲（手散布）

2 3 2.1 1.2

65 1
固形剤（粒剤）_水
稲（手散布）

0.9 2 0.9 0.8

66 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

67 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

68 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

69 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.9 2.2 0.9 0.9

70 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

6 10 6.1 4

71 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

13.3 22.2 13.6 8.9

72 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

6 10 6.1 4

73 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

74 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.4 4 1.5 1.6

やまのいも 9 kg/10a／植付時／作条処理土壌混和／４回

いちご 4.4 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／１回

れんこん 6 kg/10a／収穫7日前まで／無人航空機による散布／４回

じゅんさい 4 kg/10a／収穫前日まで／湛水散布／２回

さとうきび 9 kg/10a／植付時／植溝処理土壌混和／７回

セルリー 7.4 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

れんこん 3 kg/10a／植付時／植溝処理土壌混和／４回

れんこん 6 kg/10a／収穫7日前まで／湛水散布／４回

樹木類（げっきつを除く） 9 kg/10a／生育期／株元散布／６回

げっきつ 20 kg/10a／発生初期／生育期株元散布／６回

げっきつ 9 kg/10a／生育期／株元散布／６回

さとうきび 9 kg/10a／培土時／株元処理土壌混和／７回

さとうきび 9 kg/10a／収穫30日前まで／株元散布／７回

かんきつ（苗木） 2 kg/10a／育苗期／株元散布／３回

ねぎ（露地栽培） 6 kg/10a／収穫21日前まで／株元散布／４回

ねぎ（露地栽培） 6 kg/10a／植付時／植溝処理／４回
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75 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

76 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.5 4 1.5 1.6

77 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.6 0.8 0.6 0.3

78 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.9 0.2 0.4

79 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

80 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

81 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.6 0.2 0.2

82 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

83 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.7 4.5 1.7 1.8

84 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.2 4 2.3 1.6

85 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.2 4 2.3 1.6

86 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

87 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

88 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

89 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

90 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

らっかせい 6 kg/10a／は種時／全面処理土壌混和／１回

とうがらし類 2.08 kg/10a／育苗期後半／株元処理／４回

とうがらし類 2.08 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

ねぎ（露地栽培）
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾞｯﾄの上

から散布する／４回

カリフラワー
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から散布する／４回

カリフラワー 6.8 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

ごぼう 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／５回

こんにゃく 6 kg/10a／植付時／植溝処理土壌混和／５回

こんにゃく 6 kg/10a／培土時／株元処理土壌混和／５回

カリフラワー 0.85 kg/10a／は種時／覆土混和／４回

さといも 9 kg/10a／植付時／作条処理土壌混和／５回

さといも 9 kg/10a／植付時／全面処理土壌混和／５回

さといも
9 kg/10a／培土時（ただし、収穫60日前まで）／株元処理土

壌混和／５回

ごぼう 6 kg/10a／収穫60日前まで／株元散布／５回

豆類（未成熟） 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回

いんげんまめ 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／４回
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91 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.3 6 1.4 2.4

92 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

93 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

94 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

5.9 8.9 6 3.6

95 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

96 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.2 4 2.3 1.6

97 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.5 0.7 0.5 0.3

98 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.2 4 2.3 1.6

99 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.3 3.4 2.3 1.4

100 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

101 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.9 1.4 0.9 0.5

102 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

3.6 6.4 3.6 2.6

103 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.4 0.6 0.4 0.2

104 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.4 0.6 0.4 0.2

105 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

0.7 1.1 0.8 0.4

106 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

1.3 2.3 1.3 0.9

オクラ 13.32 kg/10a／収穫30日前まで／株元散布／４回

ねぎ
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から散布する／４回

だいこん 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／５回

ふき
9 kg/10a／生育期（ただし、収穫30日前まで）／株元散布／

１回

にんじん 9 kg/10a／は種時／全面処理土壌混和／７回

にんじん 9 kg/10a／収穫前日まで／株元散布／７回

キャベツ
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から散布する／５回

キャベツ 2.4 kg/10a／育苗期後半／株元処理／５回

キャベツ 9.6 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／５回

キャベツ
1.2 kg/10a／は種時／覆土後ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄ

の上から散布する／５回

キャベツ 6 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／５回

キャベツ 6 kg/10a／地床育苗期／株元散布／５回

ブロッコリー
50 g/箱／育苗期後半／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの上

から散布する／７回

ブロッコリー
0.975 kg/10a／は種時／ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯﾄの覆

土に均一に混和する／７回

ブロッコリー
0.975 kg/10a／は種時／覆土後ｾﾙ成型育苗ﾄﾚｲまたはﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾟｯ

ﾄの上から散布する／７回

ブロッコリー 1.95 kg/10a／育苗期後半／株元処理／７回
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107 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

3.3 5.2 3.4 2.1

108 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

109 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.7 4 2.7 1.6

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

ブロッコリー 7.8 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／７回

きく 6 kg/10a／発生初期／生育期株元散布／４回

花き類・観葉植物（きくを

除く）
6 kg/10a／発生初期／生育期株元散布／４回
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４．登録番号20801  ：ダントツ粉剤ＤＬ、登録番号21595  ：協友ダントツ粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.15%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

11.8 38.4 12 15.4

2 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

3.8 5.8 3.9 2.3

3 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

3.8 5.8 3.9 2.3

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン粉剤 (ダントツ粉剤DL) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

20801 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.15

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回

だいず 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回

水田作物、畑作物　(休耕
田)

4 kg/10a／0／散布／４回

- 27 -



５．登録番号20804  ：ハスラー粉剤ＤＬ（カルタップ2.0%・クロチアニジン0.15%・バリダマイシン0.30%・フェリムゾン2.0%・フサライド1.5%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.095 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

不浸透性

手袋
3.5 11.5 3.7 4.6

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

カルタップ・クロチアニジン・バリダマイシン・フェリ

ムゾン・フサライド粉剤 (ハスラー粉剤DL)
デフォルト値を使用 製剤 1 10

① 製剤情報
20804 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.15

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫21日前まで／散布／４回
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６．登録番号20827  ：ダントツ箱粒剤、登録番号21594  ：協友ダントツ箱粒剤（クロチアニジン1.5%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 －

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン粒剤 (ダントツ箱粒剤) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

20827 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン粒剤 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する。

／４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／移植3日前～移植当日／育苗箱の上から均一に散布

する。／４回

稲（箱育苗） 50 g/箱／移植当日／育苗箱の上から均一に散布する。／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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７．登録番号21186  ：ブラシンダントツ粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.15%・フェリムゾン2.0%・フサライド1.5%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

不浸透性

手袋
3.5 11.5 3.6 4.6

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェリムゾン・フサライド粉剤 (ブラ
シンダントツ粉剤DL)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21186 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.15

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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８．登録番号21218  ：ブラシンダントツＨ粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.50%・フェリムゾン2.0%・フサライド1.5%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

不浸透性

手袋
11.7 38.3 12 15.3

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェリムゾン・フサライド粉剤 (ブラ
シンダントツH粉剤DL)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21218 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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９．登録番号21226  ：ダントツオリゼメート１０箱粒剤（クロチアニジン1.5%・プロベナゾール10.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣
マスク１

不浸透性

手袋
0.4 0.6 0.4 0.2

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・プロベナゾール粒剤 (ダントツオリゼ
メート10箱粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21226 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲　(箱育苗)
50 g/箱／移植3日前～移植当日／育苗箱の苗の上から均一に

散布する。／４回
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１０．登録番号21242  ：ダントツＨ粉剤ＤＬ、登録番号21627  ：協友ダントツＨ粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.5%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

39.2 128 40 51.2

2 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

12.8 19.2 13.1 7.7

3 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

12.8 19.2 13.1 7.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン粉剤 (ダントツH粉剤DL) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21242 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回

だいず 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回

水田作物、畑作物　(休耕
田)

4 kg/10a／－／散布／４回
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１１．登録番号21258  ：ダントツフロアブル、登録番号21547  ：協友ダントツフロアブル、登録番号22101：ダントツEX  フロアブル（クロチアニジン20.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 5000
液剤_水稲（手散

布）
16.6 54 16.9 21.6

1* 5000
液剤_水稲（機械散

布）
10.8 35.1 11 14

2 1250
液剤_水稲（手散

布）
11 36 11.3 14.4

2* 1250
液剤_水稲（機械散

布）
7.2 23.4 7.3 9.4

3 90
散布による暴露な

し（手散布）
9.6 31.5 9.8 12.6

4 24
散布による暴露な

し（手散布）
9.6 31.5 9.8 12.6

5 24
液剤_無人航空機

（-）
10.8 35.1 11 14

6 2500
液剤_野菜（平面）
（手散布）

61 124.8 62.3 49.9

6* 2500
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

38.6 70.1 39.4 28.1

7 24
液剤_無人航空機

（-）
2.6 5.3 2.6 2.1

経皮吸収率（％）

クロチアニジン水和剤 (ダントツフロアブル) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21258 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 24 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 90 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体 5000 50

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 1250 50

④ 有効成分濃度・含有率 20 2500 50

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 1250 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 90 倍, 3 L/10a／収穫7日前まで／空中散布／４回

稲 24 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／空中散布／４回

稲 5000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 5000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1250 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

だいず
24 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／無人航空機による散布／４

回

稲
24 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／無人航空機による散布／４

回

だいず 2500 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

だいず 2500 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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8 5000
液剤_野菜（平面）
（手散布）

11.1 62.4 11.3 25

8* 5000
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

19.3 35.1 19.7 14

9 2500
液剤_野菜（立体）
（手散布）

59.3 89 60.6 35.6

10 24
液剤_無人航空機

（-）
4.8 15.8 4.9 6.3

11 1 種子処理 マスク1
不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク1
不浸透性

手袋
－ 0.879 － 0.352  

12 1 種子処理 マスク1
不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク1
不浸透性

手袋
－ 0.879 － 0.352  

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

ばれいしょ 5000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

ばれいしょ 5000 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

さとうきび 2500 倍, 300 L/10a／収穫30日前まで／散布／７回

直播水稲 種もみ3kg当り75ml/10a/-/塗沫処理/-回

さとうきび
24 倍, 2.4 L/10a／収穫30日前まで／無人航空機による散布／

７回

湛水直播水稲 種もみ3kg当り75ml/10a/-/塗沫処理/-回
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１２．登録番号21267  ：モリエートＳＣ（クロチアニジン30.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 800
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
82.7 137.8 84.4 55.1

1* 800
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

82.2 164.5 83.9 65.8

2 1000
液剤_果樹（立体）
（手散布）

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
94.8 158 96.8 63.2

2* 1000
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

65.8 131.6 67.1 52.6

3 100
液剤_無人航空機

（-）
7.1 11.8 7.3 4.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン水和剤 (モリエートＳＣ) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21267 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 100 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 800 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 1000 50

④ 有効成分濃度・含有率 30

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

まつ（生立木）
1000 倍, 150 L/10a／成虫の発生初期及び発生最盛期直前／散

布／６回

まつ（生立木）
100 倍, 3 L/10a／成虫の発生初期及び発生最盛期直前／無人

ヘリコプターによる散布／６回

まつ（生立木） 800 倍, 150 L/10a／成虫の発生期／散布／６回

まつ（生立木） 800 倍, 150 L/10a／成虫の発生期／散布／６回

まつ（生立木）
1000 倍, 150 L/10a／成虫の発生初期及び発生最盛期直前／散

布／６回
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１３．登録番号21624  ：ビームダントツＨ粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.50%・トリシクラゾール1.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

39.2 128 40 51.2

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・トリシクラゾール粉剤 (ビームダント
ツＨ粉剤ＤＬ)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21624 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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１４．登録番号21702  ：ブラシンダントツフロアブル（クロチアニジン6.6%・フェリムゾン15.0%・フサライド15.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 8
液剤_無人航空機

（-）
10.7 34.7 10.9 13.9

2 8
散布による暴露な

し（手散布）
9.6 31.1 9.7 12.5

3 30
散布による暴露な

し（手散布）
9.6 31.1 9.7 12.5

4 300
液剤_水稲（手散

布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

11.9 38.7 12.1 15.5

4* 300
液剤_水稲（機械散

布）
9.9 32.1 10.1 12.9

5 1000
液剤_水稲（手散

布）

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

21.4 69.7 21.8 27.9

5* 1000
液剤_水稲（機械散

布）
17.7 57.9 18.1 23.1

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェリムゾン・フサライド水和剤 (ブ
ラシンダントツフロアブル)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21702 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 8 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 30 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 300 50

④ 有効成分濃度・含有率 6.6 1000 50

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲
8 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布／４

回

稲 8 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／空中散布／４回

稲 30 倍, 3 L/10a／収穫7日前まで／空中散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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１５．登録番号21733  ：オルトランＤＸ粒剤（アセフェート2.5%・クロチアニジン0.25%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3

2 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3

3 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3

4 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3

5 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3

6 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

13.3 22.2 13.6 8.9

7 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.4 0.1 0.2

8 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.1 0.4 0.1 0.2

9 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.5 0.2 0.2

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

アセフェート・クロチアニジン粒剤 (オルトランDX粒剤) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21733 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.25

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

はぼたん 40 kg/10a／発生初期／生育期株元処理／４回

ガーベラ 40 kg/10a／発生初期／生育期株元処理／６回

クロトン 40 kg/10a／発生初期／生育期株元処理／６回

花き類・観葉植物　(ばら、
ベゴニア、はぼたん、ガー

ベラを除く)
40 kg/10a／発生初期／生育期株元処理／４回

ばら 40 kg/10a／発生初期／生育期株元処理／４回

ベゴニア 40 kg/10a／発生初期／生育期株元処理／４回

トマト 1.9 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

なす 2 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

きゅうり 2.2 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回
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１６．登録番号21974  ：ラブサイドダントツフロアブル（クロチアニジン6.6%・フサライド20.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 8
液剤_無人航空機

（-）
10.7 34.7 10.9 13.9

2 8
散布による暴露な

し（手散布）
9.6 31.1 9.7 12.5

3 300
液剤_水稲（手散

布）
15.2 49.5 15.5 19.8

3* 300
液剤_水稲（機械散

布）
9.9 32.1 10.1 12.9

4 1000
液剤_水稲（手散

布）
27.3 89.1 27.9 35.6

4* 1000
液剤_水稲（機械散

布）
17.7 57.9 18.1 23.1

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フサライド水和剤 (ラブサイドダント
ツフロアブル)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

21974 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 8 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 300 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 1000 50

④ 有効成分濃度・含有率 6.6

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲
8 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／無人ヘリコプターによる散

布／４回

稲 8 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／空中散布／４回

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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１７．登録番号22122  ：ワンリード箱粒剤０８、登録番号22174  ：クミアイワンリード箱粒剤０８（クロチアニジン0.80%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.1 3.6 2.2 1.4

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.1 3.6 2.2 1.4

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン粒剤 (ワンリード箱粒剤０８) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

22122 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン粒剤 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.8

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲　(箱育苗) 50 g/箱／は種前／育苗箱の床土に均一に混和する。／４回

稲　(箱育苗)
50 g/箱／は種時覆土前～移植当日／育苗箱の上から均一に散

布する。／４回
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１８．登録番号22257  ：ノンブラスダントツフロアブル（クロチアニジン6.6%・トリシクラゾール8.0%・フェリムゾン15.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 8
散布による暴露な

し（手散布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1 3.1 1 1.2

調製時：長
ズボン・長

袖の作業衣

2 8
液剤_無人航空機

（-）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1.2 3.8 1.2 1.5

調製時：長
ズボン・長

袖の作業衣

3 300
液剤_水稲（手散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1.6 5.3 1.7 2.1

調製時：長
ズボン・長

袖の作業衣

3* 300
液剤_水稲（機械散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1.1 3.5 1.1 1.4

調製時：長
ズボン・長

袖の作業衣

4 1000
液剤_水稲（手散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
2.9 9.6 3 3.8

調製時：長
ズボン・長

袖の作業衣

4* 1000
液剤_水稲（機械散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
2 6.4 2 2.5

調製時：長
ズボン・長

袖の作業衣

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・トリシクラゾール・フェリムゾン水和

剤 (ノンブラスダントツフロアブル)
デフォルト値を使用 製剤 1 10

① 製剤情報
22257 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 8 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 300 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 1000 50

④ 有効成分濃度・含有率 6.6

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回

稲 8 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／空中散布／４回

稲
8 倍, 0.8 L/10a／収穫7日前まで／無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布／４

回

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫7日前まで／散布／４回
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１９．登録番号22391  ：モリエートマイクロカプセル、登録番号22392  ：ヤシマモリエートマイクロカプセル（クロチアニジン7.5%マイクロカプセル剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 200
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
83.7 139.5 85.4 55.8

1* 200
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
39.2 78.3 40 31.3

2 15
液剤_無人航空機

（-）
30.3 50.5 30.9 20.2

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジンマイクロカプセル剤 (モリエートマイク
ロカプセル)

デフォルト値を使用 製剤 1 25
① 製剤情報

22391 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 15 70

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 200 70

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 乳剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 7.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

まつ（生立木） 200 倍, 150 L/10a／成虫の発生初期／散布／６回

まつ（生立木） 200 倍, 150 L/10a／成虫の発生初期／散布／６回

まつ（生立木）
15 倍, 3 L/10a／成虫の発生初期／無人ヘリコプターによる散

布／６回
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２０．登録番号22506  ：ベニカＸファインスプレー（クロチアニジン0.0080%・フェンプロパトリン0.010%・メパニピリム0.020%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
トリガースプレー

剤

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
0.0028 0.0141 0.0029 0.0056

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェンプロパトリン・メパニピリム水

和剤 (ベニカXファインスプレー)
デフォルト値を使用 製剤 1 70

① 製剤情報
22506 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.008

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

トリガースプレー剤 1 L/回／ - ／ 散布 ／6回
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２１．登録番号22576  ：ベニカＸファインエアゾール（クロチアニジン0.032%・フェンプロパトリン0.020%・メパニピリム0.040%エアゾル）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 エアゾル剤

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
0.0043 0.0325 0.0044 0.0130

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェンプロパトリン・メパニピリムエ

アゾル (ベニカXファインエアゾール)
デフォルト値を使用 製剤 1 70

① 製剤情報
22576 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.032

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

エアゾル剤 0.5 L/回／ - ／ 散布 ／4回
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２２．登録番号22593  ：ベニカ液剤、登録番号22876  ：ベニカマツケア（クロチアニジン2.0%液剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 500
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
52.6 175.4 53.7 70.2

1* 500
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

49.3 123.1 50.3 49.3

2 500
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
14 175.4 14.3 70.2

2* 500
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣
10 106.8 10.2 42.7

3 500
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
9.1 175.4 9.3 70.2

3* 500
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
7.4 102.7 7.5 41.1

4 500
液剤_野菜（平面）
（手散布）

1.6 98.2 1.7 39.3

4* 500
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

8.6 85.7 8.7 34.3

5 250
液剤_野菜（立体）
（手散布）

20.1 97.5 20.6 39

6 500
液剤_野菜（立体）
（手散布）

10.1 48.7 10.3 19.5

経皮吸収率（％）

クロチアニジン液剤 (ベニカ液剤) デフォルト値を使用 製剤 1 25
① 製剤情報

22593 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 60 70

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 250 70

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 乳剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 500 70

④ 有効成分濃度・含有率 2

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

うめ 500 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

かき 500 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

かき 500 倍, 700 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

かんきつ 500 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／６回

かんきつ 500 倍, 700 L/10a／収穫前日まで／散布／６回

うめ 500 倍, 700 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

トマト 500 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

だいこん 500 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

だいこん 500 倍, 300 L/10a／収穫7日前まで／散布／３回

なす 250 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回
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7 500
液剤_野菜（立体）
（手散布）

10.1 48.7 10.3 19.5

8 500
液剤_野菜（立体）
（手散布）

19.5 48.7 19.9 19.5

9 250
液剤_野菜（平面）
（手散布）

9.8 196.5 10 78.6

9* 250
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

17.1 171.3 17.5 68.5

10 500
液剤_野菜（平面）
（手散布）

17 98.2 17.4 39.3

10* 500
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

22.8 85.7 23.3 34.3

11 500
液剤_野菜（立体）
（手散布）

48.7 73.1 49.7 29.2

12 500
液剤_水稲（手散

布）
5.8 33.6 6 13.5

12* 500
液剤_水稲（機械散

布）
22.8 85.7 23.3 34.3

13 500
液剤_野菜（立体）
（手散布）

48.7 73.1 49.7 29.2

14 250
液剤_野菜（平面）
（手散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

74.2 123.7 75.7 49.5

14* 250
液剤_野菜（平面）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

23.2 46.3 23.6 18.5

15 250
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
83.3 138.9 85 55.6

15* 250
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
86.3 172.6 88 69

16 250
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
35.7 59.5 36.4 23.8

16* 250
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

52.8 105.5 53.9 42.2

ミニトマト 500 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

きゅうり 500 倍, 300 L/10a／収穫前日まで／散布／４回

花き類・観葉植物　(ばらを
除く)

500 倍, 300 L/10a／0／散布／４回

花き類・観葉植物　(ばらを
除く)

500 倍, 300 L/10a／0／散布／４回

花き類・観葉植物　(ばらを
除く)

500 倍, 300 L/10a／0／散布／４回

キャベツ 250 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

キャベツ 250 倍, 300 L/10a／収穫3日前まで／散布／３回

花き類・観葉植物　(ばらを
除く)

500 倍, 300 L/10a／0／散布／４回

樹木類　(つつじ類、さんご
じゅ、あかまつ、くろまつ

を除く)
250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

樹木類　(つつじ類、さんご
じゅ、あかまつ、くろまつ

を除く)
250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

樹木類　(つつじ類、さんご
じゅ、あかまつ、くろまつ

を除く)
250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

花き類・観葉植物　(ばらを
除く)

500 倍, 300 L/10a／0／散布／４回

ばら 500 倍, 300 L/10a／0／散布／４回

樹木類　(つつじ類、さんご
じゅ、あかまつ、くろまつ

を除く)
250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

つつじ類 250 倍, 300 L/10a／0／散布／６回

つつじ類 250 倍, 300 L/10a／0／散布／６回
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17 250
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
83.3 138.9 85 55.6

17* 250
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
86.3 172.6 88 69

18 60
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
74.4 124 75.9 49.6

18* 60
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
91.7 183.3 93.5 73.3

19 250
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
83.3 138.9 85 55.6

19* 250
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
86.3 172.6 88 69

20 60
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
74.4 124 75.9 49.6

20* 60
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
91.7 183.3 93.5 73.3

21 250
液剤_果樹（立体）
（手散布）

不浸透性

手袋

保護面＋

フード＋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
83.3 138.9 85 55.6

21* 250
液剤_果樹（立体）
（機械散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣

不浸透性

手袋
86.3 172.6 88 69

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

さんごじゅ 250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

あかまつ 60 倍, 150 L/10a／成虫の発生直前から発生初期／散布／６回

あかまつ 60 倍, 150 L/10a／成虫の発生直前から発生初期／散布／６回

さんごじゅ 250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

くろまつ 60 倍, 150 L/10a／成虫の発生直前から発生初期／散布／６回

くろまつ 250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

くろまつ 250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

あかまつ 250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

あかまつ 250 倍, 700 L/10a／0／散布／６回

くろまつ 60 倍, 150 L/10a／成虫の発生直前から発生初期／散布／６回
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２３．登録番号22672  ：ベニカケムシエアゾール（クロチアニジン0.032%・フェンプロパトリン0.020%エアゾル）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 エアゾル剤

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
0.0065 0.0325 0.0066 0.0130

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェンプロパトリンエアゾル (ベニカ
ケムシエアゾール)

デフォルト値を使用 製剤 1 70
① 製剤情報

22672 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.032

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

エアゾル剤 0.5 L/回／ - ／ 散布 ／6回
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２４．登録番号22698  ：スタウトダントツ箱粒剤（クロチアニジン1.5%・イソチアニル2.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

4 1 －

5 1 －

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・イソチアニル粒剤 (スタウトダントツ
箱粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

22698 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種前／育苗箱の床土又は覆土に均一に混和する／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時（覆土前）～移植当日／育苗箱の上から均一

に散布する。／４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時（覆土前）／育苗箱の上から均一に散布す

る。／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

稲 1 kg/10a／移植時／側条施用／４回

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する｡／

４回

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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２５．登録番号22699  ：スタウトダントツ箱粒剤０８、登録番号22700  ：ツインターボ箱粒剤０８（クロチアニジン0.80%・イソチアニル2.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 －

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.1 3.6 2.2 1.4

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.1 3.6 2.2 1.4

4 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.1 3.6 2.2 1.4

5 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

2.1 3.6 2.2 1.4

6 1 －

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

イソチアニル・クロチアニジン粒剤 (スタウトダントツ
箱粒剤０８)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

22699 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.8

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する｡／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種前／育苗箱の床土又は覆土に均一に混和する／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時（覆土前）～移植当日／育苗箱の上から均一

に散布する。／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

稲（箱育苗） 50 g/箱／移植当日／育苗箱の上から均一に散布する。／４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時（覆土前）／育苗箱の上から均一に散布す

る。／４回

稲 1 kg/10a／移植時／側条施用／４回

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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２６．登録番号22708  ：ツインターボフェルテラ箱粒剤（クロチアニジン1.5%・クロラントラニリプロール0.75%・イソチアニル2.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

4 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

イソチアニル・クロチアニジン・クロラントラニリプ

ロール粒剤 (ツインターボフェルテラ箱粒剤)
デフォルト値を使用 製剤 1 10

① 製剤情報
22708 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲　(箱育苗)
50 g/箱／は種前／育苗箱の床土又は覆土に均一に混和する。

／４回

稲　(箱育苗)
50 g/箱／は種時(覆土前)～移植当日／育苗箱の上から均一に

散布する。／４回

稲　(箱育苗)
50 g/箱／は種時(覆土前)／育苗箱の上から均一に散布する。

／４回

稲　(箱育苗) 50 g/箱／は種前／育苗箱の床土に均一に混和する。／４回

- 52 -



２７．登録番号22891  ：ノンブラスバリダダントツフロアブル（クロチアニジン6.6%・トリシクラゾール8.0%・バリダマイシン5.0%・フェリムゾン15.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 8
液剤_無人航空機

（-）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1.2 3.8 1.2 1.5

調製時:長
ズボン・長

袖の作業衣

2 300
液剤_水稲（手散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1.6 5.3 1.7 2.1

調製時:長
ズボン・長

袖の作業衣

2* 300
液剤_水稲（機械散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
1.1 3.5 1.1 1.4

調製時:長
ズボン・長

袖の作業衣

3 1000
液剤_水稲（手散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
2.9 9.6 3 3.8

調製時:長
ズボン・長

袖の作業衣

3* 1000
液剤_水稲（機械散

布）
マスク１

不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
2 6.4 2 2.5

調製時:長
ズボン・長

袖の作業衣

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・トリシクラゾール・バリダマイシン・

フェリムゾン水和剤 (ノンブラスバリダダントツフロア
ブル)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

22891 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 8 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 300 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用 1000 50

④ 有効成分濃度・含有率 6.6

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回

稲 1000 倍, 150 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回

稲
8 倍, 0.8 L/10a／収穫14日前まで／無人ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰによる散布／

４回

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回

稲 300 倍, 25 L/10a／収穫14日前まで／散布／４回
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２８．登録番号23033  ：箱いり娘粒剤（クロチアニジン1.5%・スピネトラム0.5%・イソチアニル2.0%・フラメトピル4.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 －

2 1 －

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・スピネトラム・イソチアニル・フラメ

トピル粒剤 (箱いり娘粒剤)
デフォルト値を使用 製剤 1 10

① 製剤情報
23033 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

稲 1 kg/10a／移植時／側条施用／４回

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する。

／４回

稲（育苗箱）
50 g/箱／移植7日前～移植当日／育苗箱の上から均一に散布

する。／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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２９．登録番号23121  ：ベニカベジフルスプレー、登録番号23197：ガーデンアシストV  スプレー（クロチアニジン0.0080%液剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
トリガースプレー

剤
0.0223 0.1117 0.0228 0.0447

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン液剤 (ベニカベジフルスプレー) デフォルト値を使用 製剤 1 70
① 製剤情報

23121 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.008

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

トリガースプレー剤 1 L/回／ - ／ 散布 ／6回
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３０．登録番号23130  ：ベニカＪスプレー（クロチアニジン0.0080%・フェンプロパトリン0.010%液剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
トリガースプレー

剤

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
0.0028 0.0141 0.0029 0.0056

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェンプロパトリン液剤 (ベニカＪス
プレー)

デフォルト値を使用 製剤 1 70
① 製剤情報

23130 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.008

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

トリガースプレー剤 1 L/回／ - ／ 散布 ／6回
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３１．登録番号23196  ：ワンリードＳＰ箱粒剤（クロチアニジン1.5%・スピネトラム0.50%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

3 1 －

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・スピネトラム粒剤 (ワンリードＳＰ箱
粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23196 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種前／育苗箱の床土又は覆土に均一に混和する／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時(覆土前)～移植当日／育苗箱の上から均一に

散布する／４回

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する／

４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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３２．登録番号23206  ：スタウトダントツ顆粒水和剤、登録番号23207  ：ツインターボ顆粒水和剤（クロチアニジン15.0%・イソチアニル20.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 －

2 100
液剤_水稲_育苗箱
（育苗箱）

9.2 15.8 9.4 6.3

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

イソチアニル・クロチアニジン水和剤 (スタウトダント
ツ顆粒水和剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23206 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 100 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 15

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 顆粒水和剤等

稲
0.1 kg/10a／移植時／ﾍﾟｰｽﾄ肥料に混合し側条施肥田植機で施

用する。／４回

稲（箱育苗） 100 倍, 0.5 L/箱／移植3日前～移植当日／灌注／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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３３．登録番号23491  ：ベニカベジフルＶスプレー、登録番号24518  ：ガーデンアシストＷスプレー（クロチアニジン0.0080%・ミクロブタニル0.0025%液剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
トリガースプレー

剤
0.0107 0.0800 0.0109 0.0320

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・ミクロブタニル液剤 (ベニカベジフル
Ｖスプレー)

デフォルト値を使用 製剤 1 50
① 製剤情報

23491 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.008

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

トリガースプレー剤 1 L/回／ - ／ 散布 ／4回
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３４．登録番号23511  ：箱王子粒剤（クロチアニジン1.5%・スピネトラム0.50%・イソチアニル2.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 －

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

4 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

5 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

イソチアニル・クロチアニジン・スピネトラム粒剤 (箱
王子粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23511 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種前／育苗箱の床土又は覆土に均一に混和する／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時（覆土前）～移植当日／育苗箱の上から均一

に散布する／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

稲（箱育苗）
50 g/箱／移植3日前～移植当日／育苗箱の上から均一に散布

する／４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／は種時（覆土前）／育苗箱の上から均一に散布す

る。／４回

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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３５．登録番号23518  ：カイガラムシエアゾール（クロチアニジン0.030%・フェンプロパトリン0.020%エアゾル）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 エアゾル剤

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
0.0041 0.0304 0.0041 0.0122

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フェンプロパトリンエアゾル (カイガ
ラムシエアゾール)

デフォルト値を使用 製剤 1 70
① 製剤情報

23518 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.03

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

エアゾル剤 0.5 L/回／ - ／ 散布 ／4回
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３６．登録番号23602  ：ハスラーＲＸ粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.50%・メトキシフェノジド0.50%・バリダマイシン0.30%・フェリムゾン2.0%・フサライド1.5%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

不浸透性

手袋
11.7 38.3 12 15.3

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・メトキシフェノジド・バリダマイシ

ン・フェリムゾン・フサライド粉剤 (ハスラーＲＸ粉剤
ＤＬ)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23602 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫14日前まで／散布／４回
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３７．登録番号23603  ：チームワーク粉剤ＤＬ（クロチアニジン0.50%・バリダマイシン0.30%・フサライド2.5%粉剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粉剤）_水
稲（手散布）

39.2 128 40 51.2

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・バリダマイシン・フサライド粉剤

(チームワーク粉剤ＤＬ)
デフォルト値を使用 製剤 1 10

① 製剤情報
23603 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲 4 kg/10a／収穫14日前まで／散布／４回
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３８．登録番号23636  ：マッキーノ（クロチアニジン0.066%複合肥料）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣
マスク１

不浸透性

手袋
0.3 0.5 0.4 0.2

2 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

不浸透性

手袋

不浸透性

防除衣
マスク１

不浸透性

手袋
0.3 0.5 0.4 0.2

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン複合肥料 (マッキーノ) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23636 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.066

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

かんしょ 67.5 kg/10a／植付前／全面処理土壌混和／３回

かんしょ 67.5 kg/10a／植付前／作条処理土壌混和／３回
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３９．登録番号23732  ：フジワンダントツ粒剤（クロチアニジン1.5%・イソプロチオラン12.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・イソプロチオラン粒剤 (フジワンダン
トツ粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23732 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲　(育苗箱)
50 g/箱／緑化期～移植当日、緑化始期／本剤の所定量を育苗

箱の上から均一に散布する／４回
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４０．登録番号23813  ：ナイスパートナー（クロチアニジン20.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 5000
液剤_野菜（立体）
（手散布）

5.9 26.7 6.1 10.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン水和剤 (ナイスパートナー) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23813 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 5000 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 液体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 フロアブル剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 20

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

たばこ 5000 倍, 180 L/10a／収穫20日前まで／散布／１回
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４１．登録番号23890  ：箱大臣粒剤（クロチアニジン1.5%・イソチアニル2.0%・フラメトピル4.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1 －

2 1 －

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

イソチアニル・クロチアニジン・フラメトピル粒剤 (箱
大臣粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23890 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

稲 1 kg/10a／移植時／側条施用／４回

湛水直播水稲
1 kg/10a／は種時／は種同時施薬機を用いて土中施用する／

４回

稲（箱育苗）
50 g/箱／移植7日前～移植当日／育苗箱の上から均一に散布

する／４回

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。

部会決定のとおり、調製時及び施用時の不浸透性手袋の着用を前提に暴露量の算出を省略した。
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４２．登録番号23945  ：ベジリード粒剤（クロチアニジン1.5%・スピネトラム0.50%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

3 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

4 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

4 6.8 4 2.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・スピネトラム粒剤 (ベジリード粒剤) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

23945 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

ブロッコリー 50 g/箱／育苗期後半／散布／４回

キャベツ 50 g/箱／育苗期後半／散布／３回

はくさい 50 g/箱／育苗期後半／散布／５回

カリフラワー 50 g/箱／育苗期後半／散布／１回
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４３．登録番号24015  ：ダントツリンバー顆粒水和剤（クロチアニジン16.0%・フラメトピル12.5%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 200
液剤_水稲_育苗箱
（育苗箱）

9.8 16.8 10 6.7

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・フラメトピル水和剤 (ダントツリン
バー顆粒水和剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24015 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 200 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 顆粒水和剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 16

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

てんさい 200 倍, 1 L/箱／定植前／灌注／４回
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４４．登録番号24027  ：ハコナイト粒剤（クロチアニジン1.5%・フィプロニル1.0%・イソチアニル2.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

マスク１ マスク１ 3.8 6.6 3.9 2.6

2 1
固形剤（粒剤）_水
稲_育苗箱（育苗

箱）

マスク１ マスク１ 3.8 6.6 3.9 2.6

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

イソチアニル・クロチアニジン・フィプロニル粒剤 (ハ
コナイト粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24027 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 1.5

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

稲　(箱育苗)
50 g/箱／は種前／育苗箱の床土又は覆土に均一に混和する／

４回

稲　(箱育苗)
50 g/箱／は種時（覆土前）～移植当日／育苗箱の上から均一

に散布する／４回
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４５．登録番号24117  ：ベニカＸネクストスプレー（還元澱粉糖化物0.60%・クロチアニジン0.0080%・ピリダリル0.010%・ペルメトリン0.010%・マンデストロビン0.020%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
トリガースプレー

剤

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

マスク１
不浸透性

手袋
0.0028 0.0141 0.0029 0.0056

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

還元デンプン糖化物・クロチアニジン・ピリダリル・ペ

ルメトリン・マンデストロビン水和剤 (ベニカXネクスト
スプレー)

デフォルト値を使用 製剤 1 70
① 製剤情報

24117 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.008

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

トリガースプレー剤 1 L/回／ - ／ 散布 ／6回
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４６．登録番号24118  ：ベニカＶフレッシュスプレー（還元澱粉糖化物0.60%・クロチアニジン0.0080%・マンデストロビン0.020%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
トリガースプレー

剤
0.0187 0.0800 0.0191 0.0320

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

還元デンプン糖化物・クロチアニジン・マンデストロビ

ン水和剤 (ベニカVフレッシュスプレー)
デフォルト値を使用 製剤 1 50

① 製剤情報
24118 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) エアゾル剤等

⑥ 調製時の予測式 調製作業による暴露なし

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.008

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦剤の種類

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

トリガースプレー剤 1 L/回／ - ／ 散布 ／7回
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４７．登録番号24274  ：ベニカＸガード粒剤（クロチアニジン0.10%・ＢＴ10.0%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1 0.4 0.4
調製時、散
布時：保護

眼鏡

2 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.3 1.7 0.4 0.7 同上

3 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.3 1.7 0.4 0.7 同上

4 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1.9 0.4 0.7 同上

5 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.4 1.9 0.4 0.7 同上

6 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 0.9 0.2 0.4 同上

7 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

2.1 6.4 2.2 2.6 同上

8 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.2 2.1 1.2 0.9 同上

9 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.9 2.6 1 1 同上

10 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.7 2 0.7 0.8 同上

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・ＢＴ粒剤 (ベニカＸガード粒剤) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24274 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.1

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

ミニトマト 21 kg/10a／定植後 但し、収穫前日まで／株元散布／４回

ミニトマト 21 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

なす 10 kg/10a／定植後 但し、収穫前日まで／株元散布／４回

きゅうり 11 kg/10a／定植後 但し、収穫前日まで／株元散布／４回

トマト 19 kg/10a／定植後 但し、収穫前日まで／株元散布／４回

トマト 19 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回

だいこん 15 kg/10a／は種時／播溝処理土壌混和／３回

キャベツ 48 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／３回

はくさい 16 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／５回

ブロッコリー 19.5 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／４回
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11 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.3 2 1.4 0.8 同上

12 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.7 2 0.7 0.8 同上

13 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.2 5.3 1.2 2.1 同上

14 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

0.2 1.5 0.2 0.6 同上

15 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

16 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

17 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

18 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

19 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

20 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

21 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

22 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

8.9 13.3 9.1 5.3 同上

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

ばれいしょ 15 kg/10a／植付時／植溝処理土壌混和／４回

ねぎ 15 kg/10a／収穫3日前まで／株元散布／４回

花き類・観葉植物（ばら、

ガーベラ、きくを除く）
100 kg/10a／発病前／生育期株元散布／４回

ばら 100 kg/10a／発生前～発生初期／生育期株元散布／４回

ばら 100 kg/10a／発病前／生育期株元散布／４回

いちご 40 kg/10a／定植時／植穴処理土壌混和／１回

ピーマン 17 kg/10a／定植後 但し、収穫前日まで／株元散布／３回

花き類・観葉植物（ばら、

ガーベラ、きくを除く）
100 kg/10a／発生前～発生初期／生育期株元散布／４回

きく 100 kg/10a／発病前／生育期株元散布／４回

ガーベラ 100 kg/10a／発生前～発生初期／生育期株元散布／６回

ガーベラ 100 kg/10a／発病前／生育期株元散布／６回

きく 100 kg/10a／発生前～発生初期／生育期株元散布／４回
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４８．登録番号24452  ：ネキリスター（クロチアニジン0.25%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.1 2 1.1 0.8

2 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.1 2 1.1 0.8

3 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.1 2 1.1 0.8

4 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.1 2 1.1 0.8

5 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.1 2 1.1 0.8

6 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

1.3 2 1.3 0.8

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン粒剤 (ネキリスター) デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24452 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.25

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

キャベツ 6 kg/10a／収穫30日前まで／株元散布／５回

だいこん 6 kg/10a／収穫前日まで／株元散布／５回

ブロッコリー 6 kg/10a／収穫前日まで／株元散布／７回

はくさい 6 kg/10a／収穫30日前まで／株元散布／５回

レタス 6 kg/10a／収穫30日前まで／株元散布／５回

非結球レタス 6 kg/10a／収穫前日まで／株元散布／５回
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４９．登録番号24555  ：ネマトリンパワーＤ粒剤、登録番号24556  ：ダブルバスター粒剤（クロチアニジン0.15%・ホスチアゼート1.5%粒剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1
固形剤（粒剤）_畑
作物（手散布）

4 6 4.1 2.4

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

クロチアニジン・ホスチアゼート粒剤 (ネマトリンパ
ワーD粒剤)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24555 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 固体

⑥ 調製時の予測式 固形剤（粉剤、微粒剤、粒剤等）

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 0.15

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

かんしょ 30 kg/10a／植付前／全面土壌混和／３回
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５０．登録番号24557  ：住化フルスウィングＷ、登録番号24558  ：バウンスバックＷＤＧ（カルタップ2.0%・クロチアニジン45.0%水和剤）

登録番号

種類・名称

希釈液１

0.098 希釈液２

0.25 希釈液３

％ 希釈液４

希釈液５

希釈液６

反復 急性

マスク 手袋 防護服 マスク 手袋
（µg ai/kg
体重/日）

（µg ai/kg
体重）

1 1000 液剤_芝（手散布）
不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
1.9 4.7 1.9 1.9

調製時：保
護眼鏡、散
布時：保護
眼鏡、ゴム

長靴

2 1000 液剤_芝（手散布）
不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
0.9 2.4 1 0.9

調製時：保
護眼鏡、散
布時：保護
眼鏡、ゴム

長靴

3 5000 液剤_芝（手散布）
不浸透性

手袋

長ズボ

ン・長袖

の作業衣

不浸透性

手袋
0.9 2.4 1 0.9

調製時：保
護眼鏡、散
布時：保護
眼鏡、ゴム

長靴

      1)：AOEL占有率＝反復暴露量（µg ai/kg体重/日）÷1000（µg/mg）÷AOEL（mg/kg体重/日）×100

      2)：AAOEL占有率＝急性暴露量（µg ai/kg体重）÷1000（µg/mg）÷AAOEL（mg/kg体重）×100

          　　なお、体重当たり暴露量の計算には国民の平均体重55.1 kgを用いている。

経皮吸収率（％）

カルタップ・クロチアニジン水和剤 (住化フルスウィン
グＷ)

デフォルト値を使用 製剤 1 10
① 製剤情報

24557 【補助１】農薬使用者暴露量の試験成績について ⑭ 経皮吸収率 希釈倍数（倍）

② 評価対象有効成分 クロチアニジン 希釈液 1000 50

③-1 AOEL (mg/kg体重/日) 【補助２】面積について 5000 50

⑤ 製剤の形態 (製剤/散布液) 製剤: 固体／散布時: 液体

⑥ 調製時の予測式 顆粒水和剤等

③-2 AAOEL (mg/kg体重) デフォルト値を使用

④ 有効成分濃度・含有率 45

防護装備あり

備考調製時 散布時
%AOEL

1)
%AAOEL

2)

使用

番号
⑦作物名

使用方法等

（投下量／使用時期／使用方法／評価に用いた使用回数）

希釈

倍数
散布時の予測式

芝 1000 倍, 200 L/10a／発生初期／散布／４回

芝 1000 倍, 100 L/10a／発生初期／散布／４回

芝 5000 倍, 500 L/10a／発生初期／散布／４回
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